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看護演習科目へのル ブーリック導入の効果・ル ブーリック評価の
信頼性と妥当性の検討
貝谷 敏子　菅原 美樹　川村 三希子　神島 滋子　藤井 瑞恵
工藤 京子　柏倉 大作　村松 真澄　小田 和美　中村 惠子
札幌市立大学看護学部
抄録:「看護演習科目」にルーブリックを導入しその学修効果の評価と，評価基準の信頼性と
妥当性を検討した．2015年度症状マネジメント論履修者84名と症状マネジメント論担当教員
7名を対象とした．学生への質問紙調査，レポートとルーブリック評価値を用いた比較調査
を行った．質問紙の回答者は68名で，回収率は81.0％であった．自己評価の高かった項目は
「事前学修をした」，ルーブリックは「演習評価基準の確認」や「学修到達の確認」に用い
たという項目であった．ルーブリック評価基準に関して事前に教員間で打ち合わせを行った
場合は，教員間の級内相関係数ICCは0.53から0.81であった．学生と教員間のICCは各回の担
当によってばらつきが大きかった．ルーブリックを導入した演習は学生の事前学修時間の確
保に有用であった．事前に教員間で打ち合わせを行うことで，複数の教員間でも評価の信頼
性が高くなることが示唆された．
キーワード :看護学，アクティブ・ラーニング，形成的評価
Use of scoring rubrics in nursing practices: 
Reliability, validity, and educational consequences.
Toshiko Kaitani, Miki Sugawara, Mikiko Kawamura, Shigeko Kamishima, 
Mizue Fujii, Kyoko Kudou, Daisaku Kashiwakura, 
Masumi Muramatsu, Kazumi Oda, Keiko Nakamura
School of Nursing, Sapporo City University 
Abstract: This study assessed the effects of using scoring rubrics on students’ learning. Furthermore, 
it examined the reliability and validity of scoring rubrics. The participants were university students (n = 
84) who selected the course of symptom management in 2015 and faculty members of the course (n = 7). 
Course evaluation was performed on the basis of students’ questionnaire, report, and scoring rubrics. 68 
questionnaires were completed and returned, providing a response rate of 81.0%. Students highly rated 
the item “prepared for a class” using rubric for “confirmation of the evaluation criteria” and “confirmation 
of attainment target.” The intraclass correlation coefficients (ICC) ranged between 0.53 and 0.81 in 
case of previous arrangement of the evaluation criteria between faculty members. The ICC between 
the student and the faculty varied widely each time. Using scoring rubrics in nursing practices on the 
campus will help evaluate students’ work and performance. Reliability may be improved by considering 
the ratings in previous arrangement.
Keywords: Nursing, Active learning, Formative evaluation 
41．緒言
　医療問題への長期的な対応として，厚生労働省
より「保健医療 2035」が公表された．後期高齢者
や独居老人の増加により，保健医療サービスに対
する量的・質的な需要は増大・多様化することが
報告され，変化に合わせて柔軟に対応できる人材
育成の重要性などが言及されている 1）．多様化す
る社会のニーズに合わせた柔軟な対応，そして，
高度化する医療水準を担うことができる看護実践
能力を備えた人材の育成は喫緊の課題である．
　人材育成の課題は，看護系大学だけに限らず，
学士課程教育は質的転換を促進・強化する必要性
に迫られており，アクティブ・ラーニングの積極
的な導入が求められている．すなわち，従来の知
識詰め込み型中心の教育から，学びの意味を学生
に分かりやすく理解させた上で，教員と学生が相
互に知性を高めていく学生主体型の学士課程教育
の重要性が認識されてきた 2）．
　アクティブ・ラーニングとは，「思考を活性化
する」学習形態であり，学んだ知識や技能を活用
する時間（説明し合う，演習問題に取り組むな
ど）を取り入れることで，アクティブ化できるこ
とが示唆されている 2）．本学においては，「的確な
看護実践能力を有し，対人関係能力を備え，地域
貢献できる人材育成」を教育目標に掲げ，これま
でに様々な人材育成への取り組みを実践してきた
3 ～ 6）．カリキュラムの特徴としては，基礎，成人，
母性，小児，老年，在宅，精神，地域看護学，看
護管理学の各専門領域がすべて講義，演習，臨地
実習という流れを基本軸にしており，各専門領域
で学修した知識と技術の統合を図るために，客観
的臨床能力試験（Objective Structured Clinical 
Examination；OSCE）を用いた看護技術の到達度
評価を各学年の年度末に実施している．本学が積
極的に取り入れている演習授業としての授業形態
は知識の定着と確認を促すアクティブ・ラーニン
グの一つであるといえる．
　本研究で取り組んだ症状マネジメント論は，2
年次に開講している演習科目である．科目時間は
60 時間で，講義形式での座学後にグループ演習を
取り入れた授業を展開している．演習で学修する
課題は事前に学生へ提示し，演習までの自己学修
としてレポートの提出を課題としている．演習で
は学んだ知識や技能を活用する時間を取り入れ，
学びのアクティブ化を目指してきた．学生の評価
は，ペーパー試験と OSCE 形式の実技試験，レポー
トの評価で実施している．しかし，各試験は絶対
評価として導入しており，学生へのフィードバッ
ク機能が弱いことが課題であった．また，膨大な
量のレポート添削に時間を要し，学生へのフィー
ドバックがタイムリーに行えない現状であった．
　そこで症状マネジメント論では，学生のより主
体的な学修を促すための形成的評価として，2015
年よりルーブリックを導入した演習を実践した．
先行研究では，ルーブリックを導入することで，
学生の「授業への関与（参画）を促す」「批判的
思考力のトレーニング」等の効果が認められてい
る 7)．さらに，ルーブリックの活用で，学生へタ
イミング良くフィードバックができることが報告
されていることから 7），学修効果が高いと考えら
れた．
　本研究の目的は，「看護演習科目」である症状
マネジメント論にルーブリックを導入し，その学
修の効果を評価することである．同時に学生と教
員間の評価の信頼性を調査しルーブリック評価基
準の妥当性を検討することである．
2．研究方法
1) 研究デザイン
　学生への質問紙調査と事前学修課題に関するレ
ポート ( 以下レポート )，ルーブリック評価値を
用いた比較調査を行った．
2) 研究対象者
　A 大学学生の症状マネジメント論履修者全員 86
名のうち，レポートと評価値の調査に対して同意
の得られた学生と，症状マネジメント論担当の教
員７名を対象とした．
3) 調査方法
（1）ルーブリックの作成方法
　ルーブリックは，症状マネジメント論の学修目
標に合わせ担当教員間で協議して作成した．手順
は Stevens らの推奨する 4 つの作成段階方法を参
考にして進めた 7）．学修目標は，症状マネジメン
トモデルを参考にして 8）症状マネジメントの統合
的アプローチを実践できることを目標に置いてい
る．具体的には以下の 4 つの到達目標である．① 
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5各症状に関連する事例を提示（事例の展開は１０回）
ルーブリックの評価項目を参考に自己学修（レポ トー）
割について理解し事例で展開できる．②様々な症
状の定義と発生機序 , 臨床症状の観察方法 , 臨床
検査データの読み方が理解でき , これらを統合し
て症状をアセスメントできる . ③患者の症状体験
に配慮したコミュニケーションスキルを修得でき
る . ④患者のセルフケアと看護師のセルフケア支
援によって症状マネジメントを進める方策を立案
できる . これらの到達度の確認は，ペーパー試験
と実技試験，レポートの評価で実施するため，ルー
ブリックを用いて評価できる内容は目標②③④と
し，目標①はペーパー試験で評価することを決定
した．なお，目標③の技術に関する評価は主に実
技試験で評価するため，演習ではスキルを修得す
るプロセス評価として演習中の態度を評価するこ
とにした．作成したルーブリックは巻末の付表１
に掲載した．目標に対応させた 9 つの評価項目を
設け，5 段階評価にした．本学の成績評価は 5 段
階評価であり，学生が評価のイメージがつきやす
いと考え，5段階で作成した．
(2) ルーブリックを用いた授業方法
　図１に授業の流れを示す．学生は講義形式での
授業を受けたあと，講義で扱った症状に関連した
事例のアセスメントを事前学修課題として取り組
む．事前学修課題は全部で 10 課題である．学生
はレポート作成の際にルーブリックを参考にして
取り組み，演習態度以外の自己評価点数を記入し
た上で演習に臨む．演習は 7 名のグループで実施
し，2 グループを 1 名の教員が担当している．演
習終了後には，教員と学生間でルーブリックの評
価項目を中心に振り返りを行う．各教員は，ルー
ブリックに教員評価点を記入し 2 週間後に学生へ
返却する．なお第 1回目の講義の際に，ルーブリッ
ク活用方法と演習方法については学生にオリエン
テーションを実施した．
(3) 調査内容
　学生のレポートとルーブリック評価票，定期試
験，技術試験の結果より下記の点を調査した．
①ルーブリック導入による学修効果
全講義終了後に学生へ質問紙調査を実施した．内
容は，ルーブリックの活用頻度，活用方法（到達
度の確認・課題の明確化・評価基準の確認）に関
する内容で，5段階のリッカート尺度とした．
②ルーブリック評価の信頼性と妥当性
看護演習科目へのルーブリック導入の効果・ルーブリック評価の信頼性と妥当性の検討
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図 1　症状マネジメント論授業内容と講義・演習の流れ
症状マネジメント論：９０分×３０回（講義１７回、演習１３回）
ルーブリックを導入した演習はそのうち１２回，１０８０分（１８時間）
演習前の講義１０回，９００時間（１５時間）
講義後に事前学習として下記10の症状事例を提示しループリックを用いてレポートを作成する
1）発熱 2）悪心・嘔吐 3）意識障害・痙攣 4）胸痛・動悸 5）頭痛・眩暈 6）咳嗽・喀痰 7）排尿障害 8）呼吸困難
9）脱水・浮腫 10）摂食嚥下障害
注：9），10）はそれぞれ演習に90分×２回分の時間を使用
症状別に授業を展開
講義のみ：６回，５４０分（９時間）
1）看護における症状マネジメントの概念 2）検査データの解釈 3）睡眠障害・掻痒感 4）倦怠感
5）症状マネジメント論のまとめ　注：5）は９０分×2回分の時間を使用
講義と演習（ルーブリックを導入していない）：講義１回，９０分，演習１回，９０分
1）褥瘡のマネジメント
演習終了後に学生は不足部分や演習での学びを追記してレポ トーを提出する
教員とともに内
容の振り返り・
ループリックの
確認
演習
患者（SP）を活用
する場合もある
グループ討論
IGは７名
講義
演習
事前学修
6ⅰ）教員評価 (評価者間 )の信頼性
無作為に選択した 1 つの事前学修課題について，
既に評価済みのレポート評価を上位，中位，下位
の 3 つに分けて，各段階から 1 名の学生を無作為
に選択した．3名の学生のレポートに関して，ルー
ブリック評価基準を用いて教員 7 名が再度評価し
た値を比較した．レポートを上位，中位，下位の
評価から選択した理由は，ルーブリックスコアの
5 段階評価値の A,B,C,D,F の全項目が確認できる
ように，あえて評価がばらつくように対象を選択
したかったためである．
ⅱ）学生と教員間の信頼性
演習課題全 10 回分の評価値に関して，学生と教
員の評価値を比較した．今回よりルーブリックを
初めて導入したため，演習を重ねる毎に学生と教
員間の評価値は時系列に一致が高くなっていくの
ではないかと考え，継時的な変化を確認したかっ
たためである．
ⅲ）既知集団妥当性
ルーブリック評価の平均値 ( 教員が評価した値 )
と学生の定期試験・実技試験（OSCE）の結果を比
較して妥当性を検討した．
4) 分析方法
　記述統計には平均（標準偏差）を用いた．評価
者間信頼性の評価として，ルーブリックを活用し
た演習科目 10 回分の評価値に関して学生と教員
間の級内相関係数（ICC）を算出した．教員間の
信頼性に関しては，レポート 3 名分を共有し，評
価者間 7 名の ICC を算出した．既知集団妥当性と
して，ルーブリックと定期試験・実技試験スコア
のスピアマン順位相関係数 (rs) を算出した．分析
には統計ソフト SPSS Statistics Ver.22.0 J for 
Windows（IBM 社）を使用し，有意水準は 5％とした．
5) 倫理的配慮
　研究対象者に対し，研究の目的・内容・拒否し
ても何ら不利益がないこと，また，レポート・ルー
ブリック評価票，定期試験，実技試験の結果をデー
タとして用いることを拒否することができること
を，文書と口頭にて説明した．また，学生の立場
を考慮して，これらのデータ源からの調査は科目
の成績評価後に実施することを説明した．学生へ
の質問紙調査は用紙の投函をもって同意を得られ
たものとした．対象の教員に対しては，結果の匿
名性に十分配慮した．本調査は，本学倫理委員会
の承認（通知 No:1510-1）を得たうえで実施した．
3．結果
1) ルーブリック導入による学修効果
　履修登録者 84 名を対象として全講義終了後に
質問紙調査を実施した．回答は 68 名から得られ，
回収率は 81.0％であった．ルーブリックの活用に
関する学生の自己評価の結果を表 1に示す．
「事前学修をした」との評価は 3.63（1.01）で他
の項目と比較して自己評価は高かった．ルーブ
リックは「演習評価基準の確認」や「学修到達の
確認」のために活用していたとの評価は，3.46
（1.15）と 2.99（1.29）であり評価が高かった．
評価が低かった項目では，「興味が持てた」「関心
が深まった」との項目であり，2.07（1.07），2.12
（1.11）であった．
表 1　ルーブリック活用に関する学生自己評価
1-5 段階評価で 5が最もよい評価
2) ルーブリック評価の信頼性と妥当性
(1) 教員評価 (評価者間 )の信頼性
　3 名のレポートのうち，ルーブリックの評価が
上位評価であった学生を A，平均評価の学生を B，
下位評価の学生を C とした．症状マネジメント論
担当教員 7 名の ICC を表 2 に示す．学生 B の ICC
は 0.64 であったが，学生 A と C の ICC はそれぞ
れ 0.26，0.43 であった．次に，レポート内容の
演習を担当した教員 3 名 ( 教員 5,6,7) と演習は
担当していない教員 4 名（教員 1,2,3,4）に分け
て信頼性を算出した．レポート内容の演習を担当
した教員 3 名の評価者間信頼性は，学生 A と B で
ICC は 0.81，0.71 であった．一方，レポート内容
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項目 ｎ 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
ルーブリックの活用 67 1 5 2.78 1.52 
演習学修到達確認 68 1 5 3.10 1.15 
演習課題の明確化 68 1 5 2.85 1.12 
演習評価基準確認 68 1 5 3.46 1.15 
学修の際の活用 67 1 5 2.85 1.42 
学修到達確認 68 1 5 2.99 1.29 
課題の明確化 68 1 5 2.76 1.22 
評価基準確認 68 1 5 3.10 1.21 
課題を明確化できた 68 1 5 2.78 1.13 
興味が持てた 68 1 5 2.07 1.07 
関心が深まった 67 1 5 2.12 1.11 
演習態度が変化 68 1 5 2.38 1.36 
知識の理解 68 1 5 2.53 1.25 
技術の理解 68 1 5 2.46 1.20 
事前学修をした 68 1 5 3.63 1.01 
自主学習をした 68 1 5 2.31 1.00 
 
7の演習を担当していなかった教員 4 名の評価者間
信頼性では，学生 Cの ICC は 0.27 であった．
表 2　教員の評価者間信頼性　ｎ =7
ICC：Intraclass Correlation Coefﬁ cient
（級内相関係数）
(2) 学生と教員間の信頼性
　表 3 に教員と学生間の評価者間信頼性の結果を
時系列で提示する．時系列に伴う ICC の変化は見
られず，各回によって差が生じた．全 10 回の ICC
の平均は 0.58 であり，第 7 回目の ICC の平均は
0.78 で最も高かった．教員と学生間での評価の
一致が高い項目は，「演習に積極的に参加できる」
とした演習態度の評価であり，ICC は平均 0.82 で
あった．
(3) 既知集団妥当性
　図 2 にルーブリック評価の平均値 ( 教員が評価
した値 ) と定期試験・技術試験の結果を比較した
散布図を提示する．ルーブリックと定期試験スコ
アの相関係数はｒｓ＝ 0.36，ルーブリックと技術
試験スコアの相関係数はｒｓ＝0.36であった．ルー
ブリックと定期試験，技術試験のスコアには有意
な相関があった（Ｐ＜ 0.01，Ｐ＜ 0.01）．
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表 3．教員・学生間の評価信頼性時系列変化（1回目から 10 回目の演習の信頼性　値＝ ICC）
rs：スピアマンの順位相関係数
図 2　ルーブリックスコアと試験スコアの散布図
84．考察
　学生へのアンケート結果からは，事前学修の際
にルーブリックを活用して学修目標を確認するな
どの自己学修に役立てていることが明らかになっ
た．また，「事前学修をした」との評価が高かっ
たことから，ルーブリックを活用したレポート
の作成，および演習の展開は，学生の事前学修時
間の確保に有用であったと考える．授業改善に
ついてまとめられた指針「7 つの原則」によると
2），アクティブ・ラーニングを補完する形で，「学
習時間の確保」の重要性が挙げられている．ルー
ブリックを用いて事前にレポートを作成する作業
は，主体的な学修習慣につながっていたと考えら
れ，アクティブ化を促す効果が期待できた．一方
で，症状マネジメントの授業に関して「興味が持
てた」「関心が深まった」とした問いには評価が
低かった．ルーブリックを活用した「音楽」の学
習効果について調査している先行研究では 9），学
生の「興味・関心」の向上までは見られなかった
ことが報告され，本研究と同様の結果であった．
動機づけには，外発的動機づけと内発的動機づけ
があるが，今回のルーブリックで評価することは，
学生にとっては成績評価につながるとの認識に動
機づけられた外発的動機づけになっていたと考え
られる 10）．学修時間の確保はこの外発的動機付け
によってもたらされたと推測される．図 1 に示し
た通り，演習では各自が作成したレポート内容を
前提の知識としてグループ討論を行っている．前
提となる知識がないと話合いは成立しない 10）こ
とも事前学修を促す一つの要因であったと考えら
れる．
　一般的に，外発的動機づけは報酬や罰がなくな
ると学習意欲も失われることになる 10）．けれど
も，本来のアクティブ化の目標とすることは，学
生が自らの学修への興味に動機づけられて自律
的に学ぶ内発的動機づけであることを意図してい
る．先行研究では，数学テストの解答フードバッ
クにルーブリックを提示する群は提示しない群と
比較して，内発的動機づけ（楽しさ，挑戦，自律
性，知的好奇心）が高かったとの結果が報告され
ている 11）．しかし，今回の調査では，単にルー
ブリックを導入しただけでは学生の興味関心を深
めるまでのアクティブ化には達成できていなかっ
た．ARCS モデルでは 10）,12），学習の意欲の要因を
4 つに整理し，「注意」「関連性」「自信」「満足感」
を提示している．つまり，学習課題に関して，「や
りがいがありそうだ」と自分の体験と関連させる
ことや，「やればできそうだ」という自信，「やっ
てよかった」とう満足感が意欲につながる．看護
学生の 2 年生では，臨床実習経験が少なく，演習
内容が体験と結びつかないことが多い．学生の内
発的動機づけを図っていく教授方法が今後の課題
である．
　ルーブリック評価基準に関して事前に担当の教
員間で打ち合わせを行い，情報を共有した場合，
ICCは学生A,B,Cに対して0.81，0.71，0.53であり，
特に学生 A,B に対しては強い相関が得られ，信頼
性は高いと評価できる．一方で，事前にルーブリッ
クについての情報が共有できていない場合は，共
有した場合に比較して ICC は低く，ルーブリック
評価表だけをもって学生を評価することは難しい
と考えられた．先行研究では 13），トレーニングに
よって評価者間の一致率が向上することが報告さ
れている．本研究では，事前に教員間の打ち合わ
せを 1 回行うことで，評価間信頼性が高くなるこ
とが示唆された．今回の調査では，事前の打ち合
わせを行っても学生 C に対する評価は ICC=0.53
であり，A と B の学生に比較して低い値であった．
一般的に，評価のグレードが多くなると信頼性は
低くなることが報告されている 14）．今回作成した
評価グレートはA，B,C,D,Fの 5段階であったため，
より評価が複雑になったことが考えられる．また，
下位評価の学生 C で特に一致率が低い理由として
は，評価の低い項目では教員間の評価が一致しに
くいことを示しており，低い値の評価項目をさら
に検討する必要があることが示唆された．ルーブ
リック評価の妥当性としては，ルーブリック評価
値と定期試験・技術試験のスコアには統計的には
有意な相関があったが，rs ＝ 0.36 と弱い相関で
あった．今回は妥当性を評価するために定期試験
と技術試験のスコアで比較を行ったが，妥当性の
評価基準を含めて今後検討する必要がある．
　教員と学生間の信頼性に関しては，時系列での
変化は見られず，演習の各単元によって信頼性に
差が見られた．演習内容によっては事例提示方法
などに課題があると考えられた．ルーブリックを
あらかじめ提示することで，学生にとっては「ど
う評価されているかが明確になる」という利点が
あり，それにより「グレーディングの一貫性と公
平性の確保」ができることが報告されている 7）. 学
生と教員間の信頼性に差が生じていることは，学
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9生にとっては，公平性の確保ができていると言い
難く，学生に更にわかりやすいルーブリック評価
票の提示とオリエンテーションが必要であると考
えられる．一方で，「演習に積極的に参加できる」
とした演習態度の評価に関しては，教員と学生間
で評価の一致が高かった．態度に関しては演習の
振り返りの中で教員が直接学生へフィードバック
していることもあり，その内容を踏まえて学生が
自己評価を行ったため，高い一致であったと考え
られる．学生が演習での積極性を客観的に判断で
きる時間として教員との振りかえりの時間の確保
は重要である．
　今回の評価はルーブリック導入後の評価であ
る．比較する対象群の設定ができていないため，
ルーブリック導入のみの効果を正しく評価できて
いない可能性がある．しかし，教育的な観点より
非導入群を設定することは難しく，調査の限界で
あると考える．
5．結論
1）　学生はルーブリックを活用して学修目標の確 
認を行い，さらに事前に学修課題に取り組ん
でいたと自己評価していた．ルーブリックを
導入した演習は学生の事前学修時間の確保に
有用であった．
2）　事前に評価項目に関して教員間で打ち合わせ
を行うことで，複数の教員間でも高い信頼性
が確保できた．
3）　学生と教員の評価間信頼性は高いとは言え
ず，今後改善が必要である．
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る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
問
診
・
視
診
・
聴
診
・
触
診
の
方
法
を
大
体
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
問
診
・
視
診
・
聴
診
・
触
診
の
方
法
が
な
ん
と
な
く
表
現
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
問
診
・
視
診
・
聴
診
・
触
診
の
方
法
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
症
状
が
対
象
者
の
生
活
・
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
生
活
・
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
生
活
・
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
完
璧
で
は
な
い
が
ほ
ぼ
理
解
し
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
生
活
・
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
ほ
ぼ
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
生
活
・
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
自
分
の
言
葉
で
な
ん
と
な
く
表
現
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
生
活
・
心
に
及
ぼ
す
影
響
を
全
く
表
現
で
き
な
い
症
状
と
検
査
デ
ー
タ
の
関
連
づ
け
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
連
す
る
主
要
な
検
査
デ
ー
タ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
デ
ー
タ
値
の
示
す
意
味
を
解
釈
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
連
す
る
主
要
な
検
査
デ
ー
タ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
完
璧
で
は
な
い
が
デ
ー
タ
値
の
示
す
意
味
を
解
釈
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
連
す
る
主
要
な
検
査
デ
ー
タ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
デ
ー
タ
値
の
示
す
意
味
を
解
釈
で
き
な
い
学
修
し
た
症
状
に
関
連
す
る
主
要
な
検
査
デ
ー
タ
を
す
こ
し
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
デ
ー
タ
値
の
示
す
意
味
を
解
釈
で
き
な
い
学
修
し
た
症
状
に
関
連
す
る
主
要
な
検
査
デ
ー
タ
・
お
よ
び
デ
ー
タ
値
の
示
す
意
味
が
わ
か
ら
な
い
演
習
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
演
習
中
に
実
技
を
担
当
（
ま
た
は
演
習
後
の
自
主
学
修
し
た
）、
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
討
議
と
演
習
で
積
極
的
に
発
言
し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
と
演
習
に
は
参
加
し
、
発
言
し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
と
演
習
に
は
参
加
し
た
が
、
あ
ま
り
発
言
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
と
演
習
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
（
演
習
欠
席
）
が
、
演
習
後
に
自
主
学
修
を
し
た
（
予
定
も
含
め
）
グ
ル
ー
プ
討
議
と
演
習
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
（
演
習
欠
席
）
対
象
者
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
に
焦
点
を
当
て
、
行
っ
て
い
る
対
処
方
法
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
現
在
の
対
処
方
法
を
適
切
に
問
う
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
現
在
の
対
処
方
法
を
完
璧
で
は
な
い
が
ほ
ぼ
問
う
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
現
在
の
対
処
方
法
を
な
ん
と
な
く
問
う
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
現
在
の
対
処
方
法
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
な
ん
と
な
く
理
解
で
き
て
い
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
の
現
在
の
対
処
方
法
を
問
う
こ
と
に
ま
で
考
え
が
及
ば
な
い
対
象
者
が
取
得
す
る
べ
き
基
本
的
知
識
・
技
術
、
基
本
的
看
護
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
が
取
得
す
る
べ
き
基
本
的
知
識
・
技
術
、
基
本
的
看
護
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
が
取
得
す
る
べ
き
基
本
的
知
識
・
技
術
、
基
本
的
看
護
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
完
璧
で
は
な
い
が
ほ
ぼ
理
解
し
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
が
取
得
す
る
べ
き
基
本
的
知
識
・
技
術
、
基
本
的
看
護
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
ほ
ぼ
理
解
で
き
て
い
る
が
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
が
取
得
す
る
べ
き
基
本
的
知
識
・
技
術
、
基
本
的
看
護
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
自
分
の
言
葉
で
な
ん
と
な
く
表
現
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
対
象
者
が
取
得
す
る
べ
き
基
本
的
知
識
・
技
術
、
基
本
的
看
護
サ
ポ
ー
ト
が
わ
か
ら
な
い
実
施
し
た
技
術
を
評
価
す
る
方
法
が
わ
か
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
実
施
し
た
技
術
を
評
価
す
る
方
法
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
実
施
し
た
技
術
を
評
価
す
る
方
法
を
完
璧
で
は
な
い
が
ほ
ぼ
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
実
施
し
た
技
術
を
評
価
す
る
方
法
を
ほ
ぼ
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
実
施
し
た
技
術
を
評
価
す
る
方
法
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
な
ん
と
な
く
表
現
で
き
る
学
修
し
た
症
状
に
関
し
て
実
施
し
た
技
術
を
評
価
す
る
方
法
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
付
表
１
．
症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
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サッビオネータのパラッツォ・ドゥカーレにおける「祖先のガッレリーア」
─ヴェスパシアーノ・ゴンザーガ・コロンナの肖像ギャラリー構想─
望月 由美子
札幌市立大学デザイン学部＊
抄録:本稿は，初代サッビオネータ公爵ヴェスパシア ノー・ゴンザーガ・コロンナ（1531-91) 
が居城であるパラッツォ・ドゥカーレ（公爵の宮殿 )に造営した肖像ギャラリーについて検証す
るものである．ヴェスパシア ノーは北イタリアのロンバルディア州で勢力を誇ったゴンザーガ家
33)34) の傍系貴族で, 星形の要塞都市サッビオネータを造営した人物として知られる．また，学
術文芸の庇護者，スペイン王フェリペ二世の傭兵隊長としても名声を馳せ，歴代神聖ローマ皇
帝の愛顧を受けて地方領主の身分から公爵まで登りつめた人物でもある．本論は，サッビオネー
タのパラッツォ・ドゥカーレにヴェスパシア ノーが設けた「祖先のガッレリーア」（ガッレリーアは「美
術品展示室」「ギャラリー」の意 )と呼ばれるゴンザーガ家祖先の肖像を飾った部屋の室内装飾
プログラムを分析するものである．その際，16 世紀から18 世紀の宮廷文化で重要な側面を担っ
た肖像ギャラリーの機能に配慮しつつ，壁面の祖先たちの肖像群と天井フレスコ画のオリンポス
の神々，古代ローマ帝国主題を図像学・考古天文学的視座から検討し，最終的にここがヴェス
パシア ノーの政治支配の正当性と，サッビオネータのゴンザーガ家による支配の永遠性を祈念す
る意図から構想された一室であったことを明らかにするものである．
キーワード:ヴェスパシア ノー・ゴンザーガ・コロンナ　サッビオネータ　ガッレリーア　肖像
Essay on the Galleria degli Antenati in the Palazzo Ducale in Sabbioneta:
The concept of the portrait gallery of Vespasiano Gonzaga Colonna
Yumiko Mochizuki
School of Design, Sapporo City University
Abstract: This article examines the portrait gallery as the visual propaganda used by Vespasiano 
Gonzaga Colonna(1531-91), the 1st Duke of Sabbioneta and a member of a cadet branch of the 
House of Gonzaga, Dukes of Mantua in Northern Italy. He was known not only as the condottiero 
of King Philip II of Spain but also as an eminent patron of the arts and founder of the Ideal City of 
Sabbioneta. After a brief consideration of the terms(palazzo, galleria), an analysis of the decorations and 
architectural features of the Galleria degli Antenati(Gallery of the Ancestors) in the Ducal Palace will be 
used to verify the function and meaning of the Prince’s concept from an iconographical point of view. 
An synthetic analysis of the walls which are decorated with 21 plaster portraits of the Gonzaga family 
(from the first Capitano of Mantua, Luigi Gonzaga, to another Luigi, the heir of Vespasiano), the ceiling 
painted the figure of Apollo holding a scroll which is written the ode to the Gonzaga family, the layout 
of the Galleria reveals that this space was conceived to glorify the family branch living in Sabbioneta 
and the reign of Vespasiano.
Keywords: Vespasiano Gonzaga Colonna, Sabbioneta, Galleria, Portrait
* 非常勤講師
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1．緒言
　北イタリアのロンバルディア平原を流れるポー
川とオリオ川の中間域，旧ヴィテッリアーナ街道
沿いにサッビオネータ（Sabbioneta)（1) という現
在も城壁で囲まれた小さな都市がある〔図 1〕〔図 
2〕． 
　ロンバルディア州とエミリア・ロマーニャ州の
州境となるクレモナ司教区の東端，マントヴァ
から南西約 34km，パルマから北約 30.5km のとこ
ろに位置し 3)46)，人口 4251 人（2016 年 1 月 1 日
現在 )50)， 面積わずか 37.47km2 の極めて小さなコ
ムーネ（基礎自治体 ) である．第一次大戦で破壊
された要塞と城壁の一部を除き，16 世紀後半に築
かれた六角形の星形の都市形態や 10)18)（2)，宮殿， 
大聖堂などの歴史的建造物がそのままの姿で残さ
れていることから，貴重な文化遺産として 2008
年にユネスコの世界遺産に登録されている（3)．
　16 世紀まで城砦と幾つかの聖堂があるだけの
村落に過ぎなかったサッビオネータは，初代公爵
となるヴェスパシアーノ・ゴンザーガ・コロンナ 
（Vespasiano Gonzaga Colonna，6 Dec．1531 ～
26/27 Feb．1591)〔以下，ヴェスパシアーノと略
す〕の時代に政治的にも文化的にも大きく発展し
（4)，今日見ることができる六つの稜堡（5) を備え
た星形の要塞都市（6) の姿に生まれ変わる． 
　ヴェスパシアーノは，ロンバルディアのマント
ヴァ公国を支配したゴンザーガ家傍系出身の父ル
イージ（1500 ～ 1532) とローマの名門貴族コロ
ンナ家出身の母イザベッラ（1513 ～ 70) の嫡子
として，1531 年 12 月 6 日にナポリ王国のフォン
ディ （現ラツィオ州フォンディ )で生まれる 1)25)．
父が早世したことから，祖父ルドヴィーコ（1480
～ 1540) のロンバルディア地方における 5 つの領
地（サッビオネータ，ロディーゴ，リヴァロー
ロ・フォーリ，ボッツォロ，オスティアーノ ) を
8 歳で相続し 5)，父方の叔母ジュリアの後見のも
と，ナポリ宮廷で優れた人文教育を施される（7)．
14 歳になる 1545 年には，スペイン宮廷に送られ
て神聖ローマ皇帝カール五世の息子フェリペ王太
子（後のスペイン王フェリペ二世 ) の名誉小姓と
して仕え，傭兵隊長として皇帝，王太子から高
く評価され 1)17)22)，スペインのナバラ副王（1572
～ 75)，バレンシア副王（1575 ～ 78)，そして当
時の西欧宮廷で最も誉れの高かった金羊毛騎士団
員 （1585) にも任命される 1)17)22)．さらにオース
トリア・ハプスブルク家の歴代皇帝からも愛顧を
受け， 1565 年には皇帝マクシミリアン二世から侯
爵， 1574 年には帝国諸侯（8) を授爵し 1)，1577 年
には皇帝ルドルフ二世から公爵に陞爵され 1)，サッ
ビオネータは彼の時代に一地方領地から世襲的特
権を有す公国にまで昇格する．
　このほか要塞の築城術に通暁したヴェスパシ
アーノは，1551 ～ 54 年頃よりサッビオネータの
都市建設に着手しており 2)25)（9)，もともとあっ
た城砦以外の建物をすべて壊した上で，市壁内
に居城，聖堂，広場，裁判所，劇場，離宮，造
幣所（現存せず )， シナゴーグ， ユダヤ人印刷所
（現存せず )（10) を設け，人文主義教育のアッカ
デーミア（高等教育機関 ) を創設するなど 1)，司
法行政・経済・宗教文化の多岐に渡る都市活動
に配慮した都市建設・運営を進めた〔図 3〕．
　そのなかで早くから竣工しはじめたのがヴェス
パシアーノの居城となるパラッツォ・ドゥカーレ
（「公爵の宮殿」の意 ) である．そこにはヴェスパ
シアーノの寝室のほか， 妻アンナ・ダラゴーナ（11)
の居室， ハプスブルク家の重鎮でヴェスパシアー
ノにとって軍の上官に当たるスペイン貴族アルバ
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図 1　星型の要塞都市サッビオネータ
図 2　サッビオネータの地図上の位置
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公の部屋なども設けられ 25)，また，建物内には 12
体の歴代ゴンザーガ家当主の等身大寸法の木彫騎
馬像が置かれ 1)，正面入口には彫刻家・メダル制
作者のレオーネ・レオーニ作ヴェスパシアーノの
全身ブロンズ像が設置されるなど 1)，まさにサッ
ビオネータ君主の邸宅に相応しい肖像のイメージ
で飾られていた．
　本稿は，このパラッツォ・ドゥカーレ二階に
設けられた，「祖先のガッレリーア」Galleria 
degli Antenati と呼ばれるゴンザーガ家祖先の肖
像で飾られたギャラリーの室内装飾分析を行うも
のである．当時のヴェスパシアーノを取り巻く文
化的背景を鑑みつつ，この部屋に収められた一族
の肖像群と天井フレスコ画の神話図像，古代帝国
イメージを図像分析し，それらの意味について図
像学的視点から考察を行うものである．
2. サッビオネータ小史―ゴンザーガ家支配まで
　サッビオネータの歴史については，古代・中世
を通じて殆ど知られていない．8 世紀後半にラン
ゴバルド王国がカール大帝に滅ぼされた後，レー
ノ（現ブレーシャ県のコムーネ）のベネディクト
修道士たちが大帝から所領として贈与され，歴代
皇帝の承認を受けながら久しく修道院領とされて
きたと言われている 21)47)．その後 11 ～ 13 世紀に
かけて，ドイツ出自のペルジーコ家（i Persico）
とクレモナ出身のギベリン派ドヴァーラ伯爵家（i 
Dovara）が交互に領主支配を行い，1314 ～ 61 年
にはマントヴァの僭主であったボナコルシ家が支
配した 21)47)． 
　サッビオネータの領主としてゴンザーガ家の支
配がはじまるのは 15 世紀に入ってからである． 
初代マントヴァ侯爵ジャンフランチェスコ・ゴン
ザーガ（1395 ～ 1444）が 1426 年にサッビオネー
タを攻略し，その 3 年後にヴェネツィア共和国か
ら傭兵隊長として活躍した褒賞に，サッビオネー
タとブレーシャ，クレモナの幾つかの所領地を贈
与され , 以後正式に支配を始めたとされている
47)．その後，1444 ～ 56 年にはジャンフランチェ
スコの次男カルロ（1417 ～ 56），1456 ～ 78 年に
は兄の第二代侯爵ルドヴィーコ二世（1412 ～ 78） 
が支配し，1478 年からルドヴィーコの三男であ
るジャンフランチェスコがサッビオネータの傍系
の祖として分家を築く．その二代目は彼の長男ル
ドヴィーコ（?～ 1540）が継承し , 三代目はルド
ヴィーコの長男ルイージ（1500 ～ 32）が早世し
たため，遺児として残されたヴェスパシアーノが
祖父の後を継ぎ，この地に黄金時代を築くことと
なる 21)47)．
3. パラッツォ及びガッレリーアについて
　本論に入る前に，ここで用語の意味をいくつか
確認しておきたい．
1) パラッツォ・ドゥカーレ（Palazzo Ducale)　
　まず，パラッツォとはイタリア語で「宮殿」を
意味し，英語のパレス（palace），フランス語の
パレ（palais) に相当する言葉である．語源は古
代ローマ皇帝アウグストゥスがローマのパラティ
ウム（ラテン語 Palatium) の丘に造営した宮殿
に由来し，14 ～ 15 世紀には都市の支配者層（君
主，貴族，大商人，高位聖職者 ) の邸宅や居城な
ども意味するようになった 8)30)．さらに市庁舎や
裁判所といった公共建造物を指す意味でも用いら
サッビオネータのパラッツォ・ドゥカーレにおける「祖先のガッレリ アー」
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「祖先のガッレリ アー」の位置
図 3　サッビオネータの都市図
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れるようになり 15)，たとえばシエナの市庁舎は
「市民の館（宮殿 )」を意味するパラッツォ・プッ
ブリコ（Palazzo Pubblico)，フィレンツェのシ
ニョーリア広場に面した旧政庁舎は「旧い館（宮
殿 )」を意味するパラッツォ・ヴェッキオ（Palazzo 
Vecchio) と呼ばれ，北イタリアに多くあるパ
ラッツォ・デッラ・ラジョーネ（Palazzo della 
Ragione) は「理性の殿堂」という意味を持ち，中
世以来，裁判所を指した．
　ヴェスパシアーノの宮廷官吏であったニッコ
ロ・デ・ドンディの日記（1580 ～ 1600) からも，
当時，ヴェスパシアーノの邸宅が「宮殿（居城 , 
大邸宅 )」を意味するパラッツォ“palazzo”，「大
宮殿」を意味する“palagio grande”， もしくは「広
場に面した宮殿」を意味する“il suo palazzo 
in piazza”16) などと呼ばれていたことが知られ
ている．
　一方，ドゥカーレ（ducale) という言葉は , イ
タリア語で「公爵」（ドゥーカ duca) を意味する
爵位の形容詞に当たり，「公爵の」，稀に「総督の」
を意味した．ゆえにパラッツォ・ドゥカーレは一
般に「公爵の宮殿」を意味し，この名をもつ建造
物はイタリア各地に見られる．ウルビーノやグッ
ビオ，マントヴァといった公国における君主の居
城（家族と暮らす邸宅と政務を行う公的機能を兼
ねる場合が多い ) や，さらにヴェネツィアやジェ
ノヴァなどの共和国の政庁舎（任期制総督の邸宅
を兼ねた ) の場合にもパラッツォ・ドゥカーレと
呼ばれた．
2) ガッレリーア（galleria)
　次にガッレリーアという言葉であるが，これ
は「画廊」「絵画陳列室」を意味する英語のギャ
ラリー （gallery)，フランス語のギャルリー
（galerie) のことであり，イタリア語で「絵画，
彫刻など美術品を飾った回廊」，「通路にも使う
長い部屋」， 「美術館」という意味をも持つ 6)．伊
語辞典 15) によると，もともとは建物内の翼と翼
をつなぐ通路的機能を有する空間で，十分な広さ
をもった細長い部屋を意味した．伊語語源辞典
8) によると， 10 世紀頃の中世ラテン語では回廊，
通路の意味をもち，16 世紀になってようやく「展
示」，「陳列」の意味が現れてくる． 
　16 世紀後半から 18 世紀にかけて，イタリア，
フランス，イギリス，スペイン，ドイツの宮殿
に登場してくるガッレリーアは，絵画や古代彫
刻などの蒐集品を来賓に披露する部屋や回廊を
意味するようになっていた．現在フィレンツェ
にあるウフィーツィ美術館（イタリア語でガッ
レリーア・デッリ・ウッフィーツィ Galleria 
degli Uffizi) もその好例であり，1591 年には美
術作品の一部を一般公開し始めるなど，今日的
な意味での美術館の先駆もなしていた 7)．
　当時，ガッレリーアを飾った美術品の多くは肖
像画で，歴史的著名人や祖先や遠戚まで含む一
族の肖像画が収蔵されていた 6)．肖像画が独立し
た絵画ジャンルとしての地位を得ていくのは 15
世紀後半から 16 世紀にかけてであり，王侯貴族
間で贈呈用やお見合い用，権威を喧伝する政治
目的の国家肖像画など多面的用途をもって制作
され， 肖像専属の芸術家たちも雇用され，西欧
宮廷文化の重要な一面を担うようになっていた． 
　ヴェスパシアーノの主君であるスペイン王
フェリペ二世がマドリード近郊のパルド宮殿に
設けた肖像ギャラリー（1604 年の火災で焼失 )
や 56)，ゴンザーガ家の縁戚で芸術庇護者として
名高いハプスブルク家のチロル大公フェルディ
ナンド二世がインスブルックのアンブラス城に
蒐集した 1000 枚もの肖像画 4)19)（12) などはその一
例である． 
　とりわけ，パルド宮殿のギャラリーは 1550 年
代，フェリペ二世の宮廷肖像画家アントニス・モ
ルの監督のもとにつくられ，ハプスブルク一族
と重鎮，宮廷画家の計 45 枚の肖像画を飾る特別
な展示室として構想されたことで知られている．
スペインをはじめ，オーストリア，ドイツ，ス
ペイン， ネーデルラント，ポルトガル，そして
フェリペ二世の前妻メアリー・チューダーのイギ
リスを加えた 6 地域のハプスブルク家ゆかりの
重要人物の肖像画を展示したこのギャラリーは，
スペイン王の権威，その広域版図を示した事例
でもあった（13)．
　ゴンザーガ家の本家マントヴァ宮廷でも，パ
ラッツォ・ドゥカーレのガッレリーア・デッラ・
モストラ（展示の回廊 ) に蒐集したルーベンス
やフランス・ポルビュス（子 ) による肖像画を
展示し 24)38)，ゴンザーガ家の傍系のグアスタッ
ラ公爵チェーザレ・ゴンザーガも画家フェルモ・
ギゾーニに依頼して一族の肖像画を制作させ，そ
れらを自分の書斎に展示していた 53).
　マントヴァやマドリード，インスブルックの宮
廷と近しい関係にあったヴェスパシアーノが各
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地の肖像ギャラリーを実際に見て，関心を高めた
ことは想像に難くはないだろう．おそらくこれ
ら先行例で得た知識をもとに彼のガッレリーア
を構想し，当時建設中であったパラッツォ・ドゥ
カーレの中に造営していったものと思われる．
4． 「祖先のガッレリーア」の造営
1) 外観
　それでは，建物の外観から見ていきたい．パ
ラッツォ・ドゥカーレの正面ファサード〔図 4〕
を見ると，建物は三階建て階段ピラミッドの形
をしており，三階部分にはヴェスパシアーノの
寝室に当たる塔が付加されている．ファサード
は上下二層に区切られ，一階は 5 つの連続アー
チをもつ開廊， 二階にはアーチと対応して 5 枚
の窓が均等に配置されている．
　「祖先のガッレリーア」はこの二階中央に設け
られたバルコニーの奥，ちょうど一階の正面入口
の真上に位置する．室内の東側にはバルコニー付
きの大きな窓が設けられ , 窓の下には大きな広場 
（現在のガリバルディ広場，又はドゥカーレ広場 )
が広がり， さらに左手に聖母被昇天聖堂，シナ
ゴーグ，正面にパラッツォ・デッラ・ラジョーネ（裁
判所）が見え〔図 3 を参照〕，まさにここが行政・
司法・宗教の中心を形成していたことがわかる．
2) 制作年代
　次に，制作年代についてであるが，まずパラッ
ツォ・ドゥカーレの造営は，第一期 1559 ～ 68 年， 
第二期 1577 ～ 91 年の大きく二つの時期に行わ
れたものと推定されている 13)（14). 第一期と第二
期の空白期間（1568 ～ 77) はヴェスパシアーノ
がサッビオネータを不在にして，フェリペ二世
の命に従い，スペイン，北アフリカで活躍して
いた時期に相当する．
　パラッツォの形体は東西に長い直方体で，東
側の玄関門から西側の奥へと細長く伸びている．
ペトラッコは，建物内部の作業について，各部
屋の天井に用いられた木材の種類の違いから，
制作時期をさらに三段階に分けて検討している
35)． 
　一階と二階で作業時期は異なるが，「祖先の
ガッレリーア」のある二階〔文末資料１〕関し
ては , 第一制作時期 1561 ～ 62 年（唐松材の天
井 )，第二制作時期 1577 ～ 85 年（胡桃材の天
井）)，第三制作時期 1585 ～ 91 年（シトロン材
の天井)の三段階に区分され，「祖先のガッレリー
ア」の造営はその第一期，1561 ～ 62 年に属して
いる 25)35)．
　また「祖先のガッレリーア」の室内装飾の
作業期間に関しては，壁面に装飾されたヴェ
スパシアーノの肖像の下に，ラテン語碑文
で“VESPASIANUS GONZ（AGA) / COL（UMNA) 
SABLONAETE / MARCH（IO) I ROTIGI / COMES 
III．” （初代サッビオネータ侯爵 , 第三代ロ
ディーゴ伯爵ヴェスパシアーノ・ゴンザーガ・
コロンナ ) と刻まれていたことから，ヴェスパ
シアーノが侯爵位にあった 1565 ～ 74 年の間で
あったと特定できる 51)．さらに，ヴェスパシアー
ノの息子ルイージの肖像の下にも “ALOYSIUS /
［…］/ INFANS”（幼少の［…］ルイージ ) と
いう碑文が添えられ，ヴェントゥーラはこの
“infans”というラテン語がもともと「無言の，
黙っている， 片言の」を意味することから（15)，
ルイージが話し始める前の年齢 , つまり 2 歳以
前の姿を表していたとし 51)，室内装飾の作業期
間を 1565 ～ 67 年と推定している．この指摘に
ついては，さらなる史料的裏付けと検証が必要
となるが，ルイージが幼児姿で表されているこ
とから遅くとも 1560 年代後半には終わっていた
ものと考えられる．
3) 制作者
　パラッツォ・ドゥカーレに関わった建築家につ
いては詳らかでないものの，室内装飾に関しては
数名の画家・工人の名前があがっている .  
　最も有名な画家，クレモナ出身のベルナル
ディーノ・カンピ，ベルナルディーノ・カンピが
サッビオネータのパラッツォ・ドゥカーレにおける「祖先のガッレリ アー」
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図 4　パラッツォ・ドゥカーレ（サッビオネータ）
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最も信頼を置いた協同制作者の一人ジョヴァン・
アントニオ・モランディ（1580 年 10 月 4 日 )44)， 
サッビオネータの造幣所監督官を任されていたア
ルベルト・カヴァッリ，ミケランジェロ・アリプ
ランディ 44)54)，フランドル出身の画家ジョヴァン
ニ・ダ・ヴィッラ，そのほかフォルナレット・マ
ントヴァーノ , カミッロ・ボッリーノ，ジョヴァ
ンニ・アントニオ・リヴォルティ，ジュリオ・ルボー
ネ，フランチェスコおよびアンドレア・スクテッ
ラーリ，ペセンティ家，ジョヴァンニ・ダ・ヴィッ
ラ等の工人たちの名前が知られている 7)． 
　「祖先のガッレリーア」の室内装飾を担当した
のは，その中でもおそらくサッビオネータ出身の
彫刻家・金細工師・メダル制作者であるアルベル
ト・カヴァッリと，風景画を担当したと考えられ
ているフランドル出身の画家ジョヴァンニ・ダ・
ヴィッラが推定されている 18)．
5. 室内装飾分析
1) 「祖先のガッレリーア」―「太陽の小間」との
関係
　部屋の形体を見ると，室内は東西に長い直方体
の空間をとり，天井に筒形（ドラム式 ) ヴォール
ト（16) を配している〔図 5〕．
　部屋の北壁と南壁に各１箇所ずつ出入口が設け
られ，西壁中央には隣の「太陽の小間」と呼ばれ
る小部屋に続く出入口が設けられている．
　〔文末資料 2〕を見ると，「祖先のガッレリーア」
は建物の東側中央に位置し，窓も東側に設けられ，
部屋から日の出の太陽が臨めるようになっている
ことがわかる . ヴォールトの中央には太陽の馬車
を駆るアポロの姿（後述 ) が大きく描かれ，隣室
の「太陽の小間」のヴォールトにもまた，燦然と
輝く大きな太陽が描かれており〔図 6〕，東から昇
る太陽の運行のように示されている． 
　実際， 建物の東西軸線上に「祖先のガッレリー
ア」「太陽の小間」が並んで置かれ， 広場に向かっ
て開かれた窓からは日の出の太陽が差し込むよう
建物の向きが設定されていたことから，おそらく
この建物の造営に当たり，太陽の方位を意識した
室内装飾プランが検討されていたものと思われる．
2) 祖先の肖像―古代のイマギネス・マイオールム
　続いて室内の壁面を見ると，上部のみが装飾さ
れており，そこには部屋全体を取り巻くよう，ゴ
ンザーガ家当主と正妻の肖像が彩色漆喰浅浮彫
（レリーフ ) として計 21 体，時計回りに配置され
ている〔文末資料 2〕．アルベルト・カヴァッリ
作と推定されるこれらの肖像レリーフは，すべて
一体ずつ美しい枠に嵌まった板絵のように収めら
れ，薄い青地に白大理石のように漆喰で肉付けさ
れ，彼らが生きていた当時の髪型と衣装，もしく
は武具甲冑姿で表されている．これらはすでに版
画や他の肖像画を通じて知られていた肖像の型を
利用し，制作されたものと推定されている 51)．
　ヴェントゥーラは 1556 年 1月 4日付のヴェスパ
シアーノの書簡から，「ゴンザーガ家一族のすべて
の肖像画」1)（17) を入手するため，彼が秘書のムツィ
オ・カピルーポをサッビオネータ公爵の代理とし
てマントヴァに遣わし，肖像画の所有主であるフェ
デリーコ・ゴンザーガ・ダ・ガッツォーロに交渉
させていたことを指摘しており，ヴェスパシアー
ノが早い段階から一族の肖像を飾るガッレリーア
の造営を考えていたものと推測している 52)53).
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図 5　「祖先のガッレリーア」
図 6　「太陽の小間」ヴォールト
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　この 21体の肖像レリーフのはじまりは南壁の東
端に配置された初代マントヴァのカピターノで， 
ゴンザーガ家の王朝を築いた始祖ルイージ・ゴン
ザーガとその妻リキルダ・ランベルティである． 
そこからは第二代侯爵ルドヴィーコ二世と妻バル
バラ・フォン・ブランデンブルクまで，マントヴァ
本家のゴンザーガ家の系譜が続く．バルバラに続
く君主は，ルドヴィーコ二世の三男で，サッビオ
ネータの傍系の祖となるジャンフランチェスコと
妻アントニア・デル・バルツォ（1460 頃～ 1538) 
である．ルドヴィーコ二世は亡くなる際, 長男フェ
デリーコ一世にマントヴァの領地を残し，三男ジャ
ンフランチェスコにサッビオネータの領地を与え，
拡大する支配領地を息子たちの間で分割して統治
させることにしたのである．ヴェスパシアーノの
高祖母であるアントニア・デル・バルツォの後は
サッビオネータの傍系が続き , 最後はヴェスパシ
アーノとアンナ・ダラゴーナ，そして 14歳で夭逝
することになる一人息子のルイージ（1565 ～ 80) 
まで表されている．
　ヴェントゥーラの指摘にもあるが，このような
一族祖先の肖像を並べた展示空間は，かつて古代
ローマ貴族たちが邸宅のアトリウム（玄関広間 /
中庭 )に飾った祖先の肖像，イマギネス・マイオー
ルム（imagines maiorum) の家族崇拝・祖先崇拝
を想起させる 29)52)55)（18)．共和制ローマ時代の貴族
たちは，亡くなった祖先の顔の蝋製デスマスクを
つくり，木製棚に仕舞い，葬式の際に持ち出して
共に過去から現在までの一族の栄光の事績，由緒
正しき血統を知らしめる古代習慣を有していた． 
　実際に，ヴェスパシアーノがこの習慣を知って
いた可能性を示唆する出来事として，1587 年 9 月
18 ～ 19 日に執り行われたマントヴァ公爵グリエ
ルモの葬礼の際，自分自身と祖先の計 12 体の木製
騎馬像を制作させて，祖先の像とともに騎馬行列
を成して参列したことが知られている 5)（19)．さら
に , パラッツォ・ドゥカーレ前に設置していたレ
オーネ・レオーニ作ヴェスパシアーノのブロンズ
像も，亡くなる際の遺言でサッビオネータの聖母
戴冠聖堂におけるヴェスパシアーノの霊廟の上に
移すよう指示を与えており 1)5)， 像（イマギネス )
に対する古代習慣，像への信仰なるものを伺わせ
る．ヴェスパシアーノの母親はローマの名門コロ
ンナ家出身者であり，彼自身も古代ローマ習俗に
おける祖先の肖像の取り，宗教文化についての知
識を有していた可能性は十分に考えられる．それ
らを鑑みると，ここに表されたゴンザーガ家一族
の肖像は，一族の血の系譜とその輝かしい事績を
伝えるものであり，とりわけサッビオネータのゴ
ンザーガ家の栄光を示すものであったと思われる．
3) 夫婦像とジェンダー
　さらに，この夫婦像の並び方についても考察し
たい．ここに並ぶ肖像群は，すべて左側に男性， 
右側に女性を置き，両者が向き合うような姿で表
されている．中世キリスト教図像学ではキリスト
の右手側（向かって左 ) が善， キリストの左手側
（向かって右 ) が悪とする左右のヒエラルキアが
決められており， 寄進者の夫婦像を描く際にも夫
（男性 ) が右手側，妻（女性 ) が左手側に描かれ
る形式が伝習的にとられていた〔図 7〕．
　この男女左右の形式は，15，16 世紀の肖像文化
にも持ち込まれ，ヤン・ファン・エイクの描いた
有名な《アルノルフィーニ夫妻の肖像》〔図 8〕や
ロレンツォ・ロット作《マルシリオ・カッソッティ
とファウスティーナの肖像》（1523) などの夫婦
像にも男女左右の形式が応用されている． 
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図 8　ヤン・ファン・エイク《アルノルフィーニ夫妻の
肖像》, 1434 年 , 油彩・板 , 82×60cm, ナショナ
ル・ギャラリー, ロンドン
図7　ピエロ・デッラ・フランチェスカ《慈悲の聖母》, 
1453-54 年頃 , 板・テンペラ, 134×91cm, 市立美
術館, サン・セポルクロ
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　ティツィアーノ原作（ルーベンス模写 )《皇帝
カール五世と皇妃イサベルの肖像》（17 世紀初頭）
〔図 9〕，ヤン・コルネリス原作（フェルメイエン
模写 ) の二翼衝立絵画《皇帝フェルディナンド一
世と皇妃ハンガリーのアンナ》（1531 以降 )，ア
ントニス・モルによる二連作の油彩画《皇帝マク
シミリアン二世》（1550) と《皇妃マリア・デ・ア
ブスブルゴ》（1551) などハプスブルク家の皇帝夫
妻像にも同様の肖像形式が看取される．
　「祖先のガッレリーア」の肖像を手掛けたメダ
ル制作者・彫刻家であるアルベルト・カヴァッリ
は，サッビオネータの造幣局の監督官を務め， メ
ダルや貨幣の肖像も手掛けたことから，当然なが
ら肖像の構図についてある程度の知識を有してい
たものと考えられる 1)．ゆえにゴンザーガ家一族
の肖像にみる男女左右の配置も，中世以来の伝
統に則った可能性として考えることができるだろ
う．
　また，これら肖像レリーフの下には同じ横幅の
四角枠の碑版が付されている〔図 10〕．男性像に
は名前と爵位が刻まれ，女性像には名前と父親方
の出自が刻まれている． 
　つまり， 男性にとっては社会的身分， 女性に
とっては父の実家の血筋に由来する家門，血統の
由緒正しさが重要であったと言える．実際，歴代
ゴンザーガ家の当主は， マラテスタ家やヴィスコ
ンティ家，エステ家など中世以来の伝統をもつ貴
族や，皇帝家の血筋であるブランデンブルク家や
ビザンティン帝国の流れを汲むパレオロゴ家との
結婚政策を通じて権威の伸長と領地拡大を進めて
いたことから，妻の家門は夫にとっても誉れとな
り， 重要な意味を有していたと言える．
　ヴェスパシアーノは生涯で三度結婚するが， 最
初の二人はスペイン・ハプスブルク家と所縁の深
いスペイン貴族出身であった．最初の妻は， シチ
リア副王アントニオ・カルドーナとベアトリス・
デ・ルーナ・ダラゴーナの娘ディアナ・フォルチ・
デ・カルドーナ（1531 頃 -1559) で， 1549 年に結
婚する．彼女はシチリア島に大所領（ジュリアー
ナ侯領， キウーザ伯領 , ブルジョ・ネッラグリ
ジェンティーノ ) をもつ叔父アルフォンソ・カル
ドーナの遺産相続人であり， これによりヴェスパ
シアーノはシチリアの所領地を得ることに成功す
る．ディアナの死後， 1564 年の二番目の結婚で
は， アラゴン王家出身のセゴルベ第二代公爵にし
てバレンシア副王アルフォンソ・トラスタマラ・
デ・アラゴンとカルドーナ公爵夫人ジョヴァンナ
の娘アンナ・トラスタマラ・ダラゴーナ（?-1567)
を妻に迎える．この結婚でヴェスパシアーノはス
ペイン王家と縁戚関係を結ぶことに成功し， 嫡子
ルイージと双子の娘イザベッラとジュリア（ジュ
リアは出生後まもなく死亡 ) という跡継ぎにも恵
まれる．
　ゆえに「祖先のガッレリーア」を飾る二番目の妻
アンナ・ダラゴーナと息子ルイージの肖像は， と
りわけヴェスパシアーノにとってのこの上ない栄
誉を与えた女性と， 自分の後継という未来のサッ
ビオネータを象徴するものであったと考えられ， 
他の祖先の像と共にゴンザーガ家の歴史を綴るこ
の部屋に位置づけられていたものと思われる（20)．
4) 天井画
（1) 図像プログラムの構成
　天井を見ると〔図 11〕〔文末資料２〕， 全体が帯
状の漆喰装飾で組紐紋のように枠づけられている． 
大小の楕円形あるいは四角形に区画化されており， 
枠外にはグロテスク文様， 枠内の格間にはフレス
コ画あるいは漆喰浮彫装飾が施されている．
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図 9　ティツィアーノ （原作)  ルーベンス （模写 )
《カール五世と皇妃イサベルの肖像》, 17世紀初頭 , 
油彩, パラショ・デ・リリア, マドリ ドー
図10《アンナ・ダラゴーナの肖像》と碑文
“ANNA・ARAGON/IA・
SEGORBE・DV/CVM・
F・HENRICI/INFAN
TIS・NEPOS”
（アンナ・ダラゴーナ
セゴルベ公爵の娘
〔カトリック王〕フェ
ルディナンドの兄弟
ハインリヒの曾孫)
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　画面中央の大きな楕円形には空の上で馬車を駆
る太陽神アポロの姿が描かれ， その東側には軍神
マルス， 西側にはユピテルの伝令者・叡智・商業
を司るメルクリウスが描かれている．また神々
の間には古代ローマの五賢帝のうち最初の四代ネ
ルヴァ， トラヤヌス， ハドリアヌス， アントニヌ
ス・ピウスの漆喰頭像が表されている 54)．さらに , 
中央のアポロの斜め四方に配置された四枚の漆喰
装飾には古代ローマ人の美徳と武勇を表象する共
和制ローマ時代の英雄譚 , ホラティウス・コクレ
ス 23)， ガイウス・ムキウス・スカエウォラ 23)， ル
キウス・クィンクティウス・キンキナトゥス 23)， 
メッティウス・クルティウス 23) から主題がとられ
ており， 伝説の救国物語が示されている（21)．ま
たこの四枚の漆喰装飾を左右挟むように， アルカ
ディア的な牧歌的風景画が計六枚描かれている． 
　つまり， 異教神話イメージにおける軍神マルス
は傭兵隊長としてのヴェスパシアーノを称揚し， 
叡智の神メルクリウスはヴェスパシアーノの知性， 
学術文芸庇護者の活動を讃えるイメージで， いず
れも文武両道の理想君主像の常套主題であり， 15
世紀よりイタリア人文主義で敷衍した神話解釈 , 
図像学から解釈できるものである．
　一方， ローマ主題においても， 古代ローマ英雄
が示す美徳の鑑 exempla は， そのままヴェスパシ
アーノの勇敢さ， 武勇を称揚する軍事的美徳イ
メージと結びつき， 五賢帝の肖像もまた有能かつ
賢明な執政者としてのサッビオネータ侯爵ヴェス
パシアーノを賛美するものであり， どちらも明快
な図像学から構成されていたことが読み取れる．
（2) 太陽神アポロ
　天井中央に描かれた太陽神アポロに注目する
と , 古来より， 死と再生復活， 永遠性を象徴する
モティーフとして， 太陽ないし太陽神は古代エジ
プトやヨーロッパ， アジア各地の王権表象のなか
で利用されてきた， ベルテッリの研究から， 中世
キリスト教神学においても， 太陽（太陽神 )はキ
リストの死と復活と同一視され， キリストを “sol 
salutis”（救いの太陽 )， とりわけ日の出の太陽
は復活するキリストの姿， 死からの勝利として
“sol Invictus”（不滅の太陽 )と見なす神学解釈
が生まれていたことも知られている 9)20)．ゴンザー
ガ家宮廷でも， 君主のエンブレムとして 14 ～ 18
世紀初頭まで頻繁に使用されており， たとえば第
三代カピターノのフランチェスコの貨幣裏面には
光線を放ち燦然と輝く太陽図像に“ascente”（上
昇する )のモットー（銘 )が添えられ， 日の出の
太陽に支配の永遠性を祈念させていた 32)．第二代
侯爵ルドヴィーコ二世も日曜日（太陽の日 )生ま
れであったことから， 自分を象徴させるイメージ
として“PAR VN SOL DESIR”（太陽の意志によって ) 
をモットーとする太陽のインプレーザ（標章 )を
頻用し， 太陽の永遠性と自己の政治支配とを重ね
させていた 31)48)．
　また， 「祖先のガッレリーア」に関して言うなら
ば， 近年， J・ピーパーが行った日の出の光の角度
検証から， この部屋がヴェスパシアーノの生まれ
た 12月 6日の日の出， もしくはそれに近い冬至の
日の出の光がちょうど東窓から真正面に室内に差
し込むよう， 天文学的に精密計算された上で造営
されていたことが指摘されている〔図 12〕37)．ピー
パーはすでに， イタリア中部のピエンツァの大聖
堂の位置についても， 夏至の南中の光が差し込む
角度との関係性を調査報告で出しており， 天体 , 
山岳崇拝などの古代信仰とキリスト教文化の融合
について興味深い研究を行っている 36)．
　この考古天文学の研究を通じて， 近年， 冬至や
夏至， 春分や秋分など太陽運航の変わり目となる
特別の日の“日の出の光”を取り込むプランが古
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図 11　ヴォールト
図 12　日の出の太陽 （Jan Peper 撮影 )
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代から近世にかけての都市や建造物に少なからず
あったことが指摘されている 43)．カステル・デル・
モンテの八角形城塞（13 世紀 )やパドヴァのスク
ロヴェーニ礼拝堂（14 世紀 ), ヴェルサイユ宮殿
の王の寝室（17 世紀 )のプランはその代表例であ
る 42)43)49)．実際， ヴェスパシアーノが天文学に少
なからぬ関心を抱いていたことは， プトレマイオ
スの『アルマゲスト』やアストロラーベをコレク
ションとして所蔵していたことからも知られてお
り 14)27)， 「祖先のガッレリーア」もまた， ヴェスパ
シアーノの誕生を祝う意味を込めて， もしくは冬
至という太陽の死と再生の瞬間の光を取り込む意
味でこの部屋の方位， 引いては建物の方位を決定
していたものと推定できる．
　じつはゴンザーガ家の文化事業でも， すでに
太陽の運行， 太陽の光を考慮したこうした建築
空間の先行例が存在していた．通称「婚礼の間」
Camera degli Sposi という名で知られる 12)（22)， 
第二代侯爵ルドヴィーコ二世とその正妻バルバラ・
フォン・ブランデンブルクの結婚を称揚してマン
トヴァのサン・ジョルジョ城塞二階に設けられた
部屋である．マントヴァの宮廷画家アンドレア・
マンテーニャが制作したルネサンス美術の傑作の
ひとつとされるこの部屋には， 侯爵夫妻を中心に
子どもたち， 宮廷人たちの姿を描いた《宮廷》と
呼ばれる壁画， 侯爵とその子息， 孫（男子のみ ) 
を中心に描いた《邂逅》と呼ばれる壁画がある．
 とりわけ， 《宮廷》には皇帝家出自の侯爵夫人バ
ルバラを中心に左に夫， そして彼女が生んだ 10人
の子どものうち 5名を配置してゴンザーガ家の子
孫繁栄が讃美されている．また《宮廷》の画面に
はちょうど東窓から差し込む日の出の光が当たり， 
生命の誕生， 再生復活を象徴する太陽の光が当た
るよう窓が配置し直されている31)40)．一方， 《邂逅》
はゴンザーガ家に所縁のある男性群像が集まって
描かれており， 中央にルドヴィーコと嫡子フェデ
リーコ， フェデリーコの嫡男フランチェスコの 3
名と， ルドヴィーコの次男で枢機卿フランチェス
コ， 五男で教皇庁書記長ルドヴィーコ， 後に枢機
卿となる孫ジギスムントが描かれ， 政治的権威と
宗教的権威の男子 3名ずつが配置され， そこに北
極星の不動の光， もっとも一定した北の太陽光線
31)40) が当たるよう窓が設けられ， これもゴンザー
ガ家支配の不変性を表象していた．
　ここで再び「祖先のガッレリーア」に戻りたい . 
東壁を飾る肖像は， 先にも触れたアンナ・ダラゴー
ナとルイージの 2体である．すなわち太陽の昇る
方向にヴェスパシアーノは妻と嫡子の肖像を置き， 
毎日甦る太陽のごとく二人の命の永遠性とその名
声の不朽を表象させたということも考えられるだ
ろう．ヴォールトのアポロの姿に目をやると， 太
陽神の右手にラテン語碑文入りの白いスクロール
が翻っているのが看取できる．スクロールには
“OCIORVT・FAMA・IM / PLEAM・AVITI ODAS”（わた
くし， 名声は祖先たちの［事績を讃えた］頌歌を
より速やかに［世界に］伝えた）〔［　］内は筆者
による加筆〕と記されており， 壁面のゴンザーガ
家祖先の栄光について示唆する文句であったこと
がわかる．すなわち， アポロはここで太陽を馬車
で運ぶのと同時に， ゴンザーガ家の祖先一族の名
声も乗せて天上を疾駆する姿で表されていたと読
み取れる．ゴンザーガ家の名声は日々甦る太陽と
同じく， 永遠不滅のものであることを示唆してい
たとも言えるだろう．
6．結論
　以上， 本稿ではサッビオネータの君主ヴェスパ
シアーノ・ゴンザーガ・コロンナが居城パラッツォ・
ドゥカーレ内に造営した「祖先のガッレリーア」
を取上げ， 室内装飾プログラムの図像分析を通じ
てゴンザーガ家君主が如何なる支配イメージをそ
こに創り上げていたのかについて見てきた．マン
トヴァの本家からサッビオネータの文化に至る全
21体の祖先の肖像イメージを通じて， 古代ローマ
のイマギネス・マイオールムに見る祖先崇拝・家
族崇拝の古代習慣に通じる出自の正当性， 血統の
由緒正しさ， そして祖先並びに自分の事績の栄光
化が企図されていることを見てきた．とりわけ， 
サッビオネータの傍系貴族出身であるヴェスパシ
アーノにとっては， 本家からの歴史を繋ぐことが
彼の政治的威信， 支配の正当性を裏付ける根拠と
なり， 不可欠な政治的喧伝項目であった．また， 
アラゴン王家出身の妻アンナ・ダラゴーナの肖像
はヴェスパシアーノの政治的成功も象徴する祝婚
歌でもあり， 嫡子ルイージの肖像は未来に引き継
がれるサッビオネータ王朝の繁栄のシンボルでも
あった．こうした祖先の肖像のコレクショニズム
とその展示は 16世紀の絶対主義前夜の西欧諸宮廷
で隆盛するが， 支配領域の規模の拡大と中央集権
化の促進という政治課題を抱えた 16世紀後半の宮
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廷にとって， 祖先の事績の権威をイメージで借り
つつ実質的な支配網の円滑化を図るものとして「肖
像」というメディアが担った政治的価値はもはや
無視できないものに成長していたということがで
きるだろう．ゆえに膨大なコレクションを恒久的
に展示できるスペースとしての肖像用ガッレリー
アもまたこの時期に必然性をもって誕生したと言
える．
　続いて中世以来の王権表象でもある太陽のイ
メージ， とりわけ日の出の太陽は， ゴンザーガ
家の歴代君主がインプレーザに頻繁に取り入れた
常套的な支配イメージの一つであった．日の出の
日没を繰り返す不滅の太陽の視覚文化は支配体制
の永遠性を願う権力者の格好の視覚文化， 政治的
セルフイメージであることから考察を行った．し
かもサッビオネータのパラッツォ・ドゥカーレ二
階の初期の造営箇所にはとりわけ太陽運航を意識
した窓や部屋の方角， そして装飾図像が関連性を
もって構想されていたことも見てきた．
　当時， ヴェスパシアーノがいかなる知的好奇心， 
文化的意欲をもち， これら建築・絵画・彫刻 , 都
市の総合的な事業に取り組んだかについては今後， 
更なる研究が必要となるだろう．しかし， 本稿で
見てきたこの「祖先のガッレリーア」を手掛かりに， 
16 世紀後半のサッビオネータ宮廷の豊穣な政治文
化の一端を垣間見ることができたと言うことがで
きるだろう．
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注
（1) このサッビオネータという名前の由来には諸
説ある . 一つは , アポロンの神託を受けた
巫女サバ （Saba) の名前に由来するというも
の 21), 二つ目は , 紀元前 4世紀頃からこの地
域を支配していたエトルリア 24部族にサバ
ティーナ （Sabatina) という部族があり , そ
の名に由来するという説 47), 最後は , ラテ
ン語で「砂」, 「砂浜」を意味するサブルム 
（sabulum), イタリア語でサッビア （sabbia) 
を語源とするという説である 21). この最後の
説は , かつてこの土地がポー川の支流 , その
他小さな河川が形成する砂地と沼沢地からな
る地域であったことを示唆するものでもあり, 
これが通説とされている . 
（2) この都市建設事業は 1551～ 54年頃に竣工し , 
市壁内には碁盤の目に整備された約 30の街
区が設けられ , ヴェスパシアーノが亡くなる
1591 年まで 30～ 40年間で完成された （聖堂
内装飾や建物外壁の装飾など一部はヴェスパ
シアーノの死後も継続して行われた) 2)25). 竣
工年に関して 1551 年と指摘されている理由
は, ヴェスパシアーノが1551年にユダヤ人印
刷所を市内に設けた記録からである 1). 一方 , 
1554年と言及したのは, 17世紀の年代記作者
でマントヴァ出身の修道士フェデリーゴ・ア
マデイ （1684～ 1755) の記録に基づく 2). 
（3) ユネスコの登録内容については以下参照
http://whc.unesco.org/en/list/1287/
multiple=1&unique_number=1518 （2016年10月
22日アクセス日 ).「Mantua and Sabbioneta」
の名で歴史遺産として登録；サッビオネータ
はユネスコ世界遺産登録のための準備を 2002
年より始めており , その段階から , 都市の歴
史建造物の保存管理方法を決めていくため , 
ボローニャ大学建築学部 F. イヴァン・アポッ
ローニオ教授による都市建設の歴史的経緯調
査, 建造物の類型学的分析 , 技術・材料面の
研究調査 , 都市・道路の立面・平面図作成等
が行われてきた 3).
（4) ヴェスパシアーノの時代にサッビオネータは
政治的・文化的黄金時代を迎えるが , 男子相
続者の欠如から , ヴェスパシアーノの死後 , 
都市は急速に衰退し , 1689年にはスペイン領
ミラノ公国に併合されることとなる . ヴェス
パシアーノの没後 500 周年で企画された展覧
会『ヴェスパシアーノ・ゴンザーガ・コロン
ナ （1531～ 1591)』 （1991) と国際シンポジウ
ムを契機に , 近年再評価がはじまり , 美術
史, 都市史, ミクロヒストリー, 文献学など
幅広い分野から研究が進められるようになっ
た 33)34)41)51).
（5) 稜堡とは , 16 ～ 18世紀の西欧で大砲による
攻防に備えて発達した城壁の突角部である . 
形体は三角形 , 半月型 , 王冠型などがあり , 
稜堡の登場によって相手の死角がなくなり , 
濃密な火網を形成しつつ , 防御に適した城
壁が誕生した. また稜堡に大砲を設置するス
ペースも取り, 防衛だけではなく迎撃する力も
向上した. 
（6) 城壁で周囲を囲み堅固に防御した都市を指す. 
15世紀半ば以降 , イタリアでは火砲防衛に適
した星形要塞の都市が考案されている . この
とき , 防御力を高めるため城壁は分厚く低く
つくられるようになる.
（7) ヴェスパシアーノの治世のうち , 1540 ～ 50
年（8～ 18歳 ) は摂政期間であり , 1550 ～
91年が実質の統治期間となる . 彼の摂政には
マントヴァ公フェデリーコ二世の弟エルコレ・
ゴンザーガ枢機卿と同じく弟のフェッランテ・
ゴンザーガが務め , 後見人には父方の叔母
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ジュリア・ゴンザーガが就き , 優れた人文主
義教育を施した 1).
（8) 帝国諸侯 （ライヒスフュルスト ) とは , 爵位
体系のひとつ . 封土の世襲化を許された封建
領主 （諸侯 ) のなかでも , 皇帝と直接封建関
係を結んだ皇帝直属の諸侯を意味 . 神聖ロー
マ帝国 （実態は皇帝を盟主とする連邦 ) の構
成国家たる領邦の君主というべき存在で , 司
法行政に関する権限を有した 28).
（9) 都市の計画・構想者は当時 , 軍事築城術の第
一人者でもあったヴェスパシアーノ自身とい
われている. ヴェスパシアーノは , ジローラ
モ・カッターネオ , ドメニコ・ジュンティな
ど当時の最新の築城術に通じた建築家と討論
を重ね , サッビオネータを大砲防衛に適した
星形要塞として建設したと言われている 3).
（10) ヴェスパシアーノは領内のユダヤ人に対して
文化的宗教的な寛容策をとっていた . 本家マ
ントヴァも同様の政策を伝統的にとっており, 
財政問題をユダヤ人の経済支援で補う互恵関
係を築いていた 32). 当時のサッビオネータで
もっとも有力かつ富裕であったユダヤ人トビ
ア・フォアによる活版印刷所 （活動期間 1551
～ 59年 ) は有名で , ヘブライ語による重要
な聖典も出版された 11).  
（11) アンナ・トラスタマラ・ダラゴーナ （? ～
1567) はアラゴン王家出身のセゴルベ公の娘
であり, フェリペ二世の親類でもあった .
（12)フェルディナンド二世はヴェスパシアーノと
も親交をもち, 甲冑を贈り交わす間柄であっ
た 27). さらにフェルディナンドはマントヴァ
公爵グリエルモの娘アンナ・カテリーナ・ゴ
ンザーガを二番目の妻に迎えており , ハプ
スブルク家だけではなくゴンザーガ家の一族
の肖像画も 116 枚蒐集したことが知られてい
る 26). 
（13)パルド宮殿の肖像ギャラリーはさらに , 部屋
の中心軸上にフェリペ二世と三番目の妻であ
るフランス王家出身のエリザベート・ドゥ・
ヴァロワの肖像を向かわせて配置し , スペ
イン王家とフランス王家の結合と王夫妻がハ
プスブルク帝国支配の中心にあることを明示
した極めて政治性の高い展示空間を成してい
た 56).
（14) G・サルトーリの研究から , パラッツォ・ドゥ
カーレははじめ 1550年代半ば頃より建設を始
めていたが , 1559年に起きた大火の影響で再
建することとなった 44)45). そのため現在のパ
ラッツォ・ドゥカーレは再建事業の造営物で, 
建設時期は 1559～ 91年と推定 35). 
（15)“infans” の反義語である fans の動詞形は
for  （話す , 言う , 予言する ) である . 
（16) ヴォールト （穹窿 ) には様々な種類があり ,
筒形 （ドラム式 ) ヴォールト , 筒形を直交さ
せた交差ヴォールト , リブ （梁 ) で補強した
四部 （六部 ) ヴォールト , 扇形ヴォールトな
どがある .
（17) 手 紙 の 内 容 は 以 下《Nel partir mio per 
Napoli ho lasciato ordine a Mutio Capilupo 
mio Secretario, che venendo in Mantova 
visiti V. S. in mio nome, e la prieghi 
per il desiderio, ch’io ho d’haver 
tutti I Ritratti de’ Signori di Casa 
Gonzaga, a farmi haver il suo, siccome mi 
ha promesso […] e affinchè al mio ritorno 
io lo trovi, la sarà contenta fare, che 
gli sia consignato fatto che sarà […] Di 
Sabbioneta il dì 4. Di Gennajo 1556. […] 
Vespasiano Gonzaga Colonna.》1) （ナポリに
出発する際に , 我が秘書ムツィオ・カピルー
ポにわたくしの名代としてマントヴァに赴き, 
貴殿〔フェデリーコ・ゴンザーガ・ダ・ガッ
ツォーロ〕にゴンザーガ家一族のすべての肖
像画を得たいというわたくしの願いをお伝え
するようにと命じております . そして貴方様
が以前 , わたくしにお約束下さったように , 
貴殿ご所有の肖像画を頂いて参るようにと申
しつけております. ［…］ゆえにサッビオネー
タに戻った際 , もし私がそれを見たならば , 
貴殿が我が秘書にお渡し下さったというその
ご厚情を大変嬉しく思うことでしょう［…］
サッビオネータより 1556年 1月 4日［…］ヴェ
スパシアーノ・ゴンザーガ・コロンナ). （　) 
内は拙訳 , 〔　〕内は筆者による補足 .
（18)大プリニウスの『博物誌』（第 35巻 2章 6節 ), 
ポリュビオスの『歴史』（第 6巻 53章 ) に共
和制ローマの風習として記載されている 55). 
（19)その後 , 木製騎馬像は 1589年にドゥカーレ宮
殿内の大広間に設置されることとなる 15).
（20)息子ルイージが 1580年に夭折した後 , ヴェス
パシアーノは , 翌 81 年に親戚のグアスタッ
ラ公爵チェーザレ・ゴンザーガの長女マルゲ
リータ・ゴンザーガ （1562～ 1618) と三度目
の結婚を行うが , 二人の間に子どもは生まれ
ず , 最終的に長女イザベッラが全相続人とな
る （注 5参照 ). 
（21) 五賢帝および共和制ローマの英雄譚の主題特
定は , L. Ventura （2009, p.256) がすでに
行ったものに依拠している 53). 
（22) 同時代文書記録には “Camera Magna Picta” 
（絵画の間 ) あるいは “camera depincta” 
（描かれた間 ) と記録されている . “Camera 
degli Sposi” の名は 17世紀に Carlo Ridolfi 
（1648) によってはじめて使用された呼称であ
る 39). 
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サッビオネータのパラッツォ・ドゥカーレにおける「祖先のガッレリ アー」
文末資料
資料１ パラッツォ・ドゥカーレ２階の平面プラン（執筆者による作成 )
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制作時期 1561 ～ 62 年
制作時期 1577 ～ 85 年
制作時期 1585 ～ 91 年
　　 A：叡智・伝令の神メルクリウス
　　 B：軍神マルス
　　 古代ローマの英雄譚
1. ルキウス・クィンクティウス・キンキナトゥス
2. ガイウス・ムキウス・スカエウォ
3. メッティウス・クルティウス
4. ホラティウス・コクレス
　　 古代ローマ皇帝の頭像　
a. ネルヴァ b. トラヤヌス　c. ハドリアヌス　
d. アントニヌス・ピウス
　　 風景画
Ａ：「祖先のガッレリーア」
Ｂ：「太陽の小間」
資料３ 天井画の装飾プログラム図式（執筆者による作成 )
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資料２「祖先のガッレリーア」の肖像プログラム（執筆者による作成 )
＜２１体の肖像レリーフ＞
①初代カピターノ , ルイージ
　（ゴンザーガ家の初代当主 )
②ルイージの妻リキルダ・ランベルティ
③第二代カピターノ , グイド　　　
④グイドの妻ヴィリダ・ベッカーリア
⑤第三代カピターノ , ルドヴィーコ一世
⑥ルドヴィーコ一世の妻アルダ・デステ
⑦第四代カピターノ , フランチェスコ一世
⑧フランチェスコ一世の妻マルゲリータ・
　マラテスタ
⑨第五代カピターノ , 初代マントヴァ侯爵
　ジャンフランチェスコ
⑩ジャンフランチェスコの妻パオラ・マラテスタ
⑪第二代マントヴァ侯爵ルドヴィーコ二世
⑫ルドヴィーコ二世の妻バルバラ・フォン・
　ブランデンブルク
⑬初代サッビオネータ伯ジャンフランチェスコ
　（ルドヴィーコ二世の三男 , サッビオネータ 
　分家の祖 )
⑭ジャンフランチェスコの妻アントニア・
　デル・バルツォ
⑮第二代サッビオネータ伯ルドヴィーコ
⑯ルドヴィーコの妻フランチェスカ・フィエスキ
⑰第三代サッビオネータ伯ルイージ
⑱ルイージの妻イザベッラ・コロンナ
⑲第四代サッビオネータ伯、初代サッビオネータ
　公爵ヴェスパシアーノ
⑳ヴェスパシアーノの妻アンナ・ダラゴーナ
㉑ヴェスパシアーノの嫡子ルイージ
⑯
⑧
⑮
⑦
⑭
⑥
⑬
⑤
㉑
⑫
④
北
南
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出入口「太陽の小間」
西 東
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対話型アセスメントツール（居場所曼荼羅）の開発
─居場所の構成要素抽出と療養環境への示唆─
東野 友子 1)＊　船山 哲郎 2)　菊地 ひろみ 3)　上田 裕文 4)
1) 札幌保健医療大学保健医療学部看護学科　2) 札幌市立大学大学院デザイン研究科博士後期課程
3) 札幌市立大学大学院看護学研究科　4) 北海道大学観光学高等研究センター
抄録 : 本研究は，療養環境に必要な居場所とは何かを探る事を最終目的とし，抽象的概念を
可視化するデザイン学的な手法を用い，より具体的な「居場所」の構成要素を探るためのツー
ルを開発し健康人を対象に試用した．人の居場所を構成する要素を調べるために，抽象的な
概念を図式化するためのマインドマップと，構成している要素を探るためのレパートリーグ
リッド発展手法を用いてツールの開発を行った．開発したツールを用いて，健康な 20 歳代か
ら 70 歳代以降の男性 26 名 , 女性 32 名の計 58 名を対象とし , 平成 26 年 8 月から 9 月に調査
した．結果は「パーソナルスペース」における「家の中など個人の空間や日常生活環境」「家
族との触れ合い」や「その他落ち着く環境」の 3要因 ,「ソーシャルスペース」における「趣
味活動」「社会的交流」や「社会的環境」の 3 要因，「ネガティブな感情からの離脱」の計 7
要因に集約された．本結果より対象にとっての居場所とはプライバシーを保ち心身共にリラッ
クスでき，人との交流を通して自己の存在価値が見出される場所と示された．療養環境はこ
れらと同様な環境が望ましいと考えられた．また，療養者及び介護者の両者にとって心地よ
い療養環境となるよう，発達段階に応じた環境の調整も必要であると考えられた．開発した
ツールは 15 分〜 20 分程度ででき簡便であると考えられる．しかし，質問項目に解釈が難し
い部分があるため , より明解な提示方法を検討する .
キーワード :居場所 , 療養環境 , ツール開発
Development of interactive assessment tools “Whereabouts Mandala”:
Extraction of constituent elements of place of residence in general 
adults and suggestion to medical environment
Tomoko Higashino1）, Tetsurou Funayama2）, Hiromi Kikuchi3）, Hirofumi Ueda4）
1） School of Nursing Sapporo University of Health Sciences　
2） Graduate student Graduate School of Design Sapporo City University
3） Graduate School of Nursing Sapporo City University　
4） Hokkaido University Center for Advanced Tourist Studies 
Abstract: This study aimed to develop a tool for identifying components associated with a “place to 
stay” by using a design-based visualizing method, and to clarify the desirable environment for medical 
treatment. To examine the components of a place to stay, we combined "mind map" and "evaluation 
grid method" to depict abstract imagery . The study was performed from August to September 2014 in 
58 healthy subjects (male: 26, female: 32) in their 20s to 70s or older. The results were classified into 
7 categories: “private space or daily living environment such as home,” “communication with family,” 
and “other comfortable environments” as “personal space”; “hobby activity,” “social communication,” 
and “social environment” as “social space”; and “withdrawal from negative feelings”. The place to stay 
should be a place where a person can maintain privacy, have mental and physical relaxation, and find 
* 札幌市立大学大学院看護学研究科博士前期課程在籍時の研究による論文
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1．緒言
　看護師にとっての療養環境は , 光・空気・清潔な
リネンが最低必要とされ, 人に対して考慮すべき環
境であるというナイチンゲール 1) の教えが基盤となっ
ている. これは , 看護基礎教育において大切とされ
ている. そして, 療養環境については看護学のみな
らず建築学領域においても多くの研究が行われてき
た. さらに，療養環境に関する評価では，物理的評
価および人的環境要素に心理面も含むことが明らかと
なった 2). 具体的には, 「療養上良い」, 「安全」, 「安
心」, 「リラックスする」などである. 渡邊らは , 「入
院の目的は病気の治療であり, 療養の場はその目的
を達成しながら生活をする場である」2)と述べている. 
療養環境を考える上では, 生活の場であるということ
も念頭に置いて考える必要がある. 
　平成 22年の厚生労働省の終末期の療養場所に関
する調査 3) によれば, 一般市民の 63.3% が「自宅で
療養したい」と回答し, 平成 24年の内閣府の調査 4)
でも一般市民の54.4% が「終末期を自宅で迎えたい」
と回答している. また, 平成 22年度の内閣府の介
護を受けた居場所に関する調査 5)によれば , 介護が
必要になった時の介護を受ける場所として, 男性の
44.7％ , 女性の31.1%が「自宅で介護してほしい」と
回答し, 男女共最も高い割合を占めている. 
　人はなぜ病院での療養より自宅を望むのであろう
か. それは , 病院は自宅と違って自分の居場所では
ないからだろうか. 
　居場所に関する文部科学省での定義によると, 「居
場所とは , 存在感を実感することができ, 精神的に
安心することができる場所, さらに安心して身を置く
ことができる場所」6）7)とされている. しかし, 人に
よって「居場所」は様々であり, 患者にとっての居場
所がどのようなものから構成されているのか具体的な
要素については明らかにされていない. また , 「居
場所」に対して, 人々が思い描くイメージや構成する
要素が異なる事は容易に想像できるが, それらを具
体的に抽出する方法については先行研究に見当たらな
い. そこで人が考える「居場所」とはどのようなとこ
ろを示し, どのようなもので構成されているのかを探
り，療養環境に必要な要素を検討するためのツール
開発を着想した. 
　以上より, 本研究は, 抽象的概念を可視化するデ
ザイン学的な手法を用い, 個人のより具体的な「居場
所」の要素を探るためのツールを開発し, 療養環境
に必要な「居場所」とは何かを探ることを目的とした. 
　この研究により, 長期療養や入院・在宅介護に入
る前の段階の患者に対して, 個人によって異なる長期
療養期間の望ましい環境や過ごし方に必要な要件を, 
把握することが可能となる.
2．研究方法
1) 手法の説明
　対話型アセスメントツール「居場所曼荼羅」(以下
アセスメントツール)の開発にあたっては , 抽象的な
印象や感情を構成している要素を探るためのレパ トー
リーグリッド発展手法と抽象的な概念を図式化するた
めのマインドマップの手法を参照した. 2つの手法の
概要を以下に述べる. 
(1) レパ トーリーグリッド発展手法
　レパ トーリーグリッド発展手法は1986年に讃井ら8)
によって開発されたインタビュー手法であり, 環境心
理における定性調査発達の端緒となったものである. 
その手順を以下に示す. 
①　評価対象の選定
　研究対象環境のさまざまなバリエーションを相互に
比較できるような形式で表現した評価対象を選定す
る図面, 被験者のよく知っている環境をカ ドーにメモ
させたもの（この場合, 被験者のそれぞれの環境に
ついての記憶が評価対象となる）等を評価対象とする
ことも可能である. 
②　オリジナル評価項目の抽出
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the meaning of his/her life through communication with others. A desirable environment for medical 
treatment would have similar characteristics. In addition, the environment should be adjusted according 
to the developmental stage, so that both persons who need care and caregivers can feel comfortable. 
The new method is simple, which takes only 15 to 20 minutes to complete the questionnaire. However, 
some questions are still difficult to understand, and need to be improved with clearer expressions in the 
questionnaire.
This study was performed after obtaining approval from the ethical committee.
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　すべての評価対象を提示しこれらを総合評価とい
う観点から5段階に評価・分類させる.次に異なった
評価をされた評価対象群を被験者の前に提示し, そ
れぞれについて次のような教示を与え, 評価項目を被
験者自身の言葉によって抽出し記録する. 「これらの
〇〇よりもこちらの〇〇の方がより好ましいということ
ですが，そう判断された理由のうち, あなたにとって
重要なものをどんなものでもかまいませんので, 思い
付くまま1つずつ言ってください. なお, これらのう
ち特定のものにだけあてはまる理由でもかまいません」
　被験者が新しい評価項目を容易に見いだせなく
なった場合は， 次の組み合わせに移る. 最後に最も
高く評価された評価対象群についての不満を聞くこと
により評価項目の補完を行う. 
③　関連評価項目の抽出（ラダーリング）
・ラダ アーップ：上位項目(理由)の抽出
「あなたにとって〇〇だとなぜ良いのですか」
・ラダーダウン：下位項目(条件や具体例)の抽出
「あなたにとって何がどうなっていると〇〇ですか」
　調査結果は ,「窓が大きい -小さい」「天井が高い
-低い」といった客観的・具体的な項目を下位に,「開
放感がある-ない」といった感覚的理解を中位に , 
さらに「快適な生活が送れる- 送れない」といった, 
より抽象的な価値判断を上位に持つ, 階層的なネッ
トワーク図としてまとめることができる. 
(2) マインドマップ
　マインドマップとは , イギリスの教育専門家である
トニー・ブザンが提唱した思考ツールで, 人間の記
憶構造に関する研究成果に基づき, 複雑な概念を分
かりやすく図式化することを中心とした手法である. 
ブザンによれば、人間の脳は放射思考をする9)という. 
放射思考とは , 中心点から外側に向けて広がってい
く連想的な思考過程を意味する. マインドマップは, 
中心となる概念から連想されるキーワ ドーやイメージ
を放射状に広げ, 一つの中心概念に結合されるすべ
てのキーワ ドーやイメージから, 新たな連想を起こし
ていくというプロセスを踏みつつ, 連想された言葉
に対しても, さらにそこから連想を広げていくのであ
る. マインドマップは学習者に興味をもたらし, 日常
生活の中でも比較的簡単に用いることができるため, 
ビジネスのプレゼンテーションや多様な会議等で広く
用いられている10). 高橋の研究 11) によると, マイン
ドマップには , 「物事をまとめること」「考えを明確に
すること」「物事の全体像を把握すること」「物事の細
部を把握すること」「時間を有効に使うこと」「効率的
に作業をすること」といった効果が確認されるという. 
2) アセスメントツールの開発過程
(1) 試作
① 人の居場所を構成する要素は何かを調べるツール
の開発として, 抽象的な概念を図式化するためのマ
インドマップと, 抽象的な印象や感情を構成してい
る要素を探るためのレパ トーリーグリッド発展手法を
用いた. 抽象的な概念でありながらも実際に存在す
る空間である「居場所」というものの構成要素を把握
する上で, 概念を空間的な図として記述するマインド
マップと, 印象や感情を階層的に理解していくレパー
トリーグリッド発展手法を組み合わせることは妥当で
あると考えた. 
　ツールの開発に際して、以下の点に留意した. 
ⅰ)「居場所」という抽象的な概念を理解していく
　　ために, マインドマップの手法を基本とする. 
ⅱ）「居場所」を構成していく具体的要素を探るた
　　めに,ラダーダウンを行っていく. 
ⅲ)レパ トーリーグリッド発展法の要領で階層化を行
　　うことで潜在的なニ ズーを引き出すようにする.
② 質問の仕方やどのような方法で行うのが良いかに
ついて，試作し検討した. 
　試作段階で検討したこととして, 以下の点があげら
れる. 
ⅰ）質問項目は統一するのか, あるいは質問者に
　　委ねるのか. 
ⅱ）調査に必要な所要時間はどのくらいか. 
ⅲ）居場所だと感じている場所そのものを回答する
　　必要性はあるのか. 
ⅳ）最終的に具体的要素にたどり着くにはどういっ
　　た質問が有効なのか. 
ⅴ）アセスメントツールはどういった様式が適切か. 
③ アセスメントツールの作成に当たっては , 第一に
調査者にとって使いやすいこと. 第二に被験者にとっ
て分かりやすいこと. そして第三に被験者のニ ズーを
明らかにできるという実施効果があるということ. こ
の3つの観点から課題解決に向けて設計に取り組ん
だ. 具体的には以下の点について留意した. 
ⅰ）Ａ3～Ａ4サイズ3枚程度の用紙で実施できる. 
ⅱ）実施時間は概ね15分程度と短時間で簡便に実
　　施できる．
ⅲ）特殊な計測機器や計算 , 専門的な技能･知識
　　がなくても実施できる．
④ アセスメントツールの構成
　アセスメントツールは記入用紙と質問項目から成
る. 調査者が質問し, 被験者がその質問を受けて
調査記入用紙に記入する対話を通じて被験者のニー
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ズを明らかにする. 試作した様式を以下に示す.
図 1プレテスト用記入用紙
　記入用紙は横使いのA4用紙に4つの同心円を描
いた単純なものとした. Adobe Illustrator CS5®を
使用してデータを作成した. 円は太さ0.5ptの線で
描画し, 線の色は CMYK カラーでグレー(C0/M0/Y0/
K45)とした. 記入用紙を量産することも視野に入れ, 
入手が容易な A4サイズを採用した. 同心円に関して
は手書きの円を用いる案や白紙の用紙に回答者自身
が円を記入していくという案も考えられたが, 回答者
の負担を減らしつつ, できる限り同じ条件で回答を
記入してもらうために, あらかじめ同心円が記入され
た用紙をプリントアウトして使用することとした. 
　記入用紙は , 同心円から中心に自分を置き, そこ
から階層的に放射状に記載する構成となっている. 
被験者が描いた幾何学的な記載や描画が, 研究者
に仏教における「曼荼羅」を連想させた. 「曼荼羅」
とはサンスクリット語のマンダラを漢字表記したもので
あり, 「本質を得る」という語源からなり円をなすも
のである 12). ユングの心理学によると, 意識の中心
に自我があり, 意識と無意識の中心に自己があると
し，自己の象徴的表現とマンダラが一致する 13)．す
なわち, 心の内部から統合へこのマンダラ全体が自
己を示す．したがって，本アセスメントツールは対象
者の居場所に対する潜在的な意識を探るということか
ら,「居場所曼荼羅」と命名した．
表 1.　プレテスト用質問項目
ⅰ. 真ん中の円に「自分」を書いて下さい.
ⅱ. 世の中にある「自分の居場所」を思い浮かべ
て下さい.
ⅲ. その居場所にいるときに感じる事を書いて下
さい。気持ちや感情等,何でも結構です.
ⅳ. ⅲで書いた事について,どんなとき,もしくは
状況でそれを感じるのか書いて下さい.
ⅴ. ⅳで書いた状況にいるときに自分の周りにある
もの,その状況を作っているものを具体的に書いて
下さい.
ⅵ. ⅴで書いたものについて,それらのものがどう
いう状態にあると望ましいか書いて下さい.
　質問者や調査ごとに調査時間や調査結果に差異が
生じないように質問項目を統一した．具体的な居場所
を記入してもらうことはせず, 中心の円に「自分」を
記入してもらうこととした. 中心の円から順に外側に
記入を進めるよう誘導し, 被験者にとっての居場所を
構成する要素を明らかにしていく構成とした. 
(2) プレテスト
　(1)で作成した様式を用いてプレテストを2回行っ
た . 健康な20歳代から70歳代以降の男女43 名に
対してプレテストを行った. 調査は ,被験者が1人で
あってもグループであっても良いこととした.プレテス
トの結果得られた内容を以下に示す. 
①調査の所要時間は平均して一組あたり15分程度.大
きな個人差は無かった. 
②質問項目がわかりづらい, 何を書いて良いかわか
らないという意見があった. 
③記入用紙について, どこから書いていったら良い
かわからないという意見があった. 
④主に高齢者から, 記入用紙の同心円が見えないと
いう意見があった. 
⑤記入された内容については , 複数の意味に解釈で
きる回答も見られた.
⑥回答する単語の量には個人差が見られた.
⑦個人差はあるが, 個人よりも複数人に対して調査
を実施した場合の方がスム ズーに回答を記入できる被
験者が多かった.
(3)アセスメントツールの開発
　プレテストで得られた結果や感想を元に改良を加
え，アセスメントツールを開発した。主な改良点を以
下に示す．
①質問項目をより説明的にすることで理解しやすいも
のにした.
②何に関する調査なのかを記入を始める前にもう一度
口頭で説明することで,「何を回答したら良いのか」を
明確にした. 
③質問が進むごとに一つずつ外側の円に記入するとい
う説明を加えた. 
④記入用紙の同心円の線の色を濃くし, 高齢者でも
見やすいものとした. 
⑤記入用紙の同心円に番号を割り当てることで, どう
札幌市立大学研究論文集　第11巻　第1号(2017)
33
いった順番で回答を記入していくのかを解りやすくした.
⑥年代や性別による「居場所」の差を分析するため
に, 性別や年代に関する質問項目を新たに設けた.　
　以上の改良を加え、アセスメントツール｢居場所曼
荼羅 ｣作成した．提案した様式を以下に示す.
図 2「居場所曼荼羅」記入用紙
　記入用紙は , プレテストの様式の同心円に内側
から順に番号を割り当てたものとした . 質問が
進むごとに記入する円の番号が進んでいくことで
被験者がよりスムーズに回答を記入することがで
きる .  Adobe Illustrator CS5® を使用してデー
タを作成した . 円は太さ 0.5pt の線で描画し , 
線の色は CMYK カラーでプレテスト時の様式で使
用した色よりも濃いグレー (C0/M0/Y0/K70) とし
た . 番号は堅苦しい印象を与えないよう丸みのあ
るフォントを用いた . また , 高齢者にも見やす
い太い文字が良いと考えＤＦ太丸ゴシック縁取り
を採用し , 文字の大きさは 30pt で記入した . 番
号の主張が強くなりすぎないよう文字の色は CMYK
カラーで薄いグレー (C0/M0/Y0/K35) とした . 
表 2．「居場所曼荼羅」質問項目
ⅰ. 真ん中の円に「自分」と書いて下さい.
ⅱ. これからいくつかの質問に対して答えを回答
用紙に書いていってもらいます. 質問が進む毎
に, 1つ外側の円に回答を記入していって下さい．
ⅲ. このアンケ トーでは，「居場所」について聞い
ていきたいと思います. 世の中に「自分の居場所」
がいくつかあると思います. まず， その自分の居
場所を思い浮かべて下さい.
ⅳ. １つ目の質問です. その居場所にいるときは
どんな感じですか．その感情や気持ちを1番の円
に書いて下さい．
ⅴ. 2つ目の質問です. 今書いたことについてお
聞きします．それはどのような状況または，状態で
そのような感情や気持ちになりますか. それぞれ
のところから線を引いて2番の円に書いて下さい．
ⅵ. 3つ目の質問です．今書いたことについてさら
にお聞きします．その状況・状態にあるときに自分
の周りにあるもの，その状況を作っているものは何
ですか. 線を引き, 3番の円に具体的に書いて下
さい．
ⅶ . 最後の質問です. 今書いたことについて, 
それらがどういう状態・状況にあると望ましいと考
えるか 3番の円の外側に書いて下さい.
　質問項目は , 以上に示す 7項目とした. より説明
的な文章にし, 何に関する記入調査なのかを冒頭で
説明することにより, 被験者がより回答しやすいもの
となった. また，その他に被験者の属性に関する質
問は , 1.「男性か女性か(2 択 )」， 2.「20 歳代から
70歳代以上までの年齢層(6 段階 )」，3.「職業(9 種
類)」とした．ⅰ〜ⅵの質問項目でラダーダウンを行い,
「居場所」を構成する要素を具体的に明らかにしてい
く, ⅶで望ましい状態を聞くことでラダ アーップを行
い, より的確にニ ズーを把握できると考えた.
3) 調査方法
(1) 研究デザイン
　質的記述的研究デザイン
(2) 研究期間
　研究期間　平成 26年 4月から12月
　調査期間　平成 26年 8月から9月
(3) 対象者
　層別サンプリング法とし, 健康な 20歳代から70
歳代以降まで, 各年代の男性と女性それぞれ 5名程
度ずつ, 合計 60 名とした. 
　対象者の選定は, 地域性を考慮し札幌市に居住す
るものとした. まちづくりセンターの職員を通じて対
象者となる人を無償で依頼した. また, 対象者や研
究者の知人を介してネットワークサンプリングとした．
(4) 調査の手順
①開発されたアセスメントツールを用いて, 対象者の
学校 , 研究者の職場, 老人クラブの集会場などで
調査した. 
②対象者数人に対して調査者1名で対応し, 質問項
目に沿って記入用紙に記入するように説明し実施した.
(5) 分析方法
　円の１から円の3および円の外側にそれぞれ記され
た事項に関して，円1に記載された「居場所にいると
きの感情」, 円2に記載された「居場所とその状況」, 
円3に記載された「居場所を構成する要素」について, 
それぞれ類似した言葉を集約し, カテゴリー化した. 
そのため, ベレルソン 14)の内容分析を基に分析した. 
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また, 円の1から円の3に記載された内容を各年代
別に分類し, どのような傾向があるのか分析を行っ
た. 
　本研究の分析にあたり, 研究メンバーによる検討
とメンバーチェック, さらに質的研究を専門とする教
員のスーパーバイズを受け実施した. 
(6) 倫理的配慮
　本研究は札幌市立大学大学院デザイン研究科倫理
審査会の承認を得て行った．記入用紙は無記名とし，
個人が特定されないように番号処理すること, 参加
は自由であり途中棄権しても不利益は生じないことを
書面と口頭で説明し, 口頭で同意を得た．
3．結果
1) 対象者の概要
　健康な20歳代から70歳代以降の男女63名に実施
した.このうち5名が途中棄権し, 最終的に男性26名, 
女性32名の計58名のデータを収集した. (表3参照)
　対象者の属性は, 20歳代が殆ど学生, 30歳代から
50歳代がアルバイトを含む就労者, 60歳代がアルバイ
ト生活者, 70歳代以降が主婦あるいは無職であった. 
　調査時間は最短5分, 最長30 分, 平均 14.13分
であった. 年代が上がるにつれて回答に要する時間
は長くなる傾向にあった. 回答に時間を要した対象
者は , 「質問の意味はわかるが，何を書いて良いの
かわからない」という意見が多かった. また，回答
を棄権した被験者のほとんどが 60歳代以上で，「想
像できない」「何を書いて良いのかわからない」とい
う理由での棄権だった．
表 3. 対象者内訳
男性 女性 合計
20歳代 6 7 13
30 歳代 5 6 11
40 歳代 5 6 11
50 歳代 5 3 8
60 歳代 3 3 6
70 歳代以上 2 7 9
( 途中棄権者 5）
　合計 26 32 58（63）
2) 居場所を示す項目数
　被験者が自身の居場所として回答した項目で, 円の
中心の「自分」に最も近い円の1では , 最小１個，最
大 9 個で平均は 3.5 個 /1人であった．円1の外側の
円の2では ,最小1個 , 最大 12個で平均は4.0 個
/1人であった．もっとも外側の円の3では, 最小1個， 
最大 24個で平均は5.8個 /1人であった． 円の外側
に関しては , 最小 0 個 , 最大 19 個で平均は4.1個
/1人であった. 回答した項目数は年代や性別に差は
なかった.
3) 居場所の要素とその状況
　居場所にいる時の状況は大きく「パ ソーナルスペー
ス」「ソーシャルスペース」「ネガティブな感情からの
離脱」の3つのカテゴリーに整理された．「パ ソーナ
ルスペース」では , 「家の中など個人の空間や日常
生活環境」「家族との触れ合い」や「その他落ち着
く環境」の3 要因に集約された , 「ソーシャルスペー
ス」では「趣味活動」「社会的交流」や「社会的環境」
の3 要因に集約された . そして, 「ネガティブな感
情からの離脱」の1カテゴリー1要因を合わせ計 7
要因に集約された . 
(1) パ ソーナルスペ スー
①「家の中など個人の空間や日常生活環境」
　「家の中など個人の空間や日常生活環境」では , 
「家(実家や自室を含む)にいる」「リビングやソファ」
「テレビを見ている」「本や新聞を読む」「食事」「入浴
する」「ベッドや布団の中」など「パ ソーナルスペ スー」
のものが多く,“安らぎ”“落ち着く”“安心”“寛ぐ”
という感情で表されていた. また「食事」に関するこ
とは， 「家族との団らん」や「お酒を飲む」なども含み,
“楽しい”や“満足”という感情でも表されていた. 
②「家族との触れ合い」
　「家族との触れ合い」では ,「親」「孫や子供」「ペッ
トとの触れ合い」あるいは「団らん」を表し, ①同
様の“安らぎ”“安楽”, という感情のほかに“愛情”
“幸せ”という感情で表されていた. 
③「その他落ち着く環境」
　「その他落ち着く環境」では , 「リラックスできる
自分の居場所」と記載され, 「好きなものに囲まれて
いる」「自分自身が楽」であり,「好きな事を行い普段
の自分でいられる場所」としていた. さらに落ち着く
環境には「自然の環境」もあり，「散歩」「外で読書」
「窓の外」という場所も記載されていた. ここでの感
情は , “落ち着く”“安らぎ”“心地よい”という言葉
で表されていた. 環境とは別ではあるが, 好きなも
のの一つに「お菓子」「たばこ」といった嗜好品もあっ
た.
(2) ソーシャルスペ スー
①　「趣味活動」
　「趣味活動」では , 「登山」「釣り」「プール」「ジョ
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ギング」「車」「球技の観戦」「休日の外出」などがあ
り, 個人で出来るものもあるが, 誰かと取り組むもの
もある. ここでは ,“楽しい”“わくわく”“快適”と
いう感情で表されていた. 
②　「社会的交流」
　「社会的交流」では, 「友人や知人と過ごす」「話す」
などが多く, “楽しい”“ゆったり”“ホッとする”とい
う感情で表されていた. また, 自分のことを理解して
くれる人との交流では自己肯定感という感情であった. 
③　「社会的環境」
　「社会的環境」は , 対象者の背景にもよるが, 学
校と職場に大別された. ここでは , “楽しい”“ヤル
気”“充実感”という感情の反面, “不安”“緊張”“恐
れ”という感情で表されていた. 
(3)　「ネガティブな感情からの離脱」
　「ネガティブな感情からの離脱」は , 仕事から帰宅
した時の状況を表していた. 「何もしなくて良い」「朝
起きなくて良い」「一日終わってやれやれ」というよう
な，緊張が解き放たれた状況を示し, “落ち着く”“安
らぎ”“ホッとする”“のんびり”という感情で表され
ていた. (図 3参照 )
4) 年代別居場所の傾向
　年代別でみた居場所の傾向として20代では, 男女
ともに「自宅や自室のソファやベッド( 座っている・寝
ている)」，「個人的な趣味や休息時間」を居場所とし
ていた. また「家族との交流や団らん」，「友人との
交流」を居場所とする人もいた. 他に，「自家用車や
カフェ」，「学校」を居場所としている人もいた. ただ
し, 働いている人は職場を居場所とする人もいた．
　30歳代では , 「自宅や自室」などプライベ トーなス
ペースをあげ, 同時に「仕事や職場環境」をあげて
いた. 家庭や家族，部屋の情景等の対象が具体化
し, さらに喫茶店や居酒屋などをあげる人もいた．
　40歳代では，自宅や職場の他に, 「家族や家庭」・
「子どもとの交流」や「家族との団らん」を居場所とし
ていた．さらに映画館など趣味活動の記載がみられ
た． 健康への気遣いも見られた． 
　50歳代では, 趣味や趣向を体調管理と共にアクティ
ブに取り組み出す内容であった．仕事や職場の記載が
少なくなり，山，川，自然の中．ジョギングやプールな
ど趣味活動や個人的な快適性を居場所としていた．
　60歳代および 70歳代以降では, 仕事や職場の記
載はなくなり，自宅や自分の時間に加え，孫や家族と
の交流や趣味のサークル活動などを記載していた. 死
や自身の寿命を意識した記載が見られた．(表4参照)
4．考察
1) 居場所の構成要素
　「パーソナルスペース」においては，自宅や家を
居場所としリラックス，安らぐ場所としていた．日常
当たり前のようにある「テレビ」「テーブル」「ソファ」
が要素と考えられる．さらに , 個人の安らぐ場所と
して「入浴する」「コタツ」「寝転がる場所」として「床
やソファ，ベッド」をあげていた . やはりリラックス
できる安らぐ場所は，個人の空間であり見慣れたも
のがあり， 自宅あるいは自室である事が多いと考え
られた．さらに，「その他落ち着く場所」に記載が
あるように「自分の好きなものに囲まれた環境」「見
慣れた場所」「飾らない自分でいられる場所」を落
ち着く環境とし,「自分自身が自分らしくいられる場
所」を居場所としている傾向にあると考えられた . 
パ ソーナルスペースにおいても「家族との団らん」を
要素にあげているように , 個人ではなく家族との絆
を確認することが居場所として大切であるといえる．
　一方，パーソナルスペースでは，「TVやゲーム」
などのような個人の趣味として活動している場所を居
場所としており, “楽しい”や“快適”といった感情
で表されていた . 自宅外の「自然の中」や「プール」
「イベント会場」「ドライブ中」など個人が好んで楽
しめることを行なっている場所は , 活動している時
が生きている実感を持てるものでもある事から居場
所としていたと考えられる. また ,「友人との会話」
などは , パーソナルスペースで家族などと過ごし
ているときに居場所としていたものと同等と考えられ
る．さらに，活動も一人の場合と誰かと一緒の場合
もあると推察され , いずれも自分の存在を実感出来
る場所であると考えられる. 仕事場において“やる
気”“自己肯定感”のように, 辛いと感じる場所であっ
ても自己の存在する場所であることがわかる. パー
ソナルスペースでの居場所における感情は，仕事場
における“緊張感”や“不安”感情と対比し, より
強化することに繋がると考える．
　以上のことより, 人が居場所と感じているところ
は , 心身共にリラックスでき, 自己の存在価値が見
いだされる場所であると考えられる．これは文部科
学省が「居場所とは，存在感を実感することができ, 
精神的に安心することが出来る場所. さらに, 安心
して身を置くことのできる場所」と述べていることと
一致する結果であると考えられる.
対話型アセスメントツール（居場所曼荼羅）の開発
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 11, No. 1, 2017
36 札幌市立大学研究論文集　第11巻　第1号(2017)
テレビ 家にいる・実家
リビングにいる
自宅・自室にいる
ソファに座っている
TVを観ている
入浴する
寝転がる
コタツの中にいる
ベッドや布団の中にいる
リラックスできる自分の場所
食事をする
家族との団らん
散歩
友人に会う・友人と話す
書斎にいる
職場にいる
仕事している
職場の人といる・対人
成功する
学校にいる
テーブル
ソファ
絨毯
家族
お風呂
入浴剤
窓
布団
ベッド
寝室
好きなにおい
会話
美味しいご飯 ご飯を食べに行く・飲み会参加
酒
有人・知人
仕事道具
仕事仲間
勉強しなきゃ 大変・行きたくない
緊張感・不安・恐れ
成長・興奮
集中する
自己肯定感
嬉しい・わくわく
楽しい・リラックス
リラックス・安らぐ・
安心・癒される・ホッ
とする・ 落ち着く
満足・やる気・
冷静・充実している
好きなものに
囲まれている
普段の自分
でいられる
パソコン・
デスク
職場・同僚・
上司
お客様・
売上
スニーカ ・ー
自然環境・森
林公園・芝
生・山・川
プール・ジョギング・サッ
カ ・ー登山・釣り・車・
競技観戦
【感情や気持ち】【居場所とその状況】【構成要素】
図 3．居場所の要素とその状況
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2) 年代別居場所の傾向
　年代別居場所の結果では年代ごとの特徴的な傾向
がみられた. 年代別居場所の結果から, いずれの
年代も発達段階の特徴とも一致する傾向である．
　エリクソン 15)は , 20 歳代では「アイデンティティの
確立の時期」であるとしている. 本研究では「誰に
も見られない自室 , ゲーム, TV」などのような個人
的な趣味や休息時間を居場所とする傾向にあった . 
30 歳代では「ライフスタイルが確立され, 仕事とプラ
イベ トーのバランスを保たれている時期」であるとし, 
「プライベ トーなスペ スーである家」と「職場環境」お
よび，サ ドースペースとも思えるような「居酒屋」な
どのような場所をあげる傾向にあった. 40 歳代にお
いては ,「社会的責任を果たす役割 ,家庭・家・家族
を大事に思い将来を計画し目標を設定する時期」で
あると述べており, 自宅や職場のほか家族を居場所
とする傾向にあった. また50歳代では , 仕事や職
場より自然の中での趣味活動などアクティブなことを
挙げる傾向にあり, 「子供も自立し再度自分に戻る過
程」と考えられている. さらに，ハヴィガ スートが「子
供の教育から手が離れ，大人としての余暇活動を充
実させる時期」16)と述べていることからも結果と一致
すると考えられる. 60 歳代および 70歳代以降では，
自宅のほか孫や家族との時間，交流，仲間との趣味
活動などを挙げる傾向にあり，「自分が健康でいられ
る」「諸行無常を考える」などと考えているように，「人
生の統合の時期 , 次の世代を担う人を育て自分の老
いを受け入れ , 見つめなおし振り返る時期」15) の特
徴があると考えられる. 
　これらのことより, 居場所を考える上で各年代の
特徴をふまえ, 発達段階に応じた環境を提供するこ
とが望まれる．
3) 療養環境における居場所の構成要素
　「パーソナルスペース」において, 被験者の多く
が誰にも干渉されない空間として個人が楽しむこと, 
いつもの場所でリラックスする状況を回答していたこ
とは , 川口らが, 入院環境において多床室であって
も個人の時間や空間を確保できる工夫が大事なこ
と 17) と述べているように，必要な条件であろう. 
また，「パーソナルスペース」における家族との団ら
んや, 「ソーシャルスペ スー」における友人との交流
などにおいて被験者が，自分が知る親しい人との交
流の場面で“安らぎ”や“ゆったり”“ホッとする”と
いう感情で表し, さらに，“自己肯定感”と表現する
人もいた．近年病院では個室が増えているが，川口
らが「個室での闘病生活の孤独よりは , 病気を抱え
て入院する者同士の助け合い関係が, 大きな支えと
なっている」17)と述べていることからも, 人との交流
や自己を肯定的に確認できる場所も療養に必要な要
素ではないだろうか. 
　個人の居場所に必要な要素は，「テレビ」「布団」
「ベッド」「本や新聞」「入浴する」「ソファ」「テーブル」
「温かい光」などであり, 一人でゆっくりとくつろげる
対話型アセスメントツール（居場所曼荼羅）の開発
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表 4．年代別居場所の概要
 家 (自室） 実家
　親戚・
祖父母
職場 自然 乗り物 娯楽
健康・         
人と会う他
20代
誰にも見られない，居るだ
け，ソファでぼんやり，ベッ
ド，布団，TV
絶対味方， 
何もしなく
て良い
元気な姿
を見せる
頑張ろう，
楽しいけど苦痛
自動車;
スピ ドー
感，ワク
ワク
ゲーム；
いつでも
どこでも
30代
帰る場所，家庭（妻と子
供），家族で団欒，落ち着
く，ゆったりしている自由な
空間
成長，成功，緊張
感，楽しい，学生の
成長を見ると幸せ
飲み屋,
喫煙所　
　
40代
家族と一緒，パートナーと
素でいられる，家族と共に
過ごす時間，触れ合い，安
らぎ，寛ぐ，平穏な日常
自分が成長できる
場所，充実感，責
任，やりがい，気が
引きしまる，安定
　
自動車；
仕事で
使用　
　
映画館；
非日常
50代
1人で寛ぐ，アロマ，ベッド，
パズル，好きなことをする，
自宅がある
プール，道路（ジョ
ギング），山，川，
自然の中，公園，散
歩，イベント，自由
な場
60代
家族や孫がいる自宅があ
る，非難されない，自由気ま
ま，家族がいて安心，許さ
れる，家庭円満
自然の中での散歩
古い昔の
レコード
やCD
自分が健康で
いられる，友
人と会う
70代～
家族と団欒，孫，窓からの
眺め死後も変わらず，息子
と同居，1人暮しには不安
故郷を懐か
しむ
甥に会う 庭
諸行無常を考
える，常に健
康でいる事
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環境であった . これは，渡邊ら18) による病室環境
の評価において，広くゆったり出来，プライバシーが
保てる空間が良く，さらにテーブルやソファがあるこ
とがリラックスできると評価していることと一致するも
のである．
　以上より，療養環境における居場所の構成要素は，
プライバシーが保てるくつろげる空間であり，それま
での暮らしの中で馴染んだ「テレビ」「ベッド」「テー
ブル」「ソファ」「本や新聞」があることが望ましいと
考えられる．さらに , 生活を支え合える人の存在や
親しい人の存在があり，自然に触れる環境があること
も要素と考えられる．
　例えば , 療養環境を考える際，入院患者の発達
段階に応じて「パ ソーナルスペ スー」および，「ソーシャ
ルスペ スー」の「社会的交流」と仕事ができる環境で
ある「社会的環境」なども整える必要もあるのではな
いだろうか. 同様に , 介護者である家族であった場
合にも, 発達段階に応じた「パ ソーナルスペ スー」お
よび「ソーシャルスペース」を充実させ，仕事や人と
の交流，自然とのふれあいが可能な環境を提供でき
るように整えることも必要であると考えられる. 
4) 研究の限界と課題
　今回開発した対話型アセスメントツール「居場所曼
荼羅」は , 15 分〜 20 分程度で実施でき簡便である
と考えられる. プレテスト時に得られた課題は概ね
改善されたといえるが, 棄権に至らないまでも「何を
書いて良いのかわからない」「答えづらい」という意
見が，一定数あった. 「居場所曼荼羅」を用いた記
入調査は，「居場所」という極めて個人的なものに関
して質問者と対話をしながらその構成要素を明らかに
しようとする調査である．そのため, 自らの内面に踏
み込まれているような印象を与えており,「答えづらい」
という意見につながっていると考えられる. このよう
にプライバシーに踏み込むような側面もあるため, 対
象者と調査者の関係性が結果に影響したとも考えら
れる. 質問項目に関しては ,「想像してください」「ど
んな感じですか」といった曖昧な表現を用いている
ため, 解釈が難しい部分があるといえる. 今後, よ
り明解な教示方法を検討していく必要がある.
5．今後の展望
　今回は療養者が必要とする居場所の探索のための
ツールの開発を目的として, 健康な一般の人を対象
に実施した. 今後は , 今回の示唆をふまえて被験者
が回答しやすい場の設定や教示, 条件を精査してく
必要がある. 条件を設定し調査をすすめていきたい．
6．結論
　人の居場所とは , 心身共にリラックスでき, 自己
の存在価値が見いだされる場所である. 療養環境に
必要な居場所の構成要素は , 「パ ソーナルスペ スー」
と「ソーシャルスペース」のバランスが保たれている
こと, さらに , 生活を支え合える人の存在や親しい
人の存在があることが望ましく, 自己を肯定的に捉
えることができる環境と示唆された．また, 療養者
及び介護者の両者にとって心地よい療養環境となるよ
う, 発達段階に応じた環境の調整も必要であると示
唆された.
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函館市西部地区における町家型戸建住宅の構成
金子 晋也１）　　東出 佳子 2）
１）札幌市立大学デザイン学部　２）札幌市立大学大学院デザイン研究科博士前期課程
抄録 : 本研究は，函館市西部地区における町家型戸建住宅の構成に着目し，その建築的特徴
を都市空間との関連性から把握することを目的とするためのケーススタディである．対象事
例からは，以下の５点を建築的特徴として整理した．１）建物のボリューム形態と都市形態
との対応，２）空間の機能と自然環境 , 社会構造の変化との対応．３）空間構成における慣
習的なスケールの継承，４）過去の建築部位の名残，５）メンテナンスや植栽など生活行為
との環境の対応．これらの特徴は，北海道における町家型戸建住宅を評価する指標としても
有用であるといえる．
キーワード :函館，木造，町家，戸建住宅
A Study on the composition of Townhouses in Western District 
of Hakodate
Shinya Kaneko1）, Yoshiko Higashide2）
1）School of Design, Sapporo City University,   
2）Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University 
Abstract: The aim of this study is to examine the characteristic features of townhouses in western 
district of Hakodate city focusing on the relationship between urban space and architectural space. 
In this study, the following five architectural characteristics of townhouses are revealed: 1) the 
correspondence of building volume with city form 2) the correspondence of building function with the 
natural environment and the structure of society, 3) the legacy of the traditional scale, 4) the remnants 
of building elements, and 5) the interaction between human behaviour and the environment. In addition, 
these characteristics may also be considered a useful index for evaluating detached-type houses in 
Hokkaido that are similar to townhouses.
Keywords: Hakodate, Timber Architecture, Townhouses, Detached-type house
1．緒言
　日本の都心部では，都市構造の変化や高齢化によ
る社会構造の変化などにより，既存不適格の零細な
木造住宅が取り壊され，新建材の住宅や中高層のコ
ンクリートマンションに更新される様子がみられる．
これらの変化の特徴は，箱状の建築形態が土地の性
質と関係なく反復する点にあるといえる．特に，北海
道では陸屋根や凹凸のない立面が好まれることから,
この特徴が顕著である．
　一方で，近年の建築思潮の展開をみると，これら
木造住宅の価値を創出し,持続的な都市環境を再構
築しようとする実践もみられる．北海道でも，函館市
西部地区を中心に，木造住宅を活用した先駆的事例
がみられる 1)．
　本来，北海道の各都市では，雄大な自然環境と直
交座標系の合理的な都市計画が拮抗する上に，大火
や戦争などの復興計画や，極端な人口流入などに対
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応することで住宅のバリエーションを展開しており他
地域には無い固有の特徴があったといえる．なかでも，
都市化とともに増加した町屋型住宅に着目すると，幅
広の道路に小さな住宅群が面する様子は，北海道固
有の都市景観として位置付けることができる2）．
　これらの住宅は，近代日本の住居史において重要
な資料であり，寒冷地の建築設計の展開を示すもの
といえる．さらに，寒冷地都市にいかに住まうか，豊
かな生活空間を形成するかなど，都市環境において
も重要な視座を与えるものである．
　しかし，文化財として保護対象となる事例を除くと，
これらの多くが戦後から高度経済成長期の零細な木造
住宅であり，既存不適格建築物として災害対策や居住
環境としての問題も多い．そのため，研究対象として
扱われることは少なく，建築的評価も明確ではない．
　そこで，本研究は，北海道における木造の町家型
住宅を対象とし，住宅の形態と都市空間との相互の
関連性に着目することで，その基礎的な指標を整理
することを目的とする．
　北海道の住宅については，足達による一連の研究 3)
や，遠藤による著書 4）などにまとめられている．また，
近年の学術的研究では，三角屋根 CB造住宅に関す
る史的研究 5），北海道福島町における住宅様式の年
代比較 6）などがみられる．
　しかし，これらの研究では，建築計画学や建築史
的視点から建築単体の特徴は述べられているものの，
都市空間との関係に着目するものは少ない．また，今
後の寒冷地建築の設計指針を示す研究は少なく，そこ
から活用指針を整理しようとする報告もみられない．
　このように，寒冷地の住宅建築の住宅ストックとし
ての認識は十分ではなく，その活用方法の実態を示
すことは今後の寒冷地の住宅指針を示す上で重要な
示唆が得られると考える．
　また，本研究では，居住者の属性や生活・風習の
変化などについては言及していないが，これは町家型
戸建住宅に関する即物的な情報を整理することで同
地区の他事例と比較検討が可能な指標を得ようとした
ためである．しかしながら，本研究で得られた資料は， 
社会学，生活学など文化的な側面に関する研究を補
完することも考えられる．
2.調査方法
 
　本研究では，ケ スースタディとして函館市西部地区
の町家型戸建て住宅(A家 )を対象とする．まず，函
館市西部地区の町並に関する報告書 7），「函館市史　
都市・住文化編」8），各種地図資料 9 〜12)など主な文
献資料を整理した．
　現地調査では,可能な物件に関して実測調査とヒア
リング調査を行った 3）．さらに，対象事例と文献資料
との照合，比較により，函館における町屋型住宅がど
のような要素と対応しているか具体的な建築的特徴を
把握し，今後の調査を行う上での指標を整理した．
3. 分析対象の概要
　対象事例は，函館市西部地区の郊外に立地する木
造建築の町家型戸建住宅である(図1)．対象事例
がある地域は，「函館市史　都市・住文化編」から，
明治11年(1878 年)と12年(1879 年)の大火後に行
われた街区改正，明治12年(1879 年)の函館公園の
完成，明治14年(1881年)の谷地頭の埋め立て工事
の完成などの影響を受けていることが分かる．具体
的に，図 2の明治 9年 (1876 年 )と明治 25 年 (1892
年 )を比較すると，街区改変に伴い背割りの街区
割に加え，現在の電車通り (西部環状線 )側から
の新たな街区割がみられる．対象事例の敷地も市
電通り沿いである．
　また，図2の昭和 35年(1960 年)をみると，南北
軸の道路が新設され，街区が東西に3分割されてい
る．これは ,昭和９年(1939 年 )に北海道庁函館復
興部から刊行された「函館市復興計画図」10） における
8米道路と一致する．また,同資料では電車通りの拡
幅も計画されている．よって,本街区は，昭和 9年の
大火後に現在の骨格が形成されたといえ，都市空間
の形成という視点からみると，明治中期の都市開発
と昭和の大火の復興計画という2点の影響を反映する
区画であるといえる．
　また，ヒアリングからは ,「対象事例の前所有者(親
世帯)は，昭和 9 年(1934 年 )の大火前は電車通り
挟んで向かいに居住しており，現在の敷地は畑地だっ
た．現在の敷地に住宅が移動した時期は大火後であ
る．」ことがわかった．さらに，具体的な建築年代は
不明であるが，「建築は昭和30 年ごろ」という聞き取
りも得られた．一方で,昭和 23年(1948 年)の航空
写真 11）をみると，現在の敷地に建物の影は確認でき
ず，昭和 34 年(1959 年 )の住宅地図 12）には対象事
例の記載がみられない．よって，対象事例の建築年
代は，1960 年以降であると推測される4）．
　以上から，対象事例は，明治から昭和初期にか
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けた函館の都市空間の変化を反映した，戦後の木造
の町家型戸建住宅といえる．
4. 対象事例の特徴
1）建物ボリュームからみた空間構成
　対象事例の建物ボリュームは，図3のように大きく
３つに分けられる．V1は，木造 2階建てのボリューム
であり，1階は 6 畳（室 1-1）と8畳 (室 1-2)の続
き間，2階は階段を挟んで接道側の 6畳（室 1-3)と
隣地側の寝室（室1-4)がある．また，V1の南側には
写真 2のように，玄関（室 1-5)と台所（室 1-6)を含
む下屋が接続している．V2は，木造一部 2階建ての
ボリュームであり，1階は接道面側の書斎（室 2-1)と，
隣地側に6畳(室 2-2)と8畳（室 2-3)の続き間があ
り，隣地側 2階には6畳（室 2-4)と8畳（室 2-5)の
続き間がある．V3は， 幅2.5間の車庫兼物置小屋(室
3)である．これらのボリュームに加えて，隣地側には
物置小屋が増築されている．V1は，6畳と8畳の続
き間を持ち，接道側に台所が付属する平面構成であ
るが，これは函館で大正期から昭和初期に建てられ
た社宅長屋の平面構成と類似点を持つ．
　各室の用途をみると， 主にV1が居住スペ スーであ
り，V2は書斎などとして使われているが，V1の付属的
な機能であると考えられる．過去には，前所有者(親
世帯)が1階に居住し，現所有者は 2階が主な居住
図 4　対象事例の実測図
図2　対象街区の変化
* 図注：平面図中の数字は天井高を示す。
* 図は文献 3）の地図より作成
図 3　建物ボリューム
写真1　対象事例の外観写真図1　対象事例の立地（縮尺：1/4000）
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スペ スーであったり，室 2-1を貸部屋として利用したり
するなど，複数世帯が共同生活を行っていたことがヒ
アリングからわかった．そのため，室 3隣地側から室
2-5への出入り口や，室 3から室 2-1への出入り口が
設けられており，これらの出入り口は現在も使用され
ている．このように，複数の室が玄関を介さず外部空
間と接続する形式は，単身者などが部屋を間借りする
という社会構造に対応した空間構成としてとらえられ
る．
　また，室1-2と室 2-1は，近年リフォームされており，
両室ともに収納スペ スーが設けられている．特に，室
2-1東側の収納スペ スーは，当初中廊下であった空間
を転用したものであるが，要因は中廊下が風の通り道
となるためであることがヒアリングからわかった．一方
で，中廊下を閉鎖したことにより，現状では回遊型の
平面構成となっている．
　次に，断面構成をみるとV1と下屋には 350 ㎜の段
差があり，V1とV2の間には400 ㎜の段差がある．こ
れらの段差は敷地北面から敷地南面にかけた傾斜に
対応したものである．
　また，各室の天井高をみると，室 1-1が 1967㎜，
室1-2が2091㎜と7尺未満で特に低いことがわかる．
低い天井高は，戦前までに建てられた函館の町家型
住宅に類似しているが，これは耐風や資材不足などを
反映した慣習的なスケールであると考えられる．一方
で，V1の 2階や V2の階高は 7尺～8尺であり，近年
の一般的な木造住宅のスケールといえる．
　以上から，対象事例の特徴として，建設された時
代の典型的平面構成との類似（接道台所，中廊下な
ど )や，社会構造との対応（多数の出入り口)，自然
環境への対応（回遊型動線，傾斜に対応した段差 )，
慣習的なスケールの継承（続き間，低い天井高)など
を検証することにより通時態としての建築的特徴がと
らえられる．
2）外部空間の特徴
　建物の外壁材は，主にサイディング材（190mm 幅）
である．サイディングの貼られていない建物北面の外
壁材がモルタルであり，さらに板張りがみられる（写
真 3)ことから，外壁材は板貼り・モルタル・サイディ
ングの三層構造であると予測される．
　サイディング工事は，約 30 年前にモルタルの外壁
上から直接貼り付けたものであり，定期的に水洗いす
ることで塩害による錆を防いでいる．また，屋根材は
一般的な鋼板葺きであるが，板金工事は防水塗装業
者が工事を請け負っている．さらに，同時期にストー 写真 5　植栽などによる外部空間の活用
写真 4　近隣の町家型戸建住宅
写真 3　板張りの外壁材
写真 2　内部空間（室1-1から室1-6をみる）
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ブ暖房からガス暖房に変更するなど，1980 年代には
現在の建築的特徴が形成されている．
　「函館市史　都市・住文化編」から，当地域には，
昭和 9 年（1934 年)以降に建設された建物が多いと
される(5)が，それらの事例と比較すると外観上の特
徴は大きく異なる．特に,開口部や屋根回りの意匠を
みると，対象事例は引き違い窓で切妻屋根と簡素な
つくりとなっており，写真 4の様に大火後に建設され
た周辺の事例にみられる格子戸，出窓，上げ下げ窓，
軒蛇腹など洋風の意匠がみられない．一方で，外観
の特徴として過去に使われていたストーブの煙突跡
や，サイディング，アルミサッシュなど周辺の住宅とは
親和性が高いといえる．
　対象地区は，大火後に道路が拡幅されており，そ
の際に松など燃えにくい街路樹が植えられることで幅
広の道路と松という固有の景観を形成している．対象
事例の南側にも松の植栽があり，鉢植えや玄関回り
とガレージ周りの鉢植えと相まって，独特の外部空間
を形成している．東側接道部の鉢植え（写真 5)は，
建物の入隅によって囲まれた外部空間に設けられて
いる．このように建物や敷地の凹凸と植栽の呼応は，
敷地条件の厳しい東京や大阪など大都市の下町にも
みられる趣味的振る舞いの空間として評価できると考
えられる．
　このように，対象事例の外部空間の特徴は伝統的
な様式とは著しく異なるが，工業製品を用い自然環
境に対応した構え（サイディング，アルミサッシュ)や，
植栽のあふれだしなど，現代の町家型戸建住宅の共
時態としての建築的特徴がとらえられる．また，外壁
材の重なり（下見板・モルタル・サイディング )や過去
の構成要素（煙突跡)からは，通時態としての建築的
特徴がとらえられる．
5. 結論
　以上のように，本稿では，これまでの研究では見
落とされていた木造の町家型住宅を，都市空間との
対応から論じた．その結果，対象とした町家型住宅
から，以下のような建築的特徴が整理できる．
（1）建物のボリューム形態と都市形態との対応
（2）空間の機能と自然環境，社会構造の変化との対応
（3）空間構成における慣習的なスケールの継承
（4）過去の建築部位の名残
（5）メンテナンスや植栽など生活行為との環境の対応
　これらの特徴は，北海道における町家型戸建住宅
を評価する指標としても有用であると考える．
注
(1) 現地調査において，近年，函館西部地区の空
き家を活用し，函館への移住者を募るものと
して，箱バル不動産（http://hakobar.com/, 
2015.10.31( アクセス日）) の活動などが観察
できた．
(2) このような視点から，筆者らはこれまでに函
館の都市空間に関する研究を行ってきた．
(3) 2016年 4月29日，7月31日，8月17日，8月18
日に現地での調査を行った．
(4) 補足的に登記簿をみると，現在の所有者となっ
たのは昭和 56 年（1981 年）からであった．
(5) 8)p432 の「谷地頭近辺は，明治中期から住宅
地として開発されているが，昭和九年の大火
により，ほとんどの地域が消失している．現
在残っている住宅のほとんどが、一九三四（昭
和九）年の大火後に建設されている」という
記述から判断できる．
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大学教員の継続的な介入支援による A病院の看護記録の変化
神島 滋子　中村 惠子
札幌市立大学看護学部
抄録 : 本研究の目的は看護教員が行った臨床への看護記録の継続介入支援の成果について介
入前後の比較を通して明らかにすることである．研究方法は A 病院の 5 つの病棟においてラ
ンダムに患者 1 名につき該当する月の 1 週間の記録と看護計画，アセスメントについて介入
前と介入後の記録を調査対象とした．分析はそれぞれの項目が記録されているか否かの記入
率について介入前後で比較した．倫理的配慮として札幌市立大学倫理委員会の承認を得た．
分析の対象患者数は介入前 50 名，介入後 50 名分の記録であった．記載のあった看護計画は
介入前 70 件，介入後 64 件であった．看護計画のデータベース上の修正のないものは介入前
92% であり，介入後は認めなかった．その他データベースの記入率，看護計画の記入率，SOAP
の各項目の記入率を比較したところ，多くの項目で介入後に記入率が上昇した．データベー
スはアセスメントのうち早期に患者の全体を把握するためのツールであるが，今回の結果で
はすべてのアセスメントフレームで記入率が上昇した．看護計画では「項目」「情報」など疾
病の特性や問題の原因となる項目の記入率が増加していた．さらに，SOAP では情報をアセス
メントして実践にうつすためのプランが増加しており，それぞれの看護実践における患者の
十分なアセスメントと判断した上での実践が行われるようになったことが示唆された．
キーワード :看護記録，介入支援，記入率
Changes in the nursing records at Hospital A due to continued 
intervention support by university teaching staff
Shigeko Kamishima, Keiko Nakamura
School of Nursing, Sapporo City University
Abstract: The purpose of this study was to reveal, through a before-after comparison, the outcomes 
of ongoing intervention support of nursing records by clinical nursing teachers. Research methods were 
based on the random survey of records and nursing care plans for one week records of the relevant 
month per patient, which were assessed pre- and post-intervention in five wards in Hospital A. Our 
analysis compared the fill rate for each item before and after intervention. Approval was received 
from the Sapporo City University Ethics Committee. The target number of patient records used for 
the analysis was 50 before the intervention and 50 after the intervention, and 70 nursing care plans 
were reviewed before the intervention and 64 after the intervention. We found that 92% of nursing 
care plans were without modification pre-intervention, while no modified plans were observed after 
the intervention. The completion rate for other data and the fill rate for the nursing care plan were 
compared for each SOAP item, with the fill rate after the intervention increased for a number of items. 
The database is a tool for gaining a quick understanding of the patient’s need during assessment, and 
the results showed that the fill rate rose for the entire assessment framework. Fill rate scores items on 
the nursing care plan related to illness characteristics and causes of problem increased. Furthermore, the 
assessment information in the SOAP and planning to put it into practice increased, and it suggests that 
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1．緒言
　看護記録は保健師助産師看護師法による規定は
ない．日本看護協会による看護記録および診療情
報の取り扱いに関する指針 1）では看護記録の構成
要素を「基礎情報」「看護計画」「経過記録」「看
護サマリー」と示している．看護計画は全ての患
者のケアの質を担保して実践するためには欠くこ
とはできないものである．また，看護記録は看護
の実践や思考の過程を表すものでもあり，その充
実は看護の質を示すものといえる．
　小堀ら 2）は，看護記録の質向上の成果として電
子カルテの標準看護計画のマスタ使用率や追加率
等をその指標として使用している．また，山原ら 3）
は看護記録の質向上をめざした取り組みとして看
護記録の監査の成果などを報告している．しかし，
看護記録の質向上についての先行研究はまだ十分
ではない．
　看護記録を行う看護師の背景は様々であり，年
齢などによってもその教育背景から看護記録や看
護診断，アセスメントフレームを使用した患者の
包括的なアセスメントなど教育を十分に受けてい
ない職員も含まれることから看護師それぞれの看
護記録に対する認識は多様である．看護記録の問
題点として，柴田ら 4）は医学専門用語や略語，独
特な表記，情報とプライバシーの曖昧な境界，問
題点の主観的・常識的な表現，診療録との整合性，
等をあげている．また，押田ら 5）は経時記録がお
ざなりであること，記載と行動が連動しないこと
をあげている．これらは 10 年ほど前の先行研究
であるが現在も劇的な改善は見られていないこと
が臨床現場からは伺える．
　看護記録の改善に向けたアクションリサーチを
報告した佐藤ら 6）は，看護記録に関する問題点
として 1）どのように書いたらよいのかわからな
い，2）記録のチェック・指導する者がいない，3）
SOAP の基本となる初期計画上の問題点が患者の状
態に適していない，4）知識不足，5）病棟の記録
に対する積極的な雰囲気の欠如，を報告している．
また，SOAP の問題点について古澤 7）によれば，看
護の実践が O に記載され，A や P がほとんど記載
されなかったことが報告されている．
2．大学教員による介入支援の実際
　A病院は，平成 20 年に療養病床を回復期リハビ
リテーション病棟へと転換した．病棟の看護師た
ちは療養病床から回復期病棟への転換により，患
者への積極的な回復へのケアの実践が求められて
いたが，実際には看護計画の立案と実践が難し
いのが現状であった．そこで看護部長は現状を改
善すべく，リハビリテーション看護を大学で担当
している教員に病棟での看護援助の指導を依頼し
た．研究者は看護援助の指導のために看護計画の
立案状況や看護記録を調査した．その結果，看護
師による患者の把握や看護過程が十分に展開でき
ない現状が明らかとなった．病棟単位の問題では
ないのではないかと疑問を持ち，全ての病棟の看
護記録を閲覧し，看護過程の問題点を抽出した結
果，以下の課題が明らかになった．①データベー
スの情報から患者の全体像が見えない（情報量の
不足），②現在の患者の状態と看護問題の乖離（評
価の遅れなどから問題の変化に適応していない），
③標準看護計画がほとんどであり個別性がない，
または現状に見合わない計画，④看護計画に対応
した看護記録（SOAP）が極端に少ない（経時記録
のみ），④看護記録に不要な記録が多い（ルチーン
の点滴交換，蓄尿パックからの尿の廃棄について
の記載）⑤必要な記録が記載されていない，など
であった．これらの結果は，前述の佐藤ら 6）によ
る看護記録の問題と同様の傾向を示していた．
　そこで，看護師の問題解決思考の能力向上を目
的としてすべての病棟の看護師を対象とした介入
支援を行った．介入支援の内容は下記の通りであ
る．
【講義】
　講義は看護師の役割，看護過程に関する講義を
計 3 回行った．同じ講義を 2 回ずつ行い，できる
だけ多くの看護師が聴講できるように対策を講じ
た．
【看護過程・看護記録の指導】
　指導の対象はすべての看護スタッフとした．日
勤者に対しては決められた時間（午後の早い時間）
に集合できるものとし，対話形式のグループ指導
を行った．指導内容は看護過程についての記録方
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法や思考方法についてである．指導の手続きとし
て事前に（午前中）各病棟から取り上げて欲しい
事例についてのアセスメント（データベースの
ゴードンのアセスメントフレームの部分），看護
計画，数日分の看護記録を提出してもらい，研究
者がチェックした．これを元にその後，各病棟か
ら 2 名程度出席して集まり，提出された記録につ
いてアセスメントの視点から問題点の絞り方や看
護計画の立案，看護記録の書き方についてグルー
プへの助言・指導を行った．所用時間は 1 時間程
度であった．月に 1 ～ 2 回程度開催し，およそ 1
年半継続した．
3．研究目的
　本研究の目的は看護大学の教員が臨床看護師に
対して行った看護記録の継続的な介入支援の成果
について実際に記載された看護記録の介入前後の
比較を通して検討することである．
4．研究方法
1）調査対象
　看護師によって記録された患者のデータベー
ス，看護計画，および患者カルテの看護記録（受
け持ち看護師が記載する日々の看護記録）．
2）研究期間
　調査期間：平成 26 年 4 月～ 5月
　研究期間：平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月
3）調査方法
　A 病院の各病棟において，介入前（依頼を受け
講義を行った平成 24 年 7 月以前）と介入後（病
院の移転により集合形式による看護記録の指導介
入を中止した平成 25 年 8 月以降）の入院患者の
うち 2 週間以上入院していた患者からランダムに
各 10 名抽出した．それぞれの患者の患者カルテ
から，データベース，入院後 1 週間に立案された
看護計画を病院のシステムエンジニアに協力を得
てオーダリングシステムの必要項目のみを抽出し
転記した．抽出した項目はデータベースのゴード
ンの機能的健康パターンの情報およびアセスメン
ト 11 項目と総合アセスメント，看護計画の診断
領域（A 病院で定めた標準看護計画の問題領域），
関連因子（患者それぞれの看護問題に関連する因
子），看護問題（患者それぞれの看護問題），看護
目標，および標準看護計画を患者に合わせた「修
正の有無（修正なしをカウント）」のデータを抽
出した．また，看護記録は入院期間から 1 週間の
日勤・準夜勤・深夜勤のすべての看護記録の主観
的情報：Subjective data（以下，S），客観的情
報：Objective data（以下，O），アセスメント：
Assessment（以下，A），計画：Plan（以下，P）
についてフォーマットを作成し記録した．記録は
電子媒体にし，Microsoft Office 2010 Excel を使
用し記録した．記録の抽出および転記は共同研究
者である病棟のスタッフが行った．
4）分析方法
　分析はデータベースから抽出したすべての項目
について記録の有無の割合を算出し，記入率とし
た．また，介入前後で記入率を比較した．介入前
後の比較についてはχ2 検定を行い，有意水準は
5% とした．分析には IBM SPSS Statistics 22 を
使用した．
5）倫理的配慮
　札幌市立大学倫理委員会の承認を得た（通知
No.1343-1）．また，A 病院の倫理審査会の承諾を
得て実施した．本研究は臨床研究に関する倫理指
針に照らし，過去のカルテのデータを扱う際の個
人情報の扱いに準じて行った．患者に対する介入
はないため，病院で一括して入院時に同意が得ら
れているデータを，A 病院の管理の下で本研究に
利用した．なお，研究の成果は病院のウェブサイ
トなどを通じて情報公開の予定である．
　また，個人情報の保護については非連結型匿名
化を実施し，患者を直接特定できる個人情報は分
析対象から除外し，電子媒体への記録の過程で全
てを削除した．また，記録した看護師の氏名も特
定できないよう処理した．看護記録の電子化につ
いては病棟の共同研究者であるスタッフが行い，
分析を担当する研究者が個人情報を特定できない
よう配慮した．
大学教員の継続的な介入支援によるA病院の看護記録の変化
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表１　データベース(アセスメント）記入率の比較
比較
アセスメント項目 度数 (%) 度数 (%) p
健康知覚・健康管理 11 22.0 20 40.0 n.s.
栄養代謝 12 24.0 25 50.0 **
排泄 9 18.0 26 52.0 **
活動・運動 5 10.0 26 52.0 **
睡眠・急速 2 4.0 24 48.0 **
認知・知覚 5 10.0 16 32.0 **
自己知覚・自己概念 3 6.0 14 28.0 **
役割・関係 3 6.0 18 36.0 **
性・生殖 0 0.0 12 24.0 **
コー ピング・ストレス耐性 0 0.0 12 24.0 **
価値・信念 0 0.0 16 32.0 **
総合アセスメント 14 28.0 17 34.0 n.s.
　n.s. not significant,  *p<.05，　**p<.01
介入前(n=50） 介入後(n=50）
表２　看護計画の記入率
比較
項目 度数 (%) 度数 (%) p
診断領域 12 17.1 64 100.0 **
関連因子 17 24.3 42 65.6 **
看護問題 68 97.1 62 96.9 n.s.
看護目標 69 98.6 61 95.3 n.s.
修正なし 64 91.4 0 0.0 **
　n.s. not significant,  *p<.05，　**p<.01
介入前(n=70） 介入後(n=64）
5．結果
　対象記録数は介入前（非介入群）50 件，介入
後 50 件であった．したがって，データベースに
含まれる患者の包括的アセスメントに用いている
ゴードンの機能的健康パターンの 11 項目および
総合アセスメントは介入前後でそれぞれ 50 件で
あった．
　看護計画の数は介入前 70 件，介入後 64 件であ
り，看護計画は全ての患者において 1 件以上立案
されていた．看護記録は介入前 1474 件，介入後
1081 件であった．
　データベースに記載されたゴードンの機能的健
康パターン 11 項目および総合アセスメントの記
入率を表１に示した．介入前に最も記入率の高
かった項目は「栄養代謝」で 24.0%，次に「健康
知覚・健康管理」が 22.0% であり，全く記入され
ていない項目が 3項目（「性・生殖」，「コーピング・
ストレス耐性」，「価値・信念」）であった．介入
後で最も記入率が高かったのは「排泄」と「活動・
運動」でともに 52.0% であり，次に「栄養代謝」
50.0% であった．全く記入されていない項目はな
かった．介入前後を比較したところ記入率に有意
差を認めなかったのは「健康知覚・健康管理」お
よび「総合アセスメント」のみであった．その他
のパターンでは有意差を認め，介入後で有意に記
録率が増加した（すべて p<0.01）．
　看護計画は「診断領域」，「関連因子」，「看護
問題」，「看護目標」，「修正の有無（修正なしを
カウント）」も同じく記入率を算出し介入前後で
比較した（表 2）．「診断領域」の記入率は介入前
17.1% であったが，介入後は 100% の記入率であっ
た．「修正の有無」では介入前は修正がないもの
が 91.4% であったが，介入後は 0.0% であった．「診
断領域」，「関連因子」は介入後で有意に記入率が
増加した．「看護問題」と「看護目標」の記入率
は有意な差を認めなかった．
　看護記録の SOAP それぞれの記入率で比較した
結果を表 3 に示した．介入前は記入率が高かった
順に「O」88.9%，「S」55.8%，「A」39.5%，「P」0.1%
であった．介入後では記入率が高かった順に「O」
90.0%，「S」73.2%，「P」56.9%，「A」32.2% であった．
介入前後の比較では「S」，「O」，「P」の記入率は
介入後に有意に増加したが「A」は有意に減少した．
6．考察
1）アセスメントによる患者の理解
　ゴードンの機能的健康パターンのアセスメント
フレームはアセスメント，診断的判断と意思決定
に有用である 8）．患者の強みを含めた全体像を把
握し，看護問題を明確化するためのツールである．
　今回，各健康パターンのアセスメントの記入率
をみると，介入前には全く記入されていないパ
ターンが存在していたが，介入後ではほぼ全ての
パターンで記入率が増加した．このことは患者の
全体像の把握のための情報量が飛躍的に増加した
とともに，それをもとにアセスメントされたこと
を示すものと推測できる．患者の情報を知ること
は患者理解の第一歩であり，介入後の情報量の増
加は患者に関心を寄せ，能動的に情報収集がなさ
れた結果と考える．しかし，「健康知覚・健康管
理」および「総合アセスメント」の記入率で有意
な差が認めなかったのは，「健康知覚・健康管理」
には患者の既往歴など必ず情報を収集して記録す
ることが必要な内容が含まれ，介入前にもある程
度の記載がされていたためと考える．しかしなが
ら単純な記入率をみると「健康知覚・健康管理」
では 22.0% から 40.0%，「総合アセスメント」では
28.0% から 34.0% と記入率は大幅に増加しており，
この二つのアセスメントにおいても情報量は増加
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表３　看護記録（SO AP)の記入率
比較
項目 度数 (%) 度数 (%) p
S 822 55.8 791 73.2 **
O 1310 88.9 973 90.0 *
A 582 39.5 348 32.2 **
P 1 0.1 615 56.9 **
　n.s. not significant,  *p<.05，　**p<.01
介入前(n=1474） 介入後(n=1081）
（
入前（n=70）
（n=1474）
（％）
（％）
（％）
（％）
（％）
（％）
（
  gnificant, *p<.05,　**p<.01
  n.s.not significant, *p<.05,　**p<.01
  n.s.not significant, *p<.05,　**p<.01
ストレス耐性
後（ 64）
後（ 1081）
 (SOAP）の記入率
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したと考える．
　機能的健康パターンのうち「栄養代謝」，「排泄」，
「活動・運動」，「睡眠・休息」の項目は人間の基
本的な生理的なニーズをとらえる項目である．こ
れらの記入率は介入後に有意に増加がみられてお
り，患者の日常生活における問題点を明確にし，
患者のニーズにそった看護を展開することにつな
がると考える．大学教員の関わりの中でゴードン
の機能的健康パターンの考え方についても講義や
グループ指導の中で説明しており，看護計画との
関連において重要性を理解することにつながった
結果であると考える．
2）看護計画の変化
　看護計画では「診断領域」と「関連因子」に関
わる項目の記入率が増加していた．これは看護診
断や看護問題を特定するためのアセスメントが深
化したことにより，患者それぞれの問題がどこに
あるか，そしてその原因や影響する因子を特定で
きるようになった結果と推測できる．また，介入
前では看護計画について「修正なし」が 91.4％で
あり，これは標準看護計画をそのまま用いていた
ことを示すものである．しかし，介入後では「修
正なし」は 0.0% となり，標準看護計画から個別
性を意識した何らかの修正が行われたことがわか
る．これらのことから，アセスメントが充実し，
問題の原因となる関連因子の記載や計画の具体策
の部分の修正が加わったことなどが理由と考えら
れる．したがって，このことはアセスメントがな
され問題の背景が明確化した結果といえる．看護
問題の関連因子が明確化することは看護計画の具
体策がより患者の状態に合致した個別性のある看
護計画が立案できる可能性を示唆するものである
と考える．一方で看護計画の件数は介入前より介
入後の件数が減少している．これは，患者の問題
を吟味したことにより厳選された計画立案がなさ
れたことが示唆される．また，介入前には入院時
に立案したものが評価されずそのままとなってい
たことに比べ，定期的な看護計画の評価による減
少と推測される．
3）看護記録の変化
　看護記録は等しく入院後 1 週間に書かれた件数
であるにもかかわらず，その件数は介入後に減少
がみられた．これは，介入前には問題解決型の記
録としての SOAP ではなく単純な経時記録をして
いた頃の習慣が残り，患者の夜間の巡回時の「変
化無し」の記録や，点滴のルチーンの交換や膀胱
留置カテーテル装着中の患者の定期的な尿の廃棄
など，必ずしも看護記録に必要のない記載が多く
存在していたためである．介入後は看護記録の
SOAP に書かれるべき事柄が整理された結果，記
録数が減少したと考えられる．看護記録について
「A」は減少したが看護実践につながる「P」が増
加しており，それぞれの看護実践における意図的
な関わりが行われるようになったことが示唆され
た．SOAP の「A」の記入率が減少したのは「S」・「O」
の情報を分析することに関する迷いが生じている
ことも予測される．先行研究 6）7）において，「A」
と「P」の記録が少ないことが指摘されている．「P」
はこれから行おうとする実践を記載すれば良いの
に比べ，「A」はエビデンスに基づく記載が求めら
れるため，難しさを生じていることが推測できる．
一方で介入前では記入内容に混乱がみられ，「S」・
「O」では主観的情報と客観的情報の分別が正しく
行われておらず，また「A」に情報が書かれてい
たなどがあった．このことから，アセスメントに
ついてはまだどのように書いたらよいのかが不明
確であり，「P」にいたるための「A」を書くこと
に躊躇している可能性もある．今後，記入率のみ
でなく質的な内容的な検討が必要と考える．
4）介入の効果
　今回，看護に関連する記録物の大学教員の介入
前後の変化について検討した．介入前に抽出され
た課題について量的には改善したといえる．この
変化の要因は看護教員の介入が継続的にまた直接
的なフィードバックを行ったことと関連すると考
える．通常，看護記録については看護学生，ある
いは新人の時に指導を受けることがあっても直接
アドバイスを受ける機会はまれと思われる．自分
が実際に受け持っている記録を持ち寄り，アセス
メントから問題抽出，計画立案，実践としての看
護記録の一貫性についての指導は自己の日頃の看
護実践や記録方法を振り返る機会になったと考え
る．嶋崎ら 9）は疑似カルテを用いた体験型のロー
ルプレイやグループ討議により研修医，指導医，
看護師の記録の質の改善につながったと報告して
いる．このことが示すように記録についての認識
を変容させるきっかけとしてグループ指導など直
接的かつ体験的な学習が効果的であったと考え
る．また，今回の介入指導はその時出勤している
大学教員の継続的な介入支援によるA病院の看護記録の変化
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スタッフにランダムに行われたこともあり，特定
のスタッフではなく病院の看護師全体の認識の高
まりにつながったと考える．
7．結論
　A 病院に対し大学教員の継続的に行った介入支
援の前後で看護記録の記入率の変化について検討
した．
　その結果，看護アセスメントのゴードンの 14
のフレームのすべてにおいて記入率は増加した．
看護計画は看護目標と看護問題以外は有意に記録
率が増加し，修正率も改善した．また，看護記録
の SOAP のそれぞれについても A 以外は有意に記
録率が増加していた．A はエビデンスに基づいた
記載が求められ難しさを感じていることが推測で
きる．
　以上のことから，継続した介入指導により，看
護師たちは自分たちの看護実践を記録することを
習慣化することにつながったと考える．その蓄積
は看護過程への関心の高まりにつながると示唆さ
れた．
8．研究の限界と今後の課題
　今回の研究では記録の内容の質的な検討をされ
ておらず，あくまで量的な観点からの結果である
ことが本研究の限界である．
　今後は，介入前の課題に沿って，患者の看護問
題（計画）に沿った記載がされているか，SOAP に
おいて情報が適切に分類されて記録されている
か，情報を適切にアセスメントして実践している
かなど質的に分析し，介入支援の効果を検証する
と共に，今後の支援の方向性について明らかにし
たい．
文献
1) 日本看護協会：看護記録および診療情報の取
り扱いに関する指針．日本看護協会出版会，
東京，pp.30-31，2006
2) 小堀幸子，年光康雄，秋元安代：電子カルテ
での看護診断立案における標準マスタ使用率
の変化－小児に適した標準看護計画の修正に
向けて．日本医療情報学会看護学術大会論文
集　第 15 回：53-56．2014 
3) 山原和恵，松本紀子，山谷禎子，工藤泰子：
看護記録の質向上を目指した取り組みとその
実態．日本看護学会論文集：看護管理　43：
151-154，2013
4) 柴田恭亮，藤野成美：問われる記録の質－看
護記録や実習記録はカルテ開示にたえられる
か．看護教育　41（2）：96-100，2000
5) 押田茂實，児玉安司：カルテ開示時代の看護
記録－裁判に見る看護記録から．看護教育　
41（2）：101-106，2000
6) 佐藤友美，和泉成子，小川薫，滝口陽子，小峠愛：
アクションリサーチを用いた看護記録の改善
に向けての取り組み．福岡県立大学看護学部
紀要　3：21-31，2005
7) 古澤圭壱，前田樹海，山下雅子：多用される
看護記録に見る SOAP の問題点．日本医療情
報学会看護学術大会論文集　16 回：117-117，
2015
8) マージョリ ・ーゴードン（江川隆子監訳）：ゴー
ドン博士の看護診断アセスメント指針よくわ
かる機能的健康パターン（第 2 版）．株式会社
照林社，東京，pp.1-2，2006
9) 嶋崎明美，出口直孝，森内ルミ子，内海寿子，
野村千恵：記録改善を目指してカルテ監査を
体験学習につなげる有用性．日本医療マネジ
メント学会雑誌　10（3）：533-537，2009 
札幌市立大学研究論文集　第11巻　第1号(2017)
53
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 11, No. 1, pp53-60, 2017
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 11, No. 1, 2017
「装着型産褥子宮モデル」を使用した学習効果
─看護学生による子宮復古の観察から─
山本 真由美　渡邉 由加利　山内 まゆみ　森川 由紀　
石引 かずみ　宮﨑 みち子
札幌市立大学看護学部
抄録 : 本研究の目的は，開発した「装着型産褥子宮モデル」を装着した模擬褥婦の子宮復古
を看護学生が観察し，看護を実践することによる学習効果を明らかにすることである．対象
はA大学看護学部の3・4年生で研究協力を申し出た学生12名．調査期間は平成28年 3月中旬．
調査方法は（1）装着型モデルを装着した模擬褥婦 ( 教員 ) に対し，学生が子宮復古状態を観
察した．（2）終了後，学生に面接調査を行った．その内容は観察内容 ( 触診，計測診，問診，
視診，患者の反応 ) および装着型モデルに関する感想であった．分析方法は面接内容を逐語
録に変換し，学習効果に関連したデータを質的に分析した．倫理的配慮は研究代表者所属先
の倫理審査委員会の承認 (No．1529-1) を得て実施した．学習効果に関連したカテゴリーは「子
宮復古の観察ができる」，「褥婦の反応を確認・配慮しながら観察ができる」，「判断しながら
技術が実施できる」，「実習に類似した環境で実施できる」，「実施の振り返りができる」が生
成された．今回装着型モデルを使用することで，対象者に接する際に反応を観察しつつ，判
断を加えながら実施していた．子宮復古の観察は，下腹部という日常生活では他者が触れな
い部位を触診するため，対象者の羞恥心に配慮し，その反応も観察しながら実施する必要が
あり，開発した装着型モデルは臨床場面により近づいた中での学習が可能であることが示唆
された．
キーワード :看護基礎教育 ,母性看護学 ,技術教育，装着型産褥子宮モデル，教材開発
Evaluation of learning effects using a “wearable fetus and uterus model”： 
Observation of uterus involution by nursing students
Mayumi Yamamoto,  Yukari Watanabe,  Mayumi Yamauchi,  Yuki Morikawa, 
Kazumi Ishibiki,   Michiko Miyazaki
School of Nursing, Sapporo City University
Abstract: This study aims to determine the learning effects with nursing students in the nursing 
practice where nursing students observed uterus involution of a simulated patient (SP) wearing a 
“wearable fetus and uterus model” developed for this study (wearable model). Participants were 12 
students from the third and fourth years in the nursing department of A university, who had volunteered 
to participate in the study. In the study conducted in the middle of March, 2016, students observed the 
condition of uterus involution of the SP wearing the “wearable model”, and we conducted interviews 
with the students after the observation. Students were asked about the particulars of their observations, 
and about impressions of the wearable model. The records of the interviews were transcribed and data 
related to learning effects were analyzed qualitatively. This study was conducted with the approval of 
the ethics committee of the university the principal author is affiliated with (No. 1529-1). The analysis 
yielded the following response categories: abilities to ‘observe uterus involution’, ‘make observations 
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1．緒言
　看護教育を取り巻く状況として，平成14 年に文部
科学省が「大学における看護実践能力の育成に向け
て」（看護学教育の在り方に関する検討会）を提示し
た後，看護実践能力に視点が置かれるようになった 1）．
しかし，医療がさらに高度化し在院日数が短縮化し，
国民の医療安全に関する意識が向上したことなど，臨
地実習で実施できる看護技術の範囲や機会が制約さ
れてきた．そのため，看護基礎教育における実践能
力の強化がより一層求められてきた．平成19 年「看
護基礎教育の充実に関する検討会報告書」（看護基
礎教育の充実に関する検討会）では，学生の看護実
践能力を高めるという観点から，効果的な教育方法
について提言している．その中で，各種の看護技術を
実際に近い状態で適用できるようにするために臨床場
面を疑似体験できるような用具や環境の整備は，学
生の実践能力を向上させる有用な方策である2）とされ
ている．また，平成 23年に「看護教育の内容と方法
に関する検討会報告書」（看護教育の内容と方法に関
する検討会）においても，看護師に求められる実践
能力を育成するための教育方法として，学内でシミュ
レーション等を行うなど臨地実習に向けて準備をして
おくことの重要性が示されている3）． 
　一方，平成 27年に厚生労働省医務看護課長の連
絡として，「母性看護学実習及び小児看護学実習にお
ける臨地実習について」において，近年の少子化の
進展に伴い，病院以外の実習施設も実習に含めるこ
とができることや，臨地実習を充実させるために，実
践活動の場以外で行う学習の時間を，臨地実習に含
めても差し支えないこととし，その具体例が示された4）．
つまり，母性看護学領域ではより学生の看護実践能
力の育成に努力が求められているといえる．
　札幌市立大学では平成18年の開学以来，これか
らの大学生に獲得してほしい看護学の内容として実
践的に看護を学ぶことを重要視し，看護教育を実
践してきた．その一つの教育評価方法として，客観
的臨床能力試験(Objective structured clinical 
examination : 以下，OSCE）がある5)．
　母性看護学領域においても，OSCEを実施しており，
その時々で課題を明確にし，次年度の教育へ活用し
てきた．平成 24 年・25年度は OSCE 課題を「子宮復
古(1)の観察」として取り組んだ．平成 24年度は子宮
底をメジャーで正確に計測する技術の評価点が低い
状況にあった．その結果を受け，平成 25年度には演
習で強化し，子宮底計測は評価点が上昇した．一方，
評価項目「下着を下げ測定部を露出した」では評価
点が低下する結果となった．これは，教育用模型「産
褥(2) 子宮触診モデル」（以下，教育用模型）では抵
抗なく確実に下着を下げ計測部を露出できたが，模
擬患者の下着を下げる際には遠慮が生じたことで露出
不足につながったと推察した 6）．これらの経過から，
学生が対象者の反応を確認しながら，看護技術が適
切に実施できるような教材の工夫が課題となり，平成
26年度に「装着型産褥子宮モデル」（以下，装着型モ
デル）を製作した7）．　　
　そこで本稿の目的は，開発した装着型モデルを用い
て，装着した模擬褥婦(3)の子宮復古を看護学生が観
察し，対象者に看護することによる学習効果を明らか
にすることである．
2．用語の定義
1) 教育用模型「産褥子宮触診モデル」（写真 1）：
株式会社高研が製作した産後の子宮収縮の状態を
触診できる模型
札幌市立大学研究論文集　第11巻　第1号(2017)
while paying attention to and observing the response of the SP’, ‘use skills relevant to the conditions 
observed’, ‘conduct observations in an environment similar to clinical training’, ‘assess the self-care 
skills of the SP’, and ‘look back on the practices involved’. The students conducted the observations 
of uterus involution using a wearable model while assessing the responses of this SP. The wearable 
model developed here may provide an effective learning environment similar to that in clinical settings.
Keywords: Basic nursing education, Maternity nursing science, Education in nursing skills, Wearable 
fetus and uterus model, Development of teaching materials
写真 1　「教育用模型」を用いた触診場面
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2) 装着型産褥子宮モデル（写真 2）：平成 26 年度
に株式会社高研に業務委託をして製作した装着型
の産褥子宮モデルを指す（なお，装着型モデルは
平成 26 年度札幌市立大学共同研究費の助成を受
けて製作した）
3．研究方法
1）研究期間および調査期間
(1) 研究期間：平成 27 年 4 月 1 日－平成 28 年 3
月 31 日
(2) 調査期間：平成 28 年 3 月
① 4年次生；平成 28 年卒業式前まで
② 3年次生；平成 28 年 3 月 31 日まで
2）対象
　札幌市立大学看護学部の3年次生と4年次生で，
研究協力の同意が得られた看護学生（母性看護学
臨地実習を終了した学生）
3）データ収集方法
　対象者毎に，下記の方法 (1) から (3) を繰り返
す．
(1) 研究協力が可能な看護学生を募集する．
　研究協力が可能な看護学生は研究代表者の研究
室まで来訪してもらい，学業に支障がない調査実
施日を決定したうえで，白衣を着用して調査室に
来室するよう説明し，調査日に使用する課題を渡
す．
　課題内容は，「木下まりこさん（35 歳，初産婦）は，
3000g の男児を出産しました．分娩経過およびそ
の後の産褥経過も良好でした．本日は産褥１日目
です．前日の状態は，子宮底の高さが 15.0 ㎝で，
子宮底の硬さが硬いこと，悪露 (4) の色が赤色で，
その排出量が L ナプキンに半分の量であった．ま
た，今朝のバイタルサインズは正常であることを
看護記録より情報収集済みです．今から木下さん
の子宮復古状態を観察してください．①子宮底の
触診，計測診，問診，技術提供時の褥婦の反応を
観察してください．②悪露の状態を口頭で確認し
てください．③そばにいる指導者役の教員に，子
宮復古状態を報告してください．※この課題は，
OSCE ではありません．また，看護学生の看護技術
を評価するものでもありませんので，看護実践中
に何か困ったと思ったら指導者役の教員に気軽に
相談してください」である．
(2) 装着型モデルを装着した模擬褥婦（教員）に
対し，看護学生が産褥復古状態の観察を実施して
もらう．その場には，指導者役の教員が同席する．
(3) 看護実践終了後，看護学生に対し，面接調査
を実施する．
(4) 面接内容はインタビューガイドに基づき，①
何が観察できたか，②対象者の健康状態は判断で
きたか，③観察する上で，困ったことや悩んだこ
となどがあったか，④母性看護技術学で使用した
モデルとの違いはあったか，などであった．　　
4）分析方法
　面接調査の内容を以下の方法で分析した．
(1) 対象および面接時間は単純集計した．
(2) 面接内容はデータを逐語録に起こし，研究目
的に沿って文脈を抽出し，意味内容に留意しなが
ら意味のまとまりで分類し，カテゴリーを抽出し
た．
5) 研究における倫理的配慮
　札幌市立大学の倫理委員会の承認（No.1529-1）
を得て実施した．また，研究協力者には研究概要
と倫理的配慮を文書ならびに口頭で説明し同意書
に署名を得た．さらに，研究協力による心理的負
担を軽減するために，事前に実施する課題を提示
した．
　この研究に関連し，開示すべき利益相反関係に
ある企業などはない．
「装着型産褥子宮モデル」を使用した学習効果
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写真 2　製作した「装着型モデル」
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4．結果
1) 対象者の属性
　札幌市立大学看護学部 3 年 5 名，4 年 7 名，計
12名であった．面接時間は平均6分54秒であった．
　実施状況を以下に示す（写真 3，写真 4）．なお，
写真掲載は学生の許可を得ている．
2）装着モデルを使用した学習効果
　面接調査で得た逐語録から研究目的に関連する
120 の文脈単位を抽出した．意味内容のまとまり
から 11 のサブカテゴリーと 6 のカテゴリーを抽
出した．
　以下の結果は，カテゴリーを【　】，サブカテ
ゴリーを [　]，コードを《　　》で示す．
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写真 4　模擬褥婦へ対応をしながら計測する場面
写真 3　装着型モデルを用いての子宮底の計測場面
表 1　装着型モデル使用時の学習効果
カテゴリー サブカテゴリー コー ド
子宮底の高さが観察できた
子宮底の硬さが観察できた
子宮の触れ方が理解できた
膝の曲げ伸ばしを意識して実施できた
恥骨結合が観察できた
子宮底が計測できた
メジャー での計測を学べた
悪露の状態・量・臭いを聞いた
後陣痛の有無を聞いた
話す中で情報を得た
排泄を聞いた
食事摂取を聞いた
会話から休めていることがわかった
正常な経過をたどっている
前日より子宮収縮がよくなっている
問診内容と合わせて判断している
状態を考えながら問診した
実践しながら判断している
技術を実施しているときの表情・反応を観察できた
痛みがないかを顔を見て観察できた
触診の強さ、不快を与えていないかを観察できた
目線を見て問診できた
寝衣をどこまで外すのかをさぐりながら実施した
腹部を押されている感じがわかる
褥婦の気持ちを考えることができる
ショー ツを下げるときに気持ちを考えた
実施の振り返りができる 実施の振り返りができる 情報不足で判断できていないとわかった
褥婦自身が悪露を確認していた
褥婦自身が子宮をどのように確認しているかわかった
褥婦と一緒に触って確認できた
臨床と同じような環境でできる
声掛けを意識できた
実際の褥婦を想定して練習できる
実際に近いので実習でも困らず実技ができる
実習と同じ緊張感で行うことができる
実際に人に付いていたので自然とできた
話しかけると返答が返ってきて実施できる
実習のときの会話に近いと思う
実習経験に類似した環境で技術が
実施できる
判断しながら技術が実施できる
実習に近い状態で技術が実施できる
褥婦と会話ができる
褥婦の反応を確認・配慮しながら観察
できる
褥婦の反応を確認しながら子宮復古
の観察ができる
褥婦の立場や気持ちを考えることが
できる
子宮底の観察ができる
子宮底の計測ができる
褥婦のセルフケア能力を確認できる
子宮復古の観察ができる
褥婦のセルフケア能力を確認できる
問診により子宮復古状態の確認が
できる
問診により子宮復古の促進要因が
確認できる
判断しながら技術が実施できる
ながら観察
ができる
な環境でできる
が
臭いを聞いた
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　6 カテゴリーが形成された（表１）．
　【子宮復古の観察ができる】は，[ 子宮底の観察
ができる ]，[ 子宮底の計測ができる ]，[ 問診に
より子宮復古状態の確認ができる ]，[ 問診によ
り子宮復古の促進要因が確認できる ] の 4 つのサ
ブカテゴリーから形成された．
　【判断しながら技術が実施できる】は，[ 判断
しながら技術が実施できる ] の 1 つのサブカテゴ
リーから形成された．
　【褥婦の反応を確認・配慮しながら観察できる】
は，[ 褥婦の反応を確認しながら子宮復古の観察
ができる ]，[褥婦の立場や気持ちを考えることが
できる ]の 2つのサブカテゴリーから形成された．
　【実施の振り返りができる】は，[ 実施の振り返
りができる ] の 1 つのサブカテゴリーから形成さ
れた．
　【褥婦のセルフケア能力を確認できる】は [ 褥
婦のセルフケア能力を確認できる ] の 1 つのサブ
カテゴリーから形成された．　　
　【実習経験に類似した環境で実施できる】は，
[ 実習に近い状態で実施できる ]，[ 褥婦との会
話ができる ] の 2 つのサブカテゴリーから形成
された．
5．考察
　母性看護学の特徴は健康レベルやセルフケア能
力が高く，自己決定権を持つ対象者に看護するこ
とである．また，リプロダクティブヘルスの維持・
増進を目的にすることから，生殖器に関連する観
察が多く，看護を提供する際の対象者への配慮は
重要となる．
　以下に，子宮復古の観察技術および看護実践能
力の学習効果について述べていく．
1) 子宮復古の観察技術の学習効果
(1)【子宮復古の観察ができる】
　正確な子宮復古の観察は，産褥期の対象者の状
態をアセスメントする上では重要な技術である．
褥婦にとって自らの身体回復が遅れることは，育
児技術修得の遅れにつながる．装着型モデルを用
いて子宮復古の観察を行ったことで，《子宮底の
高さ》，《子宮底の硬さ》および《恥骨》が確認で
きている．また，正しく計測できるための原則で
ある《膝の曲げ伸ばしを意識する》ことができ，《メ
ジャーでの計測を学べた》と感じている．さらに，
正確な計測だけではなく，[ 問診により子宮復古
状態 ] および [ 子宮復古の促進要因が確認 ] でき
ている．これは，対象者に確認しながら，確実に
技術が修得できるという装着型モデルの学習効果
といえる．
(2)【判断しながら技術が実施できる】，【褥婦の
　反応を確認・配慮しながら観察できる】
　装着型モデルを用いたことで，《前日より子宮
収縮がよくなっている》，《状態を考えながら問診
した》など，【判断しながら技術が実施】できた．
また，《技術を実施しているときの表情・反応を
観察できた》ことや，《触診の強さ，不快を与え
ていないかを観察できた》ことから，【褥婦の反
応を確認】しながら技術を実施できた．さらに《褥
婦の気持ちを考えることができた》，《ショーツを
下げるときに気持ちを考えた》などから，【褥婦
の反応を配慮】しながら技術を実施できた．看護
は認知領域だけではなく，情意領域および精神運
動領域を統合させながら技術を実施していくこと
が求められる．既存の教育用模型では，正確な子
宮底計測の技術修得は可能であるが，対象者から
情報を得ることは難しかった．そのため，様々な
教育方法が検討されてきた 8 ～ 10)．しかし，装着
型モデルを使用することにより，知識を活用し判
断しながら，対象者が置かれている状況に配慮し
つつ技術を実施できたといえる．つまり，認知・
情意・精神運動領域を総合的に活用した学習経験
になったと考える．
(3)【実施の振り返りができる】
　学生は子宮復古を観察しながら，《情報不足で
判断できていないとわかった》と自らの実践過程
を振り返ることができた．看護実践におけるリフ
レクションおよび省察の効果は，実践知への気づ
き，看護実践能力の向上および専門職者としての
成長につながる 11）．つまり，自分が実施した過程
を振り返ることは実践知となり，この経験を繰り
返すことで，子宮復古の観察技術が上達し，看護
実践能力の向上につながるものと考える．
(4)【褥婦のセルフケア能力を確認できる】
　《褥婦自身が悪露を確認していた》，《褥婦自身
が子宮をどのように確認しているかわかった》な
ど，学生は褥婦が自分の子宮復古状態を把握して
いることを，対象者と接することで確認できた．
先にも述べたが，母性看護学はセルフケア能力の
高い対象者に看護する特徴がある．装着型モデル
「装着型産褥子宮モデル」を使用した学習効果
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を使用することで，対象理解を深める一助になる
ものと考える．
(5)【実習経験に類似した環境で技術が実施できる】
　《実際に近いので実習でも困らずに実技ができ
る》，《実習と同じ緊張感で行うことができる》，《声
掛けを意識できた》など，[ 実習に近い状態で技
術が実施 ]できた．また，[褥婦と会話ができる ]
ことから，【実習経験に類似した環境で技術が実
施】できた．学生にとり，臨地実習は緊張状態で
あり，ストレスの多い経験 12）ではあるが，看護
を学修する上では欠かせない経験である．実習前
に装着型モデルを用いることにより，心理的に安
全な環境下で技術修得に向け，反復した練習を行
うことが可能となる．そうすることで，“対象者
とコミュニケーションを取りながら，自分は観察
できる”といった自己効力感を持ちながら，実習
に取り組むことができる．したがって，装着型モ
デルを用いた教育は，認知・情意・精神運動領域
を統合したシミュレーション学習なるため，看護
実践能力の向上 13)14）に有用であると考える．
2) 看護実践能力の学習効果
(1) 学士課程におけるコアとなる看護実践能力
　看護系人材養成の在り方に関する検討会最終報
告書では，学士課程においてのコアとなる看護実
践能力と卒業時到達目標を設定している．
　【子宮復古の観察ができる】はⅡ根拠に基づき
看護を計画的に実践する能力の中の 5) 計画的に
看護実践する能力および 9) 看護援助技術を適切
に実施する能力に該当する．
　【判断しながら技術が実施できる】，【実施の振
り返りができる】はⅡの 4) 根拠に基づいた看護
を提供する能力および 9) 看護援助技術を適切に
実施する能力に該当する．
　【褥婦の反応を確認・配慮しながら観察できる】
は，Ⅰヒューマンケアの基本に関する実践力の中
の 1) 看護の対象となる人々の尊厳と権利を擁護
する能力および 3) 援助的関係を形成する能力に
該当する．
　【褥婦のセルフケア能力を確認できる】は，Ⅱ
の 6) 健康レベルを成長発達に応じて査定する能
力に該当する．
　学生が【実習経験と類似した環境で実施できる】
と感じたように，実習経験以外でも装着型モデル
を使用することでコアとなる看護実践能力を育成
することにつながる環境を提供できるものと考え
る． 
　戸田は看護実践能力を，看護過程を展開してい
く能力および構造化していく能力と規定してい
る．看護過程を展開していく能力は，①観察能力，
②対象認識能力，③立場の変換能力，④表現能力，
⑤感性的自己評価能力としている．また，看護過
程を構造化していく能力は，⑥理性的自己評価能
力としている 15）．
　以下に，本研究結果と戸田の①から⑥の関連を
表す．【子宮復古の観察ができる】，【判断しなが
ら実施できる】は，対象の事実から意味ある事実
を捉えることができるという観察能力といえる．
また，問診することで対象が持つ事実の意味を考
えることになり，対象特性をつかむことができ
るようになる対象認識能力を意味していると考え
る．【褥婦の反応を確認・配慮しながら観察できる】
は，対象の反応を観察することによって，自己の
実践を評価できるようになる感性的自己評価能力
である．また，配慮することは対象の感情を読み
取ることができるようになる立場の変換能力であ
ると考える．さらに，【褥婦のセルフケア能力を
確認できる】は，対象のもてる力を引き出すよう
に判断して働きかけことができるようになる表現
能力につながるのではないか．最後に，【実施の
振り返りができる】は，自己の看護過程を評価で
きることになり，理性的自己評価能力といえる．
つまり，5 つのカテゴリーは戸田のいう看護実践
能力を表しているといえる．
(2) 学士課程教育の「学士力」育成
　中央教育審議会答申の「学士課程教育の構築に
向けて」では，各専攻分野を通じて培う学士力が
示されている．その中の「汎用的技能」では，コミュ
ニケーション・スキル，論理的思考力などが学習
成果の一つと言われている．また，「態度・志向
性」では倫理観などがあり，「統合的な学習経験
と創造的思考力」では，知識・技能・態度等を総
合的に活用し，自らが立てた新たな課題にそれら
を適用する能力が必要であると述べている 16）．装
着型モデルを用いたことで，コミュニケーション
力が養われ，知識・技術・態度を総合的に活用で
きる経験となる．さらに，自ら実施した技術を振
り返ることで新たな課題を明確にすることにつな
がる．これらは看護学分野における「学士力」の
育成，つまり看護を実践する能力を養うことにつ
ながるものと考える．
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6．本研究の限界
　本研究は対象者が 12 名であったため，データ
数が少ないことが限界である．今後はデータ数を
増やしてさらに装着型モデルの学習効果を明らか
にしていきたい．
7．結論 
1) 装着モデルを用いた学習効果は，【子宮復古の
観察ができる】，【判断しながら技術が実施でき
る】，【褥婦の反応を確認・配慮しながら観察でき
る】，【実施の振り返りができる】，【褥婦のセルフ
ケア能力を確認できる】，【実習経験に類似した環
境で実施できる】の 6カテゴリーが抽出された．
2) 装着型モデルを用いることで，学士課程におけ
るコアとなる看護実践能力を育成することの一助
となる．
3) 装着型モデルを用いて学習することで，「学士
力」育成の一助となる．
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注
(1) 子宮復古：妊娠中に増大した子宮が，分娩後
4 ～ 6 週で，非妊時の大きさに回復すること
を指す．
(2) 産褥：妊娠・分娩によって生じた母体の変化が，
妊娠前の状態に戻るまでの期間を指す．
(3) 褥婦：産褥期間にある婦人を指す．
(4) 悪露：産褥期に子宮腔内や産道から排出され
る分泌物を指す．
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地域別将来推計人口と GIS( 地理情報システム )のリンク
-北海道・札幌市の人口減少，その未来への対応 -
原 俊彦
札幌市立大学デザイン学部
抄録 : 本研究では，社会経済要因や政策的要因の影響も扱えるシステム・ダイナミック・モ
デルを開発するとともに，そのシミュレーション結果を GIS( 地理情報システム ) に分解・投
影し，地方創生の人口ビジョンや総合戦略，KPI などの計画目標や成果を地理的に「見える
化」することを目指している．このため，その第一歩として，1)2000 年から 2010 年までの国
勢調査データを用い，札幌市南区を例にシェア・トレンド法の安定性を検討し， 2)2010 年の
地域シェアをもとに，札幌市各区の社人研地域推計人口を 2015 年から 2040 年まで 5 年ごと
に小地域に分解し，小地域ごとに人口指標 ( 年少人口割合，生産年齢人口割合，老年人口割
合，後期高齢者人口割合，女子 20-39 歳人口割合 )を再計算し，その結果を GIS で地図化した．
主な知見は以下の通り． 1)年次間の各小地域の人口シェアを回帰分析した結果，Xの係数 (傾
き :1 であれば変化なし，1 より大きければ拡大， 小さければ縮小 ) は各期間とも概ね 1.00，
決定係数 ( あてはまり :1 であれば完全一致 ) も 0.90 以上あり， 各小地域の人口シェアは年
次間で殆ど変化せず，シェア・トレンド法の有効性がが確認できた．2) 地図化の結果，各指
標について札幌市全体の地理的分布が時間の経過とともにどのよう変化して行くかを俯瞰す
る上で，この手法が非常に効果的であることが確認できた．
キーワード : システム・ダイナミック・モデル， GIS( 地理情報システム )， 地方創生，人口
ビジョン，シェア・トレンド法，地域人口推計
Linkage between Regional Population Projection and GIS :
The Population Decrease of Sapporo， Hokkaido， Their Futures
Toshihiko Hara
School of Design, Sapporo City University
Abstract: This study aims to develop a system dynamic model which is able to simulate a regional 
population with changing conditions of socio-economic factors and policy measures, to break down 
its results to small areas and to display them by linking them to the GIS (Geographic Information 
System). It will be possible to visualize the outcomes of “Population Vision,” “Strategic Plan” and “KPI 
Attainment” of “Chiho Sousei (Regional Revitalization Policy)” geographically. For the first step of this 
study, 1) I analyzed the stability of the shares of a small area population to the total population, using 
the Census data in small areas of Minami-ku (district) of Sapporo City from 2000, 2005 and 2010. 2) 
Based on the Share-Trend method (which assumes whether the distribution of small area shares is stable 
or follows the same trend), I broke down the results of the regional population projections of Japan, 
2010–2040 (NIPSSR 2013), for ten districts of Sapporo City to small areas from 2015 to 2040 every 
five years, recalculated the ratios of younger, working, elder, advanced elder and highly reproductive 
age population in each sub area, and displayed them by linking them to the GIS. Important findings are: 1) 
the regression analysis of small area shares between the Census years showed high stability (β is nearly 
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1．緒言
1) 研究の目的と背景
　北海道の総人口は 1997 年の 570 万人をピーク
に減少に転じ 1)，2040 年には約 419 万人 (150 万
人減，26.3%) まで減少，一極集中が進む札幌市も
遠からず人口減少に転ずると予想されている ( 国
立社会保障・人口問題研究所 2013)2)．この厳し
い人口減少を前に，北海道と札幌市は過去・現在・
未来を見据え改めて地域社会の将来とそのあり方
を検討すべき時期に来ている．
　この研究プロジェクトは日本学術振興会科学研
究費・基盤研究 (C)(15K03849) を受け， 北海道と
札幌市を対象に，1) 地域人口の減少過程の基本的
メカニズムの解明，2) 人口学的要因 (出生・死亡・
移動 ) と社会・経済・生活基盤にもたらす影響を
把握・分析・予測，3) 社会経済要因や政策的要因
の影響も扱えるシステム・ダイナミック・モデル
(System Dynamic Model) を開発するとともに，予
見される問題への政策的対応を検討することを目
的としている (1)．
　本稿では，その第 1 歩として，札幌市の将来推
計人口を小地区に落とし， GIS( 地理情報システ
ム : 以下，GIS) で地図化する方法の検討とその結
果について報告する (2)．
 2) 地方創生における GIS 活用の必要性
　日本創成会議・人口減少問題検討分科会が 2014 
年 5 月に発表した「人口減少と消滅可能性都市の
一覧」3) が地域社会に与えた衝撃は大きく， 中で
も，北海道は日本全体の将来動向の縮図として市
町村の 80% 以上が消滅するとされ，将来に対する
不安が広がった．その後，「まち・ひと・しごと
創生法」(同年 9月 )が閣議決定され，「まち・ひと・
しごと創生本部」が発足，同法が施行 (同年 12 月 )
され，2015 年には，全国の自治体で「地方人口ビ
ジョン」・「地方版総合戦略」の策定作業が進めら
れた 4)．
　閣議決定された「まち・ひと・しごと創生長期
ビジョン，総合戦略」では，希望子ども数の実現
を通じ全国の出生力を 1.8 程度に向上させ，2060
年に 1 億人程度の人口を確保する，そのためには
2040 年頃までに出生力を置換水準の 2.08 まで回
復するという形で，国全体としての人口ビジョン
と実現のための総合戦略が打ち出されている 5)．
この日本全体の人口の見通しを受け，各地域で今
後どのように対処して行くか「地方創生」に向け
ての基本目標と基本戦略が検討・策定された．
　北海道の人口ビジョン 6) では，仮定 1 として，
①自然動態 ( 合計特殊出生率 ) を 2030 年頃まで
に 1.8，2040 年には人口置替水準の 2.07 を回復
する，②社会動態 ( 純移動数 ) について 2019 年
までに転出超過数を現在 (2014 年 ) の約半分に，
2025 年には社会増減数を均衡させたとすれば，
2040 年の総人口は約 458 万人なるというシナリ
オが設定された．また仮定 2 として，人口のウエ
イトが大きく，全国的にも少子化が最も進んでい
る札幌市の状況を考慮し，札幌市の自然動態 ( 合
計特殊出生率 ) が， 2030 年 :1.5，2040 年 :1.8，
2050 年 :2.07 とした場合 ( 純移動については仮定
1 と同じ ) には，北海道の総人口は約 450 万人に
なるとした．
　これに対し，札幌市の人口ビジョンでは，純移
動率の仮定を，同時に策定が進んでいた「札幌市
まちづくり戦略ビジョン」(2015)7) の長期将来推
計に合わせた．すなわち仮定 1 として，合計特殊
出生率が平成 42 年 (2030 年 ) に 1.5( 札幌市民の
希望出生率 )，平成 52 年 (2040 年 ) に 1.8( 全国
の希望出生率 )，平成 62 年 (2050 年 ) に 2.07 ま
で上昇するとした．この結果，仮定 1 では，平成
52 年 (2040 年 ) に総人口が 185 万人，平成 72 年
(2060 年 ) に 169 万人になると推計している．ま
た仮定 2 では，合計特殊出生率の回復が仮定 1 よ
り 10 年遅れるとした．この結果，仮定 2 では，
総人口は平成 52 年 (2040 年 ) に 181 万人，平成
72 年 (2060 年 ) に 161 万人になるとしている．北
海道，札幌市は，これらの人口ビジョンの実現に
向け，結婚・出生・子育て支援はもとより，産業
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1 and r2 is more than 0.90). The assumption of the Share Trend method is successfully verified. 2) Maps 
of population index in the small area can demonstrate the changing geographical distribution in a time 
series effectively.
Keywords: System dynamic model, GIS (Geographic Information System), Chihou Sousei (Regional 
Revitalization Policy), Population Vision, Share-Trend method, Regional population projection 
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活性化を通じ，定住・移住を促進するなどの総合
戦略を打ち出している．
　2016 年度からは，各地方自治体で，このよう
な「地方人口ビジョン」，「地方版総合戦略」に
沿って設定された KPI( 重要業績評価指標，Key 
Performance Indicators) を中心に PDCA サイクル
(plan-do-check-act cycle) を回して行くことに
なる．しかし，ここで掲げられた人口ビジョンや
総合戦略の結果は，自治体全体や個々のプロジェ
クトの目標値・実績値であり，その結果として具
体的にどの地域がどう変化して行くのかという地
理的情報は含んでいない．このため，人口ビジョ
ンや総合戦略，それらに沿った KPI などの値も基
本的に自治体全体の平均値や代表値に留まる．
　北海道であれ札幌市であれ、実際には個々の自
治体内の各地区は均質ではなく，人口密度，性比，
年齢構造はもとより教育施設・福祉施設・まちづ
くりセンターなどの主要施設や上下水道・道路な
どのインフラやライフラインの配置，産業・経
済・住宅・農耕・森林などの土地利用に至るまで，
すべて地理的に独自に分布している．従って住民
の関心に応えるには，人口ビジョンや総合戦略，
KPI の平均値ではなく，自分が住む ( 地元 ) 地区
の将来を具体的に見せる必要があり，そのために
は，平均値や代表値を個々の地区に分解し，地図
化して地理的分布として把握できるようにするこ
とが必要とされる．
　GIS(Geographic Information System) は「地理
的位置を手がかりに，位置に関する情報を持った
データ ( 空間データ ) を総合的に管理・加工し，
視覚的に表示し，高度な分析や迅速な判断を可能
にする技術」(国土交通省国土地理院 2015)8) であ
り，阪神淡路大震災や東日本大震災などの教訓か
ら整備が進められ，近年では様々な情報を利用で
きるようなってきている．またコンピュータ・ネッ
トワークを通じクラウド処理やスマートフォンで
の活用も可能となり，既存のデータに加え新規に
集めた情報も地理情報としてアップロードし，統
合化することも可能となっている．
　そこで本研究では，地方創生の人口ビジョンで
も使用されているコーホート・センサス間要因法
をベースに，社会経済要因や政策的要因の影響も
扱えるシステム・ダイナミック・モデルを開発し，
そのシミュレーション結果を GIS に分解・投影し，
地方創生を地理的に「見える化」することを目指
している．
　本稿では，その第一歩として，全国各自治体が
地方創生人口ビジョン策定のベースとした国立社
会保障・人口問題研究所の日本の地域別将来推計
人口 ( 平成 25 年 3 月推計 )( 以下，社人研地域推
計と略記 ) を GIS に分解・投影するための方法を
検討・開発した結果を報告する．
2．研究方法 
1) シェア・トレンド法による推計
　社人研地域推計 1) では 2005 年から 2010 年の
国勢調査をもとに 1,799 市区町村 ( 福島県内を除
く，東京 23 区 ( 特別区 )，12 政令市 128 区，そ
の他 764 市，715 町，169 村 ) について 2010 年か
ら2040年まで30年間(5年ごと)の男女年齢(5歳)
階級別将来人口が推計されている．札幌市につい
ても，中央区・豊平区・北区・清田区・東区・南区・
白石区・西区・厚別区・手稲区の 10 区それぞれで，
2010 年から 2040 年まで 5 年ごとにそれぞれ性・
年齢 5歳階級別の推計人口が示されている．
　一方，推計の起点となった国勢調査 (2010 年 )
には同じく札幌市 10 区の性・年齢 5 歳階級別人
口が表章されているが，そのほかに小地域集計 9 〜
11)，地域メッシュ統計 (3) があり区よりもさらに細
かい地理的単位の人口を把握できる．
　そこで国勢調査 (2010 年 )11) のデータを使用し
性・年齢 5 歳階級別に区全体の値に占める小地域
人口の割合 ( 以下，小地域シェア ) を求め，この
値をもとに 2015 年から 2040 年まで 5 年ごとに，
社人研地域推計の推計結果の人口を各区の小地
域，地域の人口に割り戻すこと，また，そのよう
にして得られた各区の小地域の性・年齢 5 歳階級
別推計人口を使い，各小地域の人口指標 ( 年少人
口割合，生産年齢人口割合，老年人口割合，後期
高齢者人口割合，女子 20-39 歳人口割合 ) を再計
算し，GIS に投影し地図化することを考えた．
　この方法は，エリア内の総人口に占める小地域
シェアを求め，この小地域シェアの分布が一定ま
たは一定の傾向 ( トレンド ) で変化すると仮定し
推計するもので，シェア・トレンド法と名付ける
(4)．基本的には，全体の性・年齢 5 歳階級別推計
人口が地理的に一定の確率で各地域に分布すると
いう考えに立つ．
　このシェア・トレンド法に対し，社人研の地域
推計などで使用されているコホート・センサス間
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変動率法 (5) を使い，各区の小地域単位の性・年
齢5歳階級別人口推計を行う可能性も検討したが， 
①小地域では，性・年齢階級別人口が 0 人となる
ことは珍しくなく計算処理が困難である ( 前者で
は 0 人は単に 0 人として積算できる )，②人口規
模が小さい程，推計値は確率的に不安定となる(前
者では人口シェアが小さい程，誤差の絶対値は小
さくなる )， ③再集計した場合に区全体の値と整
合性が取れない ( 前者では全体の値を割り戻すだ
けなので整合性は保たれる )， ④ 1 桁未満の人口
の端数処理 ( 切り上げ，切り捨てなど ) により結
果が食い違う ( 前者では計算結果は地理的分布の
確率と解釈できるので端数処理は不要となる ) な
どの理由から採用しなかった．
2) 計算方法
　実際の計算は札幌市 10 区全体で行ったが， こ
こでは南区を例に計算方法を示す．
(1)2010 年性・年齢 5 歳階級別小地域人口シェア
　南区の i 地区について， 国勢調査 2010 年の小
地域データからの男子 m・年齢 5 歳階級別人口 P
の小地域人口シェア S を以下の式で算定する． 
同様の計算を女子 f，さらに全地区で行う．
(2) 2015 年性・年齢 5歳階級別推計人口
　南区の i 地区について，社人研地域推計の南区
の男子 m・年齢 5 歳階級別推計人口 Pˆ に男子 m・
小地域人口シェア S を掛け，以下の式で，小地域
の推計人口に割戻す．同様の計算を女子 f， さら
に全地区で行う．
(3) 小地域の人口指標の計算
① 20 − 39 歳の女性人口割合
　南区の i 地区について， 20 − 24 歳から 35 − 39
歳までの女子 fの推計人口 Pˆを合計し， 20 − 39 歳
の女子 f の推計人口 Pˆを求め， その値を総人口で
除し， 20 − 39 歳の女子人口割合 PˆR を求める．同
様の計算を全地区で行う．
②年少人口割合
　南区の i 地区について，0 − 4 歳から 10 − 14 歳
までの男女 mf の推計人口 Pˆ を合計し，その値を
総人口で除し，0 − 14 歳の年少人口割合 PˆR を求め
る．同様の計算を全地区で行う．
③生産年齢人口割合
　南区の i地区について， 15-19 歳から 60 − 64 歳
までの男女 mf の推計人口 Pˆを合計し， その値を
総人口で除し， 15-64 歳の生産年齢人口割合 PˆR を
求める． 同様の計算を全地区で行う．
 
④老年齢人口割合
　南区の i 地区について， 65-69 歳から 90+ 歳ま
での男女 mf の推計人口 Pˆ を合計し，その値を総
人口で除し， 65 歳以上の老年齢人口割合 PˆR を求
める． 同様の計算を全地区で行う．
 
⑤後期老年齢人口割合  
　南区の i 地区について， 75-79 歳から 90+ 歳ま
での男女 mf の推計人口 Pˆ を合計し，その値を総
人口で除し， 65 歳以上の後期老年齢人口割合 PˆR
を求める． 同様の計算を全地区で行う．
3．結果
1) 小地域人口シェアの安定性
　シェア・トレンド法では，エリア内の総人口に
占める小地域人口の割合 ( シェア ) を求め，この
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シェアの分布が一定または一定の傾向 (トレンド )
で変化すると仮定し推計を行う．従って， この小地
域人口シェアの安定性が問題となる．そこで 2000
年， 2005 年， 2010 年国勢調査の札幌市南区データ
で計算した各小地域人口シェアを比較し，その安定
性を検討した．具体的には，2000 年の小地域の人
口 (総人口，男子人口，女子人口 )が区全体の人
口(総人口，男子人口，女子人口)に占める割合をX，
2005 年の割合を Yとして散布図 (図 1)(6) を作成し
回帰分析を行い，その結果を Xの係数，決定係数
R2，小地域の数 Nについてまとめ， 2005 年と 2010
年，2000 年と 2010 年についても同様の作業を行い
比較した(表 1)．
2000-05 X の係数  R² N
総数 0．9791 0．9478 n=288
男子 0．9754 0．9424 n=288
女子 0．9822 0．9493 n=288
2005-10 X の係数  R² N
総数 1．0026 0．9762 n=363
男子 1．0053 0．9743 n=363
女子 0．9987 0．9736 n=363
2000-10 X の係数  R² N
総数 0．982 0．9207 n=288
男子 0．9807 0．9187 n=288
女子 0．9815 0．9162 n=288
　総数の X 係数は各期間ともほぼ 1.00 に近く，
決定係数も 0.90 以上あり十分に安定していると
いえるが， 2000年から2005年ではX係数が0.9791
と全体に縮小し，決定係数も 0.95 前後であるの
に対し 2005 年から 2010 年では X 係数も 1.00 に
近く，決定係数も 0.97 前後と一致度が高いこと
がわかる．このことは人口移動による変化が近年
ほど小さくなっていることを示唆している．また
2000 年と 2010 年と，10 年のスパンを取ると X 係
数は両区間の平均に近くなり，決定係数も 0.92
まで低下し，誤差が拡大することが確認できる．
なお係数について男女で大きな差は見られない．
2)年齢5歳階級別小地域人口シェアの相関
  この小地域人口シェアと年齢5歳階級別小地域人
口シェアの相関を求め，縦軸に相関係数を横軸に年
齢階級を取り作図し検討した．まず南区・男子(図2)
では，いずれの年次も40 − 44歳から50 − 54歳まで
r=0.90と相関が高く，それより若い25 − 29歳あた
りではr=0.70と相関が低く，また65 − 69歳以上の
高齢者ほど相関が落ちる．また， この年齢階級別プ
ロフィールは2000年， 2005年， 2010年とほぼ同じ
台形状をなすが近年になるほど，高年齢の方に膨ら
んで来ている．このことは若年人口や高齢人口では，
各小地域ごとの人口の分散が大きく特定地域に分布
が偏ること，高齢化の進展ととも近年は高齢人口の
分散が弱くなる(どの小地域も類似してくる)こと
を示唆している．
　南区・女子 ( 図 3) でもほぼ同様のことがいえ
るが，相関の低下は男子の 65 − 69 歳以上より 10
歳遅く，後期高齢者以上の年齢で急速に進む．
　次に小地域の男女・年齢 5 歳階級別人口シェア
について各年次間の相関 ( 同年齢階層，同年齢コ
ホート ) を求め，縦軸に相関係数を横軸に年齢階
級を取り作図し比較した．
　まず南区・男子の 2000 年と 2005 年 ( 図 4a)
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図 1 小地域シェアの比較 (2000 年 /2005 年 )
図 2　総数と年齢階級別のシェアの相関 :男子
図 3　総数と年齢階級別のシェアの相関 :女子
表 1 小地域シェアの比較 回帰係数
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では同年齢階層同士の相関は 75 − 79 歳までは
r=0.80 を維持しているが，80 歳を超えると不安
定になり，男子では稀な 95 歳以上の高齢者のシェ
アについては，殆ど一致しないことがわかる．ま
た同年齢階層ではなく，2000 年時 5 歳年下の年齢
階層 ( 同年齢コホート ) との相関を取ると移動が
少ない 50 − 54 歳から 75 − 79 歳までは r=0.97 以
上の高い値を示しており，この年齢階層では 5 年
前の同年齢の値ではなく，5 年前の 5 歳年下の値
を用いた方が推計精度が高くなることがわかる．
同様のことは 2005 年と 2010 年 ( 図 4b) でもいえ
るが，こちらの方が高齢化の進行とともに当ては
まりがよくなっている．
　一方，南区・女子の 2000 年と 2005 年 ( 図 5a)
について行ってみると同年齢同士の相関は 0 − 4
歳から 95 − 99 歳まで，ほぼ全年齢で r=0.80 を維
持しており，100 歳以上でも r=0.75 と非常に安定
していることがわかる．さらに 2000 年時 5 歳年
下の年齢階層 ( 同年齢コホート ) との相関を取る
とやはり移動が少ない 50 − 54 歳から 95 − 99 歳ま
で r=0.97 前後の高い値を示し，この年齢階層で
は 5 年前の同年齢の値ではなく，5 年前の 5 歳年
下の値を用いた方が推計精度が高くなることがわ
かる．同様のことは 2005 年と 2010 年 ( 図 4b) で
もいえ，同年齢の相関では高年齢になるほど相関
が高くなる傾向が確認できる．
3)GIS とのリンク
　これらの分析にもとづき国勢調査 (2010 年 ) の
データから得られた性・年齢 5 歳階級別の小地域
人口シェア 10) を用いて，2015 年から 2040 年ま
で 5 年ごとに，社人研地域推計の推計結果 1) を各
区の小地域人口に割り戻し，さらにその結果から
各小地域人口指標 ( 年少人口割合，生産年齢人口
割合，老年人口割合，後期高齢者人口割合，女子
20-39 歳人口割合 ) を再計算し，GIS に投影し地
図化した．
　さらに 2000 年 8)，2005 年の国調査結果 9) につ
いても同様の指標を計算し，同じように GIS に投
影し地図化，上記の推計結果の地図と連続させ，
時間的変化を比較した．
4) 年少人口割合
  札幌市の 2000 年の年少人口割合 ( 図 6a) では
黄色 25% から 30% 以上という極端に高い小地域が
周辺部の住宅地域などに見られる一方，中心市街
地でも緑 20-25% や薄緑 15-20% 地区も混じる．し
かし 2010 年 ( 図 6b) では周辺部から中心部に向
け濃青0-5%，青5-10%の地区が広がり， 2040年(図
6c) には大部分が濃青 0-5% となり，結果的には
2000 年とは逆に，中心部の方が相対的に年少人口
割合は高くなることがわかる．
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a)　2000 − 2005 年
a)　2000 − 2005 年
b)　2005 − 2010 年
b)　2005 − 2010 年
図 5 女子年齢別シェアの年次間の相関
図 4　男子年齢別シェアの年次間の相関
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5) 生産年齢人口割合
　札幌市の 2000 年の生産年齢人口割合 ( 図 7a)
では黄色 60-70%，黄土色 70%-80% が主流を占め，
赤 90% 以上という極端に高い地区が散見される．
2010 年 ( 図 7b) では周辺部から濃青 0-10%，青
10-20% という極端に低い地区が広がり始め，2040
年 ( 図 6c) には黄緑 50-60% から明るい緑 30-40%
が主流となり，周辺部では青い地域が拡大し，地
域の就業者や介護の支え手が不足してくることが
予想される．
6) 老年人口割合
　老年人口割合 ( 図 8a) は，2000 年の時点で濃青
0-10%，青 10-20% の地区が大部分を占め，明るい
緑 30%-40% や黄色 60-70% の高齢化は周辺部でし
か見られないが，2010 年 ( 図 8b) ではすでに中心
部にも明るい緑 30%-40% や黄色 60-70% が混じる
ようになり，2040 年 ( 図 8c) にはこちらが主流と
なり 20% 以下の地区が例外となる．社人研地域推
計では 2040 年には札幌市の全体でも 39.9% に達
するとされており，このような地理的分布は十分
考えれるといえよう．
地域別将来推計人口とGIS(地理情報システム)のリンク
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 11, No. 1, 2017
a)　2000 年a)　2000 年
b)　2010 年b)　2010 年
c)2040 年
図 7 生産年齢人口割合の地理的分布
c)　2040 年
図 6 年少人口割合の地理的分布
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7) 後期老年人口割合
　2000 年の時点の後期老年人口割合の分布 ( 図
9a) は老年人口割合 ( 図 8a) とほぼ同じ ( 前者は
後者の一部 ) であり，濃青，青の分布で視覚的に
両者を区別するのは困難であるが，周辺部で赤
70-100%，黄土色 50%-70% など極めて高い地区が
見られる点に特徴がある．また 2010 年では後期
老年人口割合 ( 図 9b) の方が濃青 0-10% の部分が
多く老年人口割合 ( 図 8b) より暗い印象となる．
これは後期の方が変化が遅れることを示してお
り，2040 年 ( 図 9c) ではさらに相違が増す．
8) 女子 20-39 歳人口割合
　結婚・出産などを通じ母の数として出生数に強
い影響を持つ女子 20-39 歳人口割合の地理的分
布をみる，2000 年 ( 図 10a)，2010 年 ( 図 10b)，
2040 年 ( 図 10c) と年次が進むに連れ，周辺部か
ら中心部に向けて濃青 0-5%，青 5-10% の地区が増
加するとともに，黄色 25-30%，黄土色 30-35% の
地区が急速に減少している．これらの地理的分布
は，年少人口割合の 2000 年 ( 図 6a)，2010 年 ( 図
6b)，2040 年 ( 図 6c) と類似しており，両者の間
には強い相関があることを示唆している．
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a)　2000 年a)　2000 年
b)　2010 年b)　2010 年
c)2040 年
図 9　後期老年人口割合の地理的分布
c)　2040 年
図 8 老年人口割合の地理的分布
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4．　考察と今後の課題
　本研究は，社会経済要因や政策的要因の影響
も扱えるシステム・ダイナミック・モデルを開
発するとともに，そのシミュレーション結果を
GIS( 地理情報システム ) に分解・投影し，地方
創生の人口ビジョンや総合戦略，KPI などの計画
目標や成果を地理的に「見える化」することを目
指している．このため本稿では，その第一歩とし
て，① 2000 年から 2010 年までの国勢調査データ
を用い，札幌市南区を例にシェア・トレンド法の
安定性を検討し，②2010年の地域シェアをもとに，
札幌市各区の社人研地域推計人口を 2015 年から
2040 年まで 5 年ごとに小地域に分解し，人口指標
(年少人口割合，生産年齢人口割合，老年人口割合，
後期高齢者人口割合，女子 20-39 歳人口割合 ) を
再計算し，その結果を GIS で地図化した．
1) シェア・トレンド法の妥当性と問題点　
　札幌市南区の国勢調査結果 (2000 年，2005 年，
2010 年 ) をもとに，年次間の各小地域の人口シェ
アを回帰分析した結果，X 係数 ( 傾き :1 であれば
全く同じ，1 より大きければ増大，小さければ縮
小 )は各期間ともほぼ 1.00 に近く，決定係数 (あ
てはまり :1であれば完全一致 )も 0.90以上あり，
各小地域の人口シェアは年次間で殆ど変化しない
ことがわかった．従って，シェアを一定または一
定の傾向 ( トレンド ) で変化すると仮定し，区全
体の推計値を各小地域に割り戻すシェア・トレン
ド法には十分な有効性があることが確認できた．
　一方，2000 年から 2010 年と 10 年の隔たりを取
ると，X 係数は，2000 年から 2005 年，2005 年か
ら 2010 年の両区間の平均となり，決定係数も 0.92
まで低下，誤差が拡大することがわかった．これ
は他の将来推計でも見られる現象であり，基本的
に年次間の誤差は推計期間の延伸にともない掛け
合わせとなり累乗的に増大するものと考えられ
る．また散布図 ( 図 1) には例外的ではあるが回
帰直線からやや乖離する小地域もあり，仮定され
た小地域シェアは基本的に地理的な確率分布に過
ぎず，何らかの事情から従来にはない人口移動が
発生した場合 ( 施設や住宅の新設や廃止など ) に
は年次ごとに再計算し修正して行く必要があるこ
とがわかった．
　この小地域人口シェアと男女年齢 5 歳階級別人
口シェアの相関は，男子では 40 − 44 歳から 50 −
54 歳，女子では 40 − 44 歳から 60 − 64 歳の間で
r=0.90 と高く，それより若い年齢階層や高齢の年
齢階層では相関が落ちることがわかった．これは
若年人口では，親の転居や本人の進学・就職で人
口移動し易いこと，高齢人口では死亡や入院・施
設への移動などが発生し大きく変動することなど
によると思われる．また確率論的に考えても小地
域における各グループの人口が小さいほど分散は
大きくなるため，主要な性・年齢階層を外れるほ
ど，総人口との相関は低下するものと思われる．
従って，男女とも移動が少なく人口数も多い 40
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a）　2000 年
b)　2010 年
c)2040 年
図 10　女子 20-39 歳人口割合の地理的分布
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歳から 65 歳ぐらいまでのグループと，それ以外
の人口グループを分けて処理することが必要であ
ることがわかった．
　さらに小地域の男女・年齢 5歳階級別人口シェ
アについて各年次間の相関 (同年齢階層，同年齢
コホート )を求めたところ，上記の移動の少ない
グループでは，5年前の同年齢階層より 5歳年下の
年齢階層 (同年齢コホート )との相関の方が r=0．
97 以上の高い値となることがわかった．つまり，
地域的に安定的な年齢階層では，同一地区の人口
シェアが加齢とともにシフトする可能性が高く，5
歳年下の人口シェアを用いて推計する方が精度が
高くなる．一方，移動可能性が高い若年人口や高
齢人口では，5歳年下の年齢階層(同年齢コホート)
より，同年齢階層との相関の方が高い．商業地区
や大学などの教育関係施設のある地区，病院，介
護養護施設の地区では，進学・就職や入退院など
を通じ，特定の年齢グループが，毎年，入れ替わ
る可能性があり，そのような動きが反映されるも
のと思われる．
　従って，技術的な解決策として年齢グループご
とに参照する人口シェアを 5年前の同年齢階層か
同年齢コホートのものと切り替えて計算するよう
な工夫が必要とされる．
2) 社人研の地域推計人口の割戻しと地図化
　シェア・トレンド法では，基本的に各小地域の
割合 ( シェア ) の地理的分布は一定または一定の
傾向 ( トレンド ) で変化すると仮定しており，区
ごとの推計人口を割戻した結果として，各小地域
の人口や地域シェアをそのまま GIS で提示しても
何の変化も見られない．このため，ここでは各小
地域ごとに人口指標 ( 年少人口割合，生産年齢人
口割合，老年人口割合，後期高齢者人口割合，女
子 20-39 歳人口割合 ) を改めて計算し GIS で地図
化した．
　この指標の計算にあたり，分母となる各小地域
の総人口としては①区の推計人口から割戻した値，
②小地域の男女・年齢 5歳階級別推計人口を合計
した値の 2つが考えられる．しかし①を分母とし
た場合には分子の合計値と食い違う可能性があり，
人口指標としての信頼性が損なわれるため，本稿
では②を分母とし計算した．このため総人口につ
いては，各小地域の合計が区全体の値に必ずしも
合致しない．
　さらに地図化の作業を通じ，指標の凡例をどの
ように色分けするかも問題となった．GIS ソフト
のデフォルト設定を用い自動的に色分けした場合，
視覚的な印象が非常に弱く，また階層区分も機械
的であり一般的で直感的な理解は難しいことがわ
かった．そこで濃青から濃い赤に向かう温度など
のスペクトル表現を使う形を採用した．この結果，
割合が低い方から高い方へという変化は表現でき
たが，老年人口割合や後期高齢人口割合の場合，
高齢化が進むに連れ地域が明るくなるという，一
般的なイメージとはやや異なる結果が生じた．
　しかし，発想を変えれば札幌市全体が高齢者で
溢れ，明るいシルバーシティになるという意味に
も解釈できる．さらに細かい問題として凡例の階
層区分 (%) を，すべての指標で統一することも検
討したが，人口指標ごとに問題となる閾値が異な
る ( たとえば年少人口では 10%，生産年齢人口で
は 60%，老年人口では 25%，50% など ) ため，敢え
て統一していない．
　また地図化の結果，例外的な小地域で飛び抜け
て高い値を示す地域が散見された．計算処理を確
認したが人口規模が小さい場合には，そのような
計算結果も生じうることがわかった．特に男子の
高齢者など小地域シェアの安定性が弱い部分につ
いては，今後も実査して，病院・介護施設などと
の関連を分析する必要があると思われる．
　本稿では紙幅の都合もあり，各指標の地域分布
の経年変化について，2000 年，2010 年，2040 年
の 3 時点しか掲載していないが，実際には 2000
年から 2040 年まで 5 年間隔で 9 枚の地図を作成
しており，パワーポイントのアニメーション機能
を使えば変化を連続的に観察できる．しかし実際
に作成してみると，変化が滑らか過ぎて反って印
象が弱くなることがわかった．
　いずれにせよ，本稿で例示した地図化の結果か
らもわかるように，各指標について，札幌市全体
の地理的分布がどのよう変化して行くのかを俯瞰
する上で，この手法が非常に効果的であることが
確認できた．しかし，その一方，各小地域への割
戻しと投影はシェア・トレンド法に沿った確率分
布の域を出るものではなく，図像を拡大し，個々
の小地域の推計結果を検討すれば，当然，多くの
齟齬が見つかる筈である．
　とりわけ，国勢調査間で何らかの現状変更が
あった場合や政策効果などが生じた場合には，推
計結果と現状の間に乖離が生じることは避けられ
ない．従って，アウトプットを小地域の実態や政
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策に合わせ，簡易に補正できるような工夫を行う
ことも今後の課題であるといえよう．
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注
(1) 各自治体では国立社会保障・人口問題研究所の
「日本の地域別将来推計人口 (平成 25年 3月推
計 )」をベースに，地域の自然動態や社会動態
の変化を勘案し，その動向を外挿的に仮定し，
地方創生の人口ビジョンを検討・策定している．
このため，その推計モデルは社会経済要因や政
策的要因を操作変数として含むものではなく，
人口学的要因と社会・経済・生活基盤などの相
互作用を踏まえた政策的対応を検討することは
困難である．
　 　研究者は「過疎化のシステム・ダイナミッ
ク・モデルの構築とその展開」平成 9 − 11 年
度・基盤研究 (C)(2)( 課題番号 09610195)12)，
「北海道における少子化−地域出生力低下の
システム・ダイナミックモデルの構築」平
成 15 -17 年度・基盤研究 (C)(2)( 課題番号
15530335)13)，「札幌市の少子化 : 政令指定都
市の出生力のシステム・ダイナミック・モデ
ル構築」平成 19 − 21 年度・基盤研究 C( 課題
番号． 19530448)14) と長年にわたり，北海道・
札幌市を対象に人口動向に対する社会経済要
因や政策的要因を扱いうるシステム・ダイナ
ミック・モデルの開発を進めて来た．この間，
地域人口の過疎化の基本的なメカニズム，北
海道の低出生力，政令指定都市としての札幌
市の超低出生力，配偶関係別移動率など，主
要な要因の解明を行ってきたが，本研究では，
それらの知見を総合的にまとめ，地域の人口
減少対策を考える上で，直接，役立つ地域人
口の分析・予測システムを開発するという課
題に取り組んでいる．
(2)本稿は 2015 年 12月東北大学理学部 (仙台市 )
で開催された 2015 年度第 1 回日本人口学会・
東日本地域部会で行った研究報告の内容を論
文化したものである．また，小地域の人口シェ
ア，人口指標の再計算，GIS による地図化の
作業は吉村暢彦 ( 北海道大学 ) にお願いした
ものである．
(3) 小地域集計のほかにも地域メッシュ統計もあ
り，基準地域メッシュ及び 2 分の 1 地域，4
分の 1 地域メッシュがあるが，ここでは行政
区との接続が容易な小地域集計を利用した．
(4) 他に小地域人口の推計・地図化の手法として
は，コーホート変化率法やコーホート・シェ
ア法がある．
(5) 2 つの基準年の国勢調査 ( センサス ) 結果に
基づき性・年齢階級別の生残率と純移動率を
求め，これらを一定と仮定し，5年毎のコーホー
ト ( 同一年次に出生した人口 ) の変化数を計
算して，将来の値を推計する方法をいう．
(6) 3 つの年次間で総数・男子・女子別に 9 つの
散布図を作成したが，いずれも極めて近似し
た結果となったため，ここでは表 1 の 2000-
05 年の総数のみを例示する．
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英語の冠詞指導を目的とした冠詞体系の構成要素と構造の検討
町田 佳世子
札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録 : 本研究は，英語の冠詞というカテゴリの構成要素は何か，そしてそれぞれの構成要素
がどのような関係によって冠詞体系の中に位置づいているのかをこれまでの冠詞研究や文法
書の記述に基づいて検討し，日本人英語学習者に対する英語冠詞体系の指導のための教育内
容を構成することを目的としている．これまでのところ何を冠詞とし，それらの意味・機能
の違いがどのような次元において記述されるかについては理論的にも実践的にも必ずしも見
解が一致していない．そのことが体系的な冠詞指導の実現を滞らせ，冠詞の習得をより困難
にしていると考える．
　本稿では，冠詞指導における冠詞カテゴリは，a/an, the, 強勢のない some と any, そし
て表層的には無形の２つの冠詞，すなわち不定を標示する zero 冠詞と定を標示する null 冠
詞の 5 種類から構成されるとする．また冠詞体系を，DEFINITE/INDEFINITE, COUNT/MASS, 
EXTENSIVITY の３つ次元から成る体系とし，COUNT の下位次元として SINGULAR/PLURAL を位置
づける．COUNT/MASS の次元では，± divisible, ± merge-able, ± homogeneous の素性によっ
て指示対象が count か mass かの判断が行われる．EXTENSIVITY の次元は，数量的な意味合い
をもつ a/an, the, 強勢のない some と any が，クラス・種類の解釈をもつ２つの無形の冠詞
と区別される次元である．DEFINITE/INDEFINITE の次元は，談話の領域において指示対象を定
として聞き手に示すかどうかの判断を± locatable と ± inclusive の素性を用い行う次元
である．これらを教育内容とした上で，英語冠詞の指導は，まず話し手と事物の領域にある
COUNT/MASS および EXTENSIVITY の次元における冠詞の対立をもとに不定の冠詞の意味と機能
を説明し，引き続いて DEFINITE/INDEFINITE の次元での the の指導に進んでいくことを提案
する．
キーワード : 冠詞，Count/mass，Definite，Indefinite，Extensivity
A Study on Constituents and the Multi-dimensional Structure
of the English Article System:
With the Purpose of Designing Systematic Article Instruction
Kayoko Machida
Graduate School of Design, Sapporo City University 
Abstract: This study aims to examine what constitutes the category of English articles and on what 
dimensions the articles are opposed to each other for the purpose of establishing the contents and 
sequences of instructing English articles to Japanese learners. There is still little agreement on what 
the article system comprises of and how we can describe their meanings and functions of articles in the 
theoretical and practical research. Therefore successful instructional outcomes are rarely accomplished. 
   In this study I propose that the category of articles should include a/an, the, unstressed some and 
any, as well as two invisible articles: an indefinite zero article and a definite null article. Furthermore, 
the meanings of these articles can be described and understood based on various features they employ 
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1．研究の背景と目的
　冠詞は，英語を学習する日本人にとって習得が
むずかしい項目の代表格である．会話のように場
に埋め込まれたやりとりにおいては，冠詞の不使
用・誤用は意識されにくい．しかし英語を書くと
なると冠詞の誤用や不使用が顕在化し，内容その
ものが誤解されて伝わってしまうこともある (1)．
　日本人の英語学習者が冠詞を適切に使えない理
由として，日本語にはない発想であることや，会
話などのコミュニケーションの際に冠詞使用の間
違いはあまり大きな問題にならないことから，近
年のコミュニケーション重視の風潮の中ではほと
んど重要視されてこなかったことなどが挙げられ
てきた．しかし最も大きな理由は，中学校から高
校までの英語学習の期間に，冠詞についての「体
系的な説明が先送りされ，結局何の説明も学習も
されないままに終わってしまう」1) ことではない
かと考える．
　英語の冠詞は，それぞれの冠詞が１つでいくつ
もの意味構造や談話構造の情報を担い，それを同
時に標示するという複雑さを持つ．さらに冠詞は
the であっても a/an であっても，音韻的に小さく
そしてほとんどの場合弱形 (weak form) で発音さ
れるため，コミュニケーションの中で学習者自身
が使い方を学んでいくには限界がある．また日本
語とは違う発想や文法システムであればこそ，「ま
ず知的に把握・理解して，しかるのちいろいろな
手立てを講じて習熟していくのが効率的である」2)
と考える．それゆえに文法項目として体系的な説
明に基く指導が英語学習のいずれかの段階で行わ
れることが，冠詞の習得に不可欠なのではないだ
ろうか．冠詞を体系的に指導するとは，それぞれ
の冠詞の意味的・談話的情報を構造的に捉え，そ
の構造において他の冠詞とどう対立しているのか
を説明することであり、そのための教育内容を構
築しなければならない．従って，本稿ではまずこ
れまでの英語冠詞の諸理論や研究成果の検討を行
い，その結果をもとに冠詞体系指導のための教育
内容構成を行うことを目的とする．
2．冠詞体系の理論的考察
　英語話者が文脈や状況に応じて最も適切な冠
詞を選択しているとすれば，何らかの根拠を
もって複数の可能な冠詞の中から，その冠詞１
つだけを選択し，他を選択しなかったことを意
味する．すなわちそれぞれの冠詞は系列的関係
(paradigmatic relation) にあるということであ
る．それゆえに，冠詞は１つの体系をなし，同じ
体系に属する同種の要素との関連においてその特
性を知ることのできる存在である．
　体系をなすということは，その体系を構成する
要素があり，各要素が様々な意味構造の次元や談
話構造の次元の中で互いに対立したり一致しなが
ら関係づけられていることを意味する．従って冠
詞体系の構成要素は何か，そしてそれらがどのよ
うな関係によって体系の中に位置づいているのか
を明らかにする必要がある．本節では，長い歴史
のある冠詞研究や文法書の冠詞の記述を検討し，
冠詞体系の教育内容を構成するための基礎となる
冠詞体系の全体像を考察する．
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regarding the three main dimensions: DEFINITE/INDEFINITE, COUNT/MASS, and EXTENSIVITY. 
The COUNT/MASS dimension subsumes three binary systems of ±divisible, ±merge-able and 
±homogeneous. These dichotomies enable the learner to distinguish a unit entity from a mass entity. 
A traditional SINGULAR/PLURAL distinction is treated simply as a sub-dimension of COUNT. 
The EXTENSIVITY dimension distinguishes qualitative articles of a/an and unstressed some from 
a categorical article of zero article. The DEFINITE/INDEFINITE dimension is explained by the two 
binary systems: ±locatable and ±inclusive. Based on these considerations, this study proposes, contrary 
to the conventional instruction of indefinite a/an versus definite the, that a systematic instruction of 
articles should start with indefinite articles of a/an, unstressed some and any and zero on COUNT/
MASS, EXTENSIVITY dimensions, then continue to the instruction of the DEFINITE/INDEFINITE 
dimension where the and the null article are introduced and explained.
Keywords: English articles, Count/mass, Definite, Indefinite, Extensivity 
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1) 冠詞体系の構成要素
　英語の冠詞のカテゴリに何が含まれるのかにつ
いては，これまでのところ言語学者，文法学者の
間でも，必ずしも明確な一致はない 3)．しかし多
くの研究が名詞句の形式として，a/an + N（名詞），
the + N(s)（名詞の単数形式もしくは複数形式）
に加え，ф + N(s) の 3 種類を想定し 1)4 〜 10)，さ
らにその大半が，ф + N(s) の形式は冠詞が生起
していないのではなく，表層的には無形の zero
冠詞が生起しているとする立場をとっている．た
とえ目には見えなくても（耳には聞こえなくても）
ある冠詞が生起しているとみなし，それを zero
冠詞と呼ぶことの意義は，Downing (2015) が「そ
の不在が文法的に重要であるので，ゼロ冠詞と呼
ばれる．ゼロは，新聞の見出しのように冠詞が省
略されたのではなく，それ自体一つのカテゴリで
ある」11) と述べるとおりであり，冠詞体系の一貫
した説明のためには，zero 冠詞を想定することは
非常に重要であると考える．
　これら 3 種類の冠詞，a/an, the, zero 冠詞と
名詞との共起関係は，DEFINITE/INDEFINITE（定・
不定）, COUNT/MASS，SINGULAR/PLURAL（単数・複数）
の 3 つの次元と組み合わせて次のように表される
ことが多い．
　しかし，これら 3種類の冠詞だけで冠詞＋名詞
の名詞句の指示作用を説明しようとすると，(1) 
の a melon を複数にした場合の (2) の (zero) 
melons が不自然であることを説明できず，a melon
の複数相当語句 (plural equivalent) は何かとい
う問題が生じる．(2)が自然な文として発話される
のは，(3)のように，他の種類との対比が音律的に
含意されているときだけだからである 12) ．
(1) I've just bought a melon.  
(2) ? I've just bought melons. 
(3) I've just bought MELONS (but not grapes).
         
また(4)と(5)も，specific/non-specificの読みという
点でyoung psychiatrists はa young psychiatrist 
の複数相当語句と言えない 13)．
(4) Minnie wishes to talk with a young 　　　
　　psychiatrist.
(5) Minnie wishes to talk with young 
　　psychiatrists.　　 
(4) のa young psychiatrist は　specific と non-
specific 両方の読みがあるのに対し，zero 冠詞
が生起している (5) のyoung psychiatrists は，
non-specific の読みだけが可能である．従って指
示名詞句 (referring noun phrase) の指示対象の
specific/nonspecific における曖昧性の有無という
点からも， a + N と zero + Ns は異なる性質を持
ち，a + N の複数相当語句が必ずしも zero + Ns
ではないことがわかる．しかし，強勢のない some
を用いた (6) は自然な文であり，(7) は (4) と同
様に specific/non-specific 両方の読みを持つ．こ
のことから，a+N の複数相当語句は some + Ns と
考えることができる．
(6) I've just bought some melons.
(7) Minnie wishes to talk with some young 　
　　psychiatrists.　
　強勢のない some (/səm/) とその non assertive 
variant（否定文や疑問文など断定が行われない
場合の変異形）である強勢のない any (/əny/) を
冠詞体系の成員として扱うことについては，必
ずしも見解が一致しているわけではない．明示
的に冠詞として冠詞体系の中に含める立場と
8)9)14)，不定冠詞と類似の意味や機能をもつ限定
詞 (determiner) として冠詞の説明にとりこむ立
場 12)15 〜 17)，さらには some と any の役割が a/an
と同じ場合があることを認めながらも，あくまで
も存在限定詞であり不定冠詞の 1 つとして認める
ことに反対する立場もある 18)．しかしたとえ強勢
のない some と any が不定冠詞と類似の意味をも
つ限定詞か，それとも冠詞そのものかの見解の違
いはあっても，その機能が冠詞の機能に相当する
ものであることはどの立場でも認めている．そし
て冠詞体系を指導していく上でも，a/an や zero
冠詞の意味・機能を説明するためには，強勢のな
い some/any との対比が必要である．従って，本
稿では，冠詞体系の構成要素として，a/an，the，
zero 冠詞に加えて，強勢のない some と any（以下，
強勢のない some をsome と表記し，特に断りがな
英語の冠詞指導を目的とした冠詞体系の構成要素と構造の検討
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いかぎりsome の表記には，強勢のないanyも含む）
を含めることとする．
　次に，名詞の前に有形の冠詞が生起していない
という点で形式的には同じだが，一方は不定で他
方は定という明らかな違いがある (8) のmusic と
(9) のSid を考えてみる 19)．
 (8) I like music.　
 (9) I like Sid.　
　冠詞体系を a/an, the, zero 冠詞 , some の 4
種類とすれば，music と Sid のどちらにも zero
冠詞が生起していることになるが，そうであれ
ば zero 冠詞が不定の冠詞であると同時に定の冠
詞でもあるという問題が生じる．このような問題
に対して，固有名詞は普通名詞と異なり，いかな
る冠詞も持たない (has no article) とすること
で，music は zero + N の不定名詞句，Sid は無
冠詞の定名詞句であると説明されてきた 8)12)14)．
この説明は zero 冠詞が定と不定の両方の解釈を
生み出すという問題は回避するが，(10) のよう
に固有名詞にも a,the,some が生起することと，
固有名詞以外の名詞でも有形の冠詞が生起しな
い定名詞句があるという２つの問題に対応できな
い．例えば (11) 〜 (13) の captain, chairman, 
director のいずれもthe captain, the chairman, 
the director も容認可能であるため，定の名詞句
であることが確認できるが，有形の冠詞は生起し
ていない．
(10) There is a Mr. Smith at the door who 　
　　 wants to see you.  
(11) Maureen is captain/the captain of the 
　　 team. 
(12) As chairman/the chairman of the 　　 　
　　 committee, I declare this meeting close. 
(13) He soon became director/the director of 
　　 the firm.    
Downing(2015) は，secretary, queen, director, 
head などが主語補部として機能し，唯一的な社
会的役割を指示する場合は，the もしくは zero に
よって定性がマークされると述べるが 20)，それで
は zero 冠詞が定も不定も表すという最初の問題
に立ち戻ってしまう．そこでChesterman(1991)は，
(9) のSid や (11) 〜 (13) の名詞句には，無形だ
が定の意味をもつ冠詞が生起していると想定し，
それを null 冠詞と名付けた 21)．Zero 冠詞と null
冠詞はどちらも目に見えないが，どちらが生起し
ているかを制限的用法の関係節の付加などの方法
により区別することができる 22)23).
(14) I like cheese.
(15) I like cheese which is made of goat's 
　　 milk.
(16) I like London.
(17) *I like London that the tourists see.
(15) のcheese のように zero 冠詞が生起している
名詞句には制限的用法の関係節によって修飾され
ても非文とならないが，null 冠詞が生起している
London は制限的用法の関係節によって修飾される
と非文になることで，どちらの冠詞が生起してい
るかがわかるのである．
　これまでの考察から，英語の冠詞の指導におい
て，冠詞の意味・機能そして名詞との多様な共起
関係を一貫して説明していくためには，冠詞体系
の構成要素を，a/an, the, 強勢のない some/any
および表層的には無形の zero 冠詞と null 冠詞の
5 種類の冠詞とすることが必要であり，それをも
とに教育内容構成をすることが重要と考える．
2）冠詞体系を構成する次元
　冠詞の指導の中では，各々の冠詞の意味や機能
は，記述的に表現されることが多い．例えば，あ
る高校教科書は「初めて話題に出るものや，聞き
手・読み手がそのものを特定できないものが単数
の場合は，数えられる名詞の前に a/an を付ける．
複数の場合や数えられない名詞の場合は a/an を
付けない．話の中ですでに出てきたものや，聞き
手・読み手が何を指しているのかが特定できるも
のの場合は，名詞の前に the を付ける」と説明し，
表と例を掲載している 24)．説明の対象となるの
はほとんどが the と a の用法で，こういう場合に
は the，こういう場合には a と説明される．しか
し冠詞は，それぞれがばらばらの意味を持ってい
るのではなく，いくつかの次元において相互に対
立したり一致する関係によって捉えられる存在で
ある．従って冠詞の意味や機能は，各次元での二
項対立により表示され説明されることが適切と考
える．そこで本節では，5 種類の冠詞それぞれが，
どのような次元においてどのように対立している
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のかを考察し，そこから各冠詞の意味と機能を明
らかにしていく． 
　冠詞研究の多くは，冠詞の用法を，
DEFINITE/INDEFINITE， COUNT/MASS，SINGULAR/
PLURAL の３次元で説明している．本稿で検討して
きた 5 種類の冠詞をその次元にあてはめるとすれ
ば表 2のようになる．
　しかしこのような３つの次元では，zero 冠詞の
本質的な機能が十分説明できないという問題が残
る．なぜなら zero 冠詞は mass で singular の場
合にも，count で plural の場合にも用いられる
ため，zero 冠詞は count も mass も singular も
plural も標示する冠詞となり，zero 冠詞特有の
意味が見えてこないのである．またsome と zero
冠詞は (2)(6) および (18) 〜 (20) のように交換
可能ではない場合と交換可能な場合があることか
ら，どのようなときに有形の冠詞であるsome が
使われ，どのようなときに無形の冠詞の zero が
適切になるのかも説明できない．
(2) ? I've just bought melons. （zeroは不自然）
(6) I've just bought some melons.
(18) Would you like (some) coffee or (some) 
　　 tea?  　　　　　　　(どちらも容認可能 )
(19) I've always preferred (*some) coffee to 
　　 (*some) tea.        (some は容認不可能 )
(20) The table has (*some) oak legs. 
                         (some は容認不可能 )
　そこで，すべての冠詞の振る舞いを説明するため
には，DEFINITE/INDEFINITE，COUNT/MASS，SINGULAR/
PLURALに加え，有形の冠詞と無形の冠詞の意味・
機能の違いを説明する次元として，EXTENSIVITY
の次元 25) を加えることが必要なこと，そしてそれ
ぞれの冠詞が各次元においてどのような特徴をも
つかを論じていくことにする．
EXTENSIVITY の次元
　古くから，a/an, the, some，zero 冠詞について，
有形の冠詞 (a/an, the, some) を伴う名詞句は数
量的な解釈をもち，無形の冠詞 (zero 冠詞 ) を伴
う名詞句は，そのような数量的解釈をもたず，種
類 26)，クラス 27)，タイプ 28)，集合 29) を示すこと
が指摘されてきた．(21) のSome seats は 2 席以
上残っていなければ使うことはできない一方で，
Seats はたとえ残席が 1 席になってしまっても使
い続けることができる．(22) の buy some stamps
は全員が2枚以上切手を買ったことを意味するが，
buy stamps は，全員が切手と呼ばれるものを買う
ことだけを意味し，1 枚買った人もいれば複数枚
買った人がいてもよい 30) . 
(21) Some seats / Seats are available at 　
　　 fifty dollars. 
(22) Everybody went to the post office to buy 
　　 some stamps / stamps.
　Chesterman(1991) はこのように数量的な解釈
をもつか，種類・クラス的解釈を持つかの違いを
表す次元を EXTENSIVITY の次元と呼び，その次元
の素性を± limited extensivity として，その素
性について有形の冠詞と無形の冠詞が対立してい
ることを示した 31)．EXTENSIVITY の次元において
は，zero 冠詞の意味は，「ある名詞がそのもっと
も抽象的な意味で用いられていることを示してい
る．厳密に言えば，zero 冠詞が意味するのは，意
味内容 (significate) がその潜在能力と同等の範
囲をもっているということ」であり，有形の冠詞
が生起することは，「その概念に形を与え，離散
した存在物もしくは存在物の集合として呈示する
こと」32) だと説明される．この対立は，研究者に
よって様々な表現で取り上げられている 33)． 
  Christophersen(1939) は，zero が使われてい
るときは，その名詞が意味する事物の外延領域
全体を示し量的な限界はなく，the が使われてい
るときは，全種族よりも狭い範囲を指し示すと
述べている 34)．その他にも「物質の総体もしく
はクラスか，その物質の一例もしくはクラスの
成員」35)，「その名称で呼ばれる全部か，全部の
うちの１つ，つまりある種類に属するものの１
つ」36)，カテゴリカルな意味と数量的な意味 37)，
タイプやクラスの解釈と数の制限を課す解釈 38)
のように無形の冠詞と有形の冠詞の違いが述べ
られてきた．名詞の外延全体に対する指示と部
分に対する指示という対立は，主に zero 冠詞を
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表 2　３種類の次元上での 5種類の冠詞の分布
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想定して述べられてきたが，もう１つの無形の冠
詞である null 冠詞にも適用される．Null 冠詞が
生起する固有名詞を例にとると，固有名詞の指示
対象はその名をもつ人物・事物である．そしてそ
の指示作用の全体はまさにその人物・事物である
ので，null + 名詞は，その名詞によって指示が
可能な対象全体を指し示していることになるので
ある．
　これらのことから，無形の冠詞と有形の冠詞の
対立は，その名詞の可能な指示対象の総体 ( すな
わちその名詞で呼ばれるクラス・種類 )か , その
中のある数量的な制限を課された成員や部分への
指示かで対立していると言える．
COUNT/MASS の次元
　これまで多くの研究がcountかmassかの区別を，
名詞の分類として扱ってきた (2)．Jespersen(1926)
は 名 詞 を thing words（ 事 物 語 ） と 質 量 語 
(mass words) に分類し 39)，Christophersen(1939)
は，その分類を単位語 (unit words) と連続語
(continuate-words) と名付けた 40)．この伝統は以
降も続き，学校文法にも，普通名詞は数えられる
名詞と数えられない名詞に分類され，それにより
冠詞や限定詞との共起関係を説明するという考え
方が取り入れられている．
　しかしこのような二分法では，多くの名詞が
count としても mass としても用いられるという
言語事実にそぐわないことから，Quirk et al. 
(1985) は，普通名詞を count nouns，noncount 
nouns，そしてどちらにも属する（to have dual 
class membership）名詞の 3 種類に分類した 41)．
しかし実際には，例えば count noun とする語彙
素 book も状況によっては noncount noun とし
て用いることが可能であり，noncount noun の
bread も count noun として用いられること，ま
た固有名詞も a Sid のように count nouns と同
じ振る舞いをすることもあるので，それぞれの
クラスのメンバーシップはあいまいである．冠
詞の指導の観点から考えても，ある名詞は count 
noun なので a/an と生起するが，場合によっては
mass noun として用いられるのでその場合は a/
an と共起できないとか，固有名詞は a/an を伴わ
ないが，場合によっては a + 固有名詞という使
い方もできる，という説明は一貫性を欠き不適
切である．
　そのような問題に陥ることなく冠詞の用法
を一貫して指導していくために，本稿では，
Huddleston(1984) に基づき，count/mass の区別は，
名詞の分類ではなく，名詞が使用されたときの解
釈の違いであるとの立場をとる 42)．Huddelston 
(1984) は， 名 詞 の 可 算 性 (countability) は
純粋に統語論的なものであり，様々な限定詞
(determiners) との共起可能性によって，それぞ
れの名詞の可算性の程度が示されるとする．そし
て語彙素 bread，book，Sid はいずれも a/an と
共起することも，単数の形式のまま zero 冠詞や
null 冠詞と共起することもできるので可算性の程
度においては同じであり，count とか mass の概念
はその名詞が実際に使用されたとき，count の解
釈をもつのか mass の解釈をもつのかの区別とし
て捉えられる 43)．本稿で count/mass というとき
も，名詞が count noun か mass noun かなのでは
なく，その名詞による指示対象が count の「存在
様態」44) をもつか，あるいは mass の存在様態を
もつかの区別を意味するものとする．
　英語の不定名詞句は，それが指し示すものが
count の存在様態か mass の存在様態かの判断を必
ず標示している．不定冠詞 a/an, some, zero 冠
詞はその標示方法として機能するのであるから，
指示しようとする対象が count としての存在様態
を持つのか，mass としての存在様態を持つのかを
判断できるようになることが，不定冠詞の選択の
前提となる．
　COUNT/MASS の次元において，count と判断
される対象は，「離散的で数えることが出来る
存在」45)，「何か単一であり，それ自身で完結し
ている物，すなわち一個のものというか，同じ
種類の一族に属している一単位というような考
えを呼び起こすもの」46)47)，「同じ種類のより小
さい部分に分割できないという意味で原子的
(atomic)」48)，「境界づけられた，もしくは個体
化されたという解釈をもつ」49)と説明されてきた．
一方で mass については，「連続していて，空間的，
時間的に無限に広がっているものとして感知さ
れるもの」50)，「未分化な統一体」51)，「恣意的な
分割が可能」52) と説明されてきた．いずれも共通
しているのは，count の場合は，なんらかの明確
な境界をもつ個体であること，そして mass の場
合は連続し分割可能であることである．しかし指
導という観点から見ると，境界づけられるとか個
体としての形をもつとか恣意的な分割が可能，と
いうだけでは count/mass の区別を十分にはでき
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ないように思える．たとえば，境界づけられたも
のは，決して count の存在だけではない．名詞句 
some chalk やsome cheese は mass の解釈を持つ
が，チョークやチーズも現実世界の中では他と空
間的に境界づけられているのであるから，それら
を count の存在物と考える学習者がいるかもしれ
ない．Furniture や crockery などは，一つ一つ明
確な境界をもつ机，椅子，ベッドなど，もしくは
小皿，大皿やカップなどで構成されているのであ
るから，furniture や crockery が mass の解釈を
もつことは直感と反する．Count の存在物とされ
る個体としてのリンゴ (an apple) は，食べ物と
してのリンゴという性質を変えることなく好きな
ように分割できる．しかし分割可能であることは
mass の存在物がもつ特徴なのである．
　そこで本稿では境界づけられているとか，個
体・単位としての存在とはどういうことなのかを
改めて考えるために，count という用語に立ち返
り，人間の認識の中で数えられるものとして認識・
知覚されるものとは何かという観点から考えてみ
る．
　数学者の遠山啓は分離量と連続量について次の
ように述べている．「分離量はそのなかにある１
つが，これ以上分けられないこと，そしてお互い
に独立していて，つながらないということが条件
です・・・これに対して連続量というのは・・・
無限に分割が可能です．分割が可能である反面，
いくらでもつなげることができます・・・このよ
うに無限分割可能性と合併可能性を持ったものを
連続量とよびます」53)．これを英語の count/mass
の区別に関連づけると，count の「境界づけられ
ている」とか「個体」ということは，分割ができ
ないだけでなく，互いに独立していて，つなが
らないということとなる．また mass の「連続し，
分割可能であること」は，無限分割可能性と合
併可能性をもつということになる．この考察は，
Bloomfield(1939) による bounded nouns（境界づ
けられた名詞）と unbounded nouns のそれぞれ
の類の意味 (class meaning) が，細分割するこ
と（subdivide）と合併すること（merge）がで
きないか・できるかで区別されていることと一
致する 54)．これらのことから，COUNT/MASS の次
元は，± divisible と± merge-able の素性をもっ
ていると言える．
　さらに Wierzbicka (1988) が，Spinoza の「数
という点でものを考えるのは，それらが共通の属
に還元された後である」を引用した Frege に基づ
いて，数えることができるためには，分離された
個体の存在だけでなく，それらの個体が同じ種類
のものであることが要求されると述べている 55)．
この同種性 (homogeneity) という要件があるから
こそ，furniture は，それを構成する個々のテー
ブルや椅子はそれ自身それ以上分割や合併をでき
ない個体性を持ってはいるが，互いの同種性がな
いため mass として認識され，*one furniture, 
*two furnitures のように数えることもできない
のである．この同種性という素性を COUNT/MASS
の次元に含め，本稿では，指示対象の存在様態
が count か mass かの判断は，± divisible, ±
merge-able, ± homogenous でどのような値をと
るかに基づいて行われると考える．　
SINGULAR/PLURAL の次元
　名詞句の中で単数・複数の区別を標示するの
は冠詞ではなく名詞の語尾である．しかし冠詞
と名詞の共起関係を論ずる際には，COUNT/MASS, 
DEFINITE/INDEFINITE の区別と共に，SINGULAR/
PLURAL の区別は必ず取り上げられる．
　冠詞の指導においても，指示対象が count の
場合は１つか１つより多いかを判断し，１つなら
a + N, １つより多い場合は some + Ns もしくは 
zero + Ns を用い，指示対象が mass の場合は数
えることに意味がないのであるから（あるいは数
えられないものなのだから）１つか 2 つ以上かな
どは考える必要はなく，すべて単数形式で some 
+ N，zero + N となる，という説明がなされる．
しかし，mass は単数と教えるのは mass に「１つ」
という概念を押しつけることになり，個体を連想
させたり本来の mass の特徴を曖昧にするおそれ
がある．
　そもそも個体性をもたない mass の存在物を，複
数形式と対立する単数形式で標示する不自然さに
対して，織田 (2002:4, 2007:7) は，mass の場合
の名詞語尾を，count の場合の単数形式とは異な
る「ゼロ数形」と呼び区別している 56)57)．また言
語事実として，mass として用いられた名詞，例え
ば May I have some tea ? のtea が単数形の語尾
と同じ形をしていることについて Christophersen 
(1939) は以下のように述べている 58)59)．
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単数とか複数とかいう考えは純粋に心理的な立
場からは連続語には縁のないものである．英語
にはこの二種の数しかないので，連続語がその
うちのどちらかを選ばねばならないが，単数の
方が自然であるから，多くの場合単数の形をと
る．
　これらのことから，指示対象が count である場
合の名詞の単数形式と mass の場合の名詞の形式
は同じ意味合いをもつのではなく，本来の数の対
立を標示しているのは指示対象が count と判断さ
れた場合だけと考えることができる．従って本稿
では，SINGULAR/PLURAL の次元は，COUNT/MASS の
次元において COUNT と判断された先にある下位次
元であると提案する．Mass の解釈をもつ名詞が，
単数形と同じ形式を用いるのは，あくまでも英語
という言語が２つの形式しか持たないという形式
上の制約のため，無標の単数形式を選んだ結果で
あるとの立場をとることとする．
DEFINITE/INDEFINITE の次元
　Definiteness（定性）に関する冠詞の用法につい
ては，これまで多くの研究があり，familiarity
（親和性），identifiability（同定・識別可能性），
uniqueness（唯一性），inclusiveness ( 包括性 )
などの概念で説明されてきた 60)．しかし，(23) の
場合，the wickets は複数であり，唯一のもので
はないこと，(24) では，そこに犬がいることを聞
き手が知らなくても，すなわち familiarity がな
くても the の使用が可能であること，(25) のThe 
bride が，具体的に誰かを聞き手が同定(identify)
できなくても the が使用できること，(26) のthe 
only member of the group who didn't enjoy it
の指示対象を identifiable とすると，実際にその
人物をidentifyしている名詞句のJillについて，
その指示作用をどのような用語で記述するのか 61)
という問題が指摘された．
(23) Bring the wickets in after the game of 
　　 cricket. 
(24) Beware of the dog.
(25) I've just been to a wedding. The bride 
　　 wore blue.
(26) The only member of the group who didn't 
　　 enjoy it was Jill
　冠詞の指導の観点からも，familiar（なじみが
ある）とはどのような場合か，identify（同定・
識別）できるのはどのような場合かの説明がない
まま，指示対象になじみがあったり，同定・識別
可能であれば the を用いると言うだけでは不十分
である．また誰にとってなじみがあるもしくは同
定・識別可能なのかを説明せずに，なじみがあっ
たり，同定・識別可能なものには the を使うと指
導すると，話し手は自らが話そうとする対象につ
いては十分なじみがあり同定できているので，不
適切な the の多用につながってしまう．
　そのような中で Hawkins(1978,1999) は，発話行
為理論を用いて，聞き手という存在を明示的に表
示し，inclusiveness（包括性）と locatability
（共有集合の中での発見可能性）という２つの概
念を導入することで，DEFINITE/INDEFINITE の次
元での冠詞の用法を論じている点で特徴的である
62)63)．Hawkins(1978) は定冠詞について，次のよ
うに述べている．
話し手は定冠詞を用いる際，以下の行為を遂行
する．話し手は，(a) 聞き手との間に指示対象
を導入する，(b) その指示対象をある共有集合
の中に見出すよう聞き手に指示する，(c) その
共有集合内にあって，当該指示表現を満足する
事物もしくはかたまり (mass) の総体を指示す
る 64)．
　Inclusiveness の概念は，uniqueness の概念の
限界を解決し，locatability の概念と合わせて，
聞き手にとって同定・識別可能もしくは十分に限
定する (defining) とはどういうことかの説明を可
能にした．さらに Hawkins は上記の発話行為が成
功するための条件として，共有集合存在条件，共
有集合同定条件，共有集合成員条件，共有集合構
成条件の４つを設定し 65)，共有集合という概念が
inclusiveness と locatability の判断に根本的な
役割を果たすことを示している．
　Hawkins(1978,1999) の理論をもとに62)63)，
Chesterman(1991)は，inclusivenessと locatability
において，各冠詞がどのような特徴を持つかを±
inclusive と± locatable という素性に対する値
として 図 1 のように示している．＋はその素性
をもつこと，−はその素性をもたないこと，そし
て±はどちらもあり得ることを示している 66)．
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　The の特徴は＋ locatable, ＋ inclusive，す
なわち the + N(s) の指示対象は，話し手と聞き
手の共有集合の中に存在し，かつそれらを包括的
に指示しているということであり，その結果指示
対象が聞き手によって同定・識別可能になる．一
方で a/an, some については，± locatable，−
inclusive であるため，共有集合の中に指示対象
が存在する場合と存在しない場合があり，かつ包
括的な指示は行っていないため，聞き手が同定・
識別できない対象を指示していることがわかる．
　Hawkins の理論の重要な概念である共有集合に
ついては，Hawkins(1978) は大きく５つの方法で
組織されると述べている 67)．
(27) Hawkins (1978) による共有集合組織方法
 Anaphoric uses　（前方照応）
 Immediate situation uses（発話の直接的な場面）
 Larger situation uses　（発話の広範な場面）
 Associative anaphoric uses
　　　　　（先行する談話の中の表現からの連想）
 The ‘unfamiliar’ uses of the definite article 
　in noun phrases with explanatory modifiers
　　（後置修飾句・節や名詞句補部などの説明的
　　 修飾語を伴う名詞句）                                    
　話し手と聞き手の間で共有集合がどのように
して組織されるかについては，引き続きいろい
ろな分類が試みられていて一致した見解はない．
Celce-Murcia and Larsen-Freeman (1999) は，場
面・文化ベース，テキストベース，言語構造ベー
スに大きく分け，その元に全部で 10 通りの下位
カテゴリをおいている 68)．Downing(2002) は，談
話内，談話外の文脈や場面の中，一般的知識の３
つとしている 69)．石田 (2002) は，外界照応と，2
種類のテキスト内照応（前方照応と後方照応）の
3 種類に大きく分け，外界照応には 3 種類の下位
分類，テキスト内前方照応に 3 種類の下位分類，
そしてテキスト内後方照応には複数のケースを挙
げている 70)．田中 (2013) は，常識的共有：一般
常識による共有，文脈的共有：先行状況，指定可
能であることを予期，場面的共有の 3 種類として
いる 71)．このように分類の仕方は一見多様に見え
ても，大きく分けると談話・言語的文脈，場面，
一般的知識や話し手・聞き手の共有知識の 3 種類
があり，それらを単独で，もしくは組み合わせる
ことで共有集合が組織されているという点では一
致していると考える．学習者にとっては，談話・
言語的文脈の中でも直接的な前方照応 (I bought 
a book and a magazine. The book was …) や 
the first daughter, the tallest boy などの用
法，および直接的な場面 (Pass me the salt) は
具体的でわかりやすいが，それらに一般知識が関
わってくるとき，一般知識の何を共有知識として
想定できるのかの判断がむずかしい 72)．共有集合
の組織化の指導は，DEFINITE/INDEFINITE の次元
における冠詞の選択にかかわる重要な課題である
が，一般知識に関わる用法をどの程度まで取り込
み，かつどう構造化していくかが鍵になると考え
ている．
3．まとめと今後の課題
　本稿では，冠詞指導の教育内容構成を目的とし
て，冠詞体系の構成要素と構造について検討して
きた．これらを踏まえて，本稿が提案する教育内
容の特徴は以下のとおりである．
1) 冠詞のカテゴリを，a/an, the, 強勢のない
some/any, zero冠詞，null冠詞で構成すること
2) 冠 詞 体 系 を COUNT/MASS, EXTENSIVITY, 
DEFINITE/INDEFINITE の３つの次元から成る
体系とし，各次元の中にいくつかの素性を設
定すること
3) EXTENSIVITY の次元を用いて，クラス・種類全
体への指示か，その一部への指示かを区別す
ること
4) COUNT/MASS の次元における判断を，数学の分
離量・連続量の区別という言語を超えた普遍
的なものの見方を基礎として，± divisible 
± merge-able と± homogeneous の素性によっ
て行うこと
5) SINGULAR/PLURAL の次元は count の下位次元と
すること．従って mass には数の対立がないこ
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図 1　各冠詞の Locatable と Inclusive における値
( 出典：Chesterman, 1991:68 をもとに一部改変 )
Locatable Inclusive
zero − ±
some ± −
a ± −
the ＋ ＋
null ＋ ＋
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とを明確にすること
6) DEFINITE/INDEFINITE の次元における判断を±
locatable, ± inclusive の素性と共有集合の
概念によって行うこと
　このような特徴をもつ教育内容を，学習者
の冠詞の理解や認識の形成に合致するような
指導過程で展開していくために，COUNT/MASS，
EXTENSIVITY，DEFINITE/INDEFINITE の３つの次元
が互いにどのような関係にあるかを最後に述べて
おきたい．
　DEFINITE/INDEFINITE の次元は談話の領域にあ
る．なぜなら聞き手が指示対象を十分特定できる
かどうかは，発話の場面や言語的文脈に依存する
からである．一方で COUNT/MASS，EXTENSIVITY の
次元，SINGULAR/PLURAL の下位次元は，指示対象
となるものやことの存在様態に関わる意味論的次
元である．定・不定の判断は，どの冠詞を用いる
かの判断ではなく，すでに指示対象の存在様態に
基づいて話者が作り上げた不定名詞句を，談話
の中で定の名詞句として聞き手に提示するかどう
かの判断に他ならない．換言すれば，DEFINITE/
INDEFINITE の次元での判断は，the か a/an か
some か zero かの判断ではなく，the を使うか使
わないかだけの判断であり，それ以前にすでに a/
anかsome かzeroかの判断は済んでいるのである．
「不定冠詞形による，ある一定の姿・形を持つ存
在としての記述が了解されて初めて，定冠詞形に
よる指示と同定が可能になる」73) のであり，そ
のため「定冠詞は不定冠詞の認識を前提としてお
り・・・２つの冠詞は，段階を異にする，異なる
働きの文法標識」74) と捉えることが適切と考える．
そうであれば，冠詞体系をとりたてて指導する際
には，まず不定名詞句に焦点をあて，話者と指示
対象の間で判断される COUNT/MASS，EXTENSIVITY，
SINGULAR/PLURAL の次元から始めることになるだ
ろう．その後で定として聞き手に提示するかどう
かの判断を DEFINITE/INDEFINITE の次元上の±
inclusive, ± locatable の素性を用いて学んで
いくことになると考える．
　共有集合の組織化の中で，特に何を話し手と聞
き手の共有の知識として推定するかは，冠詞選択
の問題だけでなく，語用論全体の課題でもある．
今後は語用論の領域における前提，含意の研究を
幅広く検討しながら，共有集合組織化における聞
き手・話し手が共有する一般知識の作られ方，推
測のされ方，活性化のされ方を研究し，定性の指
導の中に取り組んでいく必要があると考える．さ
らに COUNT/MASS，EXTENSIVITY，SINGULAR/PLURAL
の次元をどのような順序で提示していくか，また
冠詞体系全体の教育内容を学習者の理解や認識の
形成に合致するような具体的内容にどのように具
現化するかを検討し，実際の指導とその評価に取
り組んでいきたい．
注
(1) 山下 (2013) は，学術論文の英文校正前の原稿
の文を例にとり，「温度を変え，磁気相転移を
観測した」と書こうとする文を，We changed 
temperature and observed a magnetic phase 
transitionとtemperatureにtheを用いなかっ
たため，私たちが「自分」の温度を変えた，
という意味に解釈されることや，A surface 
of a sampleとThe surface of a sampleでは，
前者が結晶の複数ある面の 1 つのことを示し，
後者は結晶の表面全体を示すという大きな違
いがあることを述べている 75)．
(2)count/mass の用語については，countable や
non-count，uncountable なども用いられるが，
本稿では count と mass を用いる．
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根室市西和田地区における畜舎の小屋組みの構法的特徴
川島 健夫 1)　金子 晋也 2)　羽深 久夫 3)
1） 札幌市立大学大学院デザイン研究科修士課程　2） 札幌市立大学デザイン学部
3） 札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録 : 本研究では，北海道根室市西和田地区に建築された木造畜舎を対象とし，特に小屋組
みの構造的特徴を報告する．昭和期に建築された Y 牧場畜舎と I 牧場畜舎を対象とし，実測
調査を行った．その結果，この年代における牛舎の特徴として，以下の特徴を把握すること
ができた．腰折れ屋根は地元の大工により外観のみが模倣されており，小屋組みの構造形式
には多様性がみられた . 腰折れ屋根の畜舎は農業従事者からも「キング式畜舎」と呼ばれるが， 
キング式換気法は採用されていない事例もみられた．昭和後期に入ると，コンクリートブロッ
クの躯体に木造の小屋組みが組み合わされた事例がみられた．既往研究により，北海道の畜
舎は米国より輸入され導入されたことが明らかにされているが，本研究の調査結果では輸入
された畜舎のその後の展開を明らかにするものである．
キーワード :北海道，畜舎，小屋組み，根室
Structural Features of Barn Roof Truss Construction in the Nishiwada 
District in Nemuro City
Takeo Kawashima1), Shinya Kaneko2), Hisao Habuka3)
1） Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
2） School of Design, Sapporo City University
3） Graduate School of Design, Sapporo City University
Abstract:  Aa In this study, we report on the wooden barns built in the Nishiwada district of Nemuro 
City in Hokkaido, specifically the structural features of the roof truss. A measurement survey was 
conducted of the barns built on farms Y and I during the Showa era. From the results, the following 
features could be understood as features of barns from that era. Local carpenters copied mansard roof 
only in terms of appearance, and used various structural forms for the roof truss. The farmers called 
the barns with a mansard roof “King type barns,” and examples without King type ventilation were 
also seen. In the post Showa period, we came across examples of wooden roof trusses assembled with 
concrete block frames. Previous studies e made it clear that barns in Hokkaido have been imported from 
the United States. The survey results from this study are intended to reveal the subsequent development 
of the imported barns. 
Keywords: Hokkaido, Barn, Roof Truss Construction, Nemuro 
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1．はじめに
　北海道の農村地域では，腰折れ屋根畜舎や巨大
な納屋など，日本の伝統的な建築形態とは大きく
異なる建築が存在している．このような農村景観
は北海道の文化的アイデンティティを形成する重
要な地域資源である．文化財など建築的に評価さ
れている事例の多くは，開拓期に米国より輸入さ
れたものである 1) 2)．しかし，その他の一般的な
畜舎は、日本の軸組構法を用いたものやブロック
造のものなど，米国の事例と比べて様々な違いが
みられる 4〜 6) 8)．これらは，開拓期以降の展開で
あると考えられるが，その建築的特徴について言
及したものは少ない．また，北海道では，昭和後
期より牧草ロールやフリーストール牛舎の導入に
よって，畜舎の機能は複数の建物に分散され，構
造も鉄骨造が主流となったため，木造の畜舎が新
設されることは少ない． 
 本研究では，北海道根室市西和田地区に近代に建
築された木造畜舎を対象とし，構法の多様性がみ
られる小屋組みを中心にその実態を報告する． 
2．北海道における畜舎の実態と用途
　既往研究 3) では，モデル・バーンやギャンブレ
ル屋根畜舎が，当初は米国から輸入された図面を
用いて建築されていたとことが明らかにされてい
る．また，ギャンブレル屋根畜舎の代表的な事例
である旧小川家酪農畜舎 (大正 15 年 )，旧町村農
場第一牛舎 (昭和 3年 )は，米国開拓期の建築構
法であるバルーン・フレーム構造とされる 7)． 
　筆者らのこれまで調査結果より，畜舎の空間構
成は 3種類が存在している（表 1）．イは 1層が貯
蔵庫，2層が家畜房，3層が乾草貯蔵庫の畜舎であ
る . ロは 1層が家畜房，2層は乾草貯蔵庫の畜舎
である . ハは 1層が家畜房の畜舎のみのである． 
旧小川家酪農畜舎，旧町村農場第一牛舎は，ロに
該当する形式である（写真 1）．
3．根室市西和田地区の特徴
　根室市は北海道本島の最東端にあたり，南北に
10km，東西に細長く太平洋に突き出た根室半島の
全域と半島の付け根を市域としている．陸地はほ
とんど平坦で牧畜に適し，土性は一般に火山灰性
土壌である．根室地域は，札幌地区に次いで屯田
兵が配置され，北海道において最初期に開拓が行
われた地域である（図 1）．
　屯田兵村に関する資料 9）によると，対象の根
室市西和田地区は，和田屯田兵村に含まれ，和田
屯田兵村は東和田の 220 戸と西和田 220 戸から成
り立っていた．東和田には明治 19 年 (1886)6 月， 
西和田には明治 21 年 5 月と 22 年に入植した．
　和田屯田兵村の被服庫は，和田屯田兵村が入植
する前年の明治 18 年に造られたと推定されてい
る．この和田屯田兵村被服庫は，アメリカ西部開
拓時代の建築様式であるバルーン・フレーム構造
が用いられたとされる．和田地区では，屯田兵に
与えられた当初の給与地を存続している酪農場が
16 軒存在しており，屯田兵の子孫により経営され
ているとされる．
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表１　畜舎の空間構成
写真１　旧町村農場第一牛舎
図 1　対象地域
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4．事例調査
　本研究では , 文献・インターネットによる基
礎調査を踏まえ，図面収集や現地でのヒアリン
グや実測調査を元に，資料を収集した．根室市
西和田地区で Y 牧場畜舎と I 牧場畜舎の実測調
査を行った．また，牧場主に対してヒアリング
調査を行った．調査結果は，初期に北海道に輸
入された畜舎の事例との比較により，その特徴
をまとめる． 
1）Y 牧場畜舎の調査
　Y 牧場畜舎（写真 2）は，JR 西和田駅に程近く，
北海道道 142 号線に面して立地している．調査対
象の畜舎では，仔牛の飼育を行っていた．飼育さ
れていた牛はホルスタイン種であった．衛生上の
理由により，外観及び小屋組みのみ実測調査が許
可された．また，牧場主に対しヒアリング調査を
行った．
（1）ヒアリング調査の結果
　ヒアリング調査によると，Y 牧場畜舎は陸屋根
平屋の馬房にギャンブレル屋根を増築，昭和 26
年 (1951 年 ) に畜舎に改修された事例である． 
また，その後も昭和 40 年代と昭和 50 年代に二
度に渡り増築と改修が行われている．いずれの
建築も帯広在住の大工により設計・施工が行わ
れた． 
　このギャンブレル屋根は，先代の牧場主が札幌
近郊の大規模農場 (1) への視察で得た知見を元に， 
形態の模倣を大工に依頼し設計・施工がなされた
という証言が得られた．この事例では , 増築だけ
でなく開口部の増設，設備の更新などの改築も幾
度も行われている． 
　二階乾草貯蔵庫の扉の上部にも，小型の扉が設
けられているが，これは改築によるものである．
昭和中期に，ブロック状に加工された乾草を地上
より，二階乾草貯蔵庫へ運び入れるリフトが導入
され，そのリフトのレールを取り付けるために設
けた開口部である（写真 3）．屋根架構に複数のパ
ターンを有しているのは，レールを設置した際に
干渉する部材を切除し，補強を加えた結果である
と述べていた．
　
　
　Y 牧場畜舎は，屋根にベンチレーター（換気塔）
が設けられていた（写真 4）．旧小川家酪農畜舎，
旧町村農場第一牛舎では，家畜房と屋根のベンチ
レーターがダクトで繋がれていたが，Y 牧場畜舎
では，家畜房と屋根のベンチレーターを繋ぐダク
トは，設けられていなかった．
（2）実測調査の結果
　ここでは，Y 牧場畜舎の実測を行った結果を報
告する．Y 牧場畜舎は，木造の腰折れ屋根を持つ
畜舎である（図 2）．小屋組みは，屋根全体が一つ
のトラスで成り立つ事例である．
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写真 2　Y牧場畜舎
写真 3　切断された梁とレール
写真 4　屋根のベンチレーター
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　また，屋根架構の形式が 2種類存在していた（図
3）．トラスの形態は120× 120mmの部材を下弦材, 
150 × 150mm の部材を上弦材とし，30 × 148mm の
割材を束材としたものである．二階貯蔵庫の扉に
最も近い「ろ通りの架構」のみが，150 × 150mm
の角材を 29 × 145mm の割材で挟み込んだ異なっ
た形態となっている（図 4）．構造としては機能を
持たないが，下弦材にはほぞ穴が残されており， 
再利用された部材である．
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図 2　Y牧場畜舎の立面図・平面図 図 3　Y牧場畜舎の架構図
図 4　Y牧場畜舎の構造図
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2）I 牧場畜舎の調査
　I 牧場畜舎（写真 5）は，海道道 780 号線と北
海道 142 号線のジャンクション付近に立地してい
る．畜舎を利用し乳牛の飼育を行っている．飼育
されていた牛はホルスタイン種であった．また， 
牧場主に対しヒアリング調査を行うことができ
た．
（1）ヒアリング調査の結果
　I 牧場畜舎は，ヒアリング調査より昭和 53 年
（1978 年）に建築された事例である．構造は，コ
ンクリートブロックの組積造に木造の小屋組み
を組み合わせたものであり，昭和後期になると
一般化していたと述べていた．しかし，この畜
舎は 2 階に乾草貯蔵庫を持つ腰折れ屋根畜舎と
しては， 再後期のものであり，これ以降はこの
形式の畜舎はほとんど建設されていないとも述
べていた． 
　牧場主は腰折れ屋根の畜舎（ギャンブレル屋
根畜舎）を「キング式畜舎」と呼び，床組が壁
面の頂部に架けられ，ギャンブレル屋根裏のみ
で上層空間を形成する場合を「なんちゃってキ
ング式畜舎」と称していた． 
　屋根の妻面の頂点が突き出すような形状に
なっているが，農場主の依頼によるものではな
く，その利用方法も目的も不明であると述べて
いた． 
　また，道東地域の畜舎の換気塔は備えても，
ダクトが設けられていない場合がほとんどであ
り，用途も除湿であるという結果が得られた．
（2）実測調査の結果
　I 牧場畜舎は，コンクリートブロック造の事例
であり，小屋組みが木造である（図 5）．
　ギャンブレル屋根の構造は，在来軸組構法のよ
うな大断面の梁や柱などを使わず，機械割の薄い
部材の骨組みに外装材を張り付けた木構造であっ
た．また，仕口やほぞは一切使わず釘打ちのみを
用い，仕上げ外板と一体になって初めて成り立つ
枠組み壁構造であった．主要な部材の 30 × 120mm
の割材が用いられている．架構は垂木兼構造材が
圧縮力を束材が引張力を受け持っている（図 6）．
また，同一の架構が連続している（図 7）．　
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写真 5　I牧場畜舎
図 5　I牧場畜舎の平面図・立面図
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　I 牧場畜舎は，家畜房と屋根のベンチレーター
を繋ぐダクトが設けられていなかった．I 牧場畜
舎のギャンブレル屋根は，Y 牧場の畜舎とは異
なり屋根妻面の頂部が 1000 ｍｍ程突き出してい
る（写真 6）．この部分を支える梁は 100 × 100 ×
4200mm の部材寸法であり，架構に複数の箇所でボ
ルトナット接合がなされ，堅固な構造となってい
た．ボルトナット接合が用いられていたのは，こ
の箇所のみである．この梁のみ小割材でなく，大
断面の部材が使われている（写真 7）．
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図 6　I牧場畜舎の架構図
図 7　I牧場畜舎の構造図
写真 7　妻面頂点の突き出し部の梁
写真 6　妻面頂点の突き出し部分
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5．考察
　既往研究により，米国より図面を輸入して建築
されたとされる旧町村農場第一牛舎（図 8），旧小
川家酪農畜舎（図 9）はバルーン・フレーム構造
が用いられたとされている．
 
　Y 牧場畜舎の形態は，事例であり，西和田屯田
兵被服庫からのバルーン・フレーム構造の建築様
式の継承が予測されたが，屋根架構や壁構造は全
く異なり一切の類似性もみられなかった．ヒアリ
ング調査の結果も踏まえて，Y 牧場畜舎は， 地元
の大工により形態のみが模倣され，構造は地元の
大工の有する範囲の技術のが用いて建築された事
例であると考えられる．また，この畜舎は新しい
農業技術や農機具の導入に合わせて，適宜改修が
行われている．
　I 牧場畜舎にみられた妻面頂部の突き出した屋
根形は，旧小川家酪農畜舎や旧町村農場第一牛舎
でも同じ屋根形をみることができる．しかしなが
ら，旧小川家酪農畜舎や旧町村農場第一牛舎では，
妻面頂部の突き出しに滑車が取り付けられてい
る．I牧場畜舎では滑車は取り付けられておらず，
屋根形のみの類似であり，このことは，屋根の形
態のみが模倣されたと考えられる． 
　また，ヒアリング調査から，I 牧場畜舎と同様
のコンクリートブロックの組積造に木造の小屋組
みが組み合わされた畜舎がある程度一般化し，普
及していたことが予測できる．これには北海道で
昭和中期に流行したコンクリートブロック住宅の
技術の応用が考えられる． 
　本来はキング式換気法と一体 (2) であったギャン
ブレル屋根だが，Y 牧場のベンチレーターや I 牧
場の「キング式畜舎」という呼称，妻面頂部の突
き出しにみられるように，形骸化している 8)． 
　補足的に近隣の農業従事者へのヒアリング調査
を行った結果，札幌市白石区に存在していた宇都
宮牧場模範牛舎など，札幌近郊の畜舎ではベンチ
レーターと家畜房にダクトが設けられていたが，
道東地域ではベンチレーターのみで，ダクトが設
けられていない場合が殆どであり，用途も除湿で
あると述べていた．換気装置の有無の差異は，北
海道における搾乳牛の大半を占めるホルスタイン
種の温度に関する特性が影響を与えていると考え
られる (3)．ホルスタイン種は寒さに強いが熱さに
弱い特性を持つ．その特性上，夏季も温度がさほ
ど上がらない道東地域では，他の地域と比べ比較
的冷涼であったため，温度管理の必要がなかった
ためと考えられる．キング式換気法の不使用は，
地域の気候への対応した結果である 10)．
6．まとめ
　以上．道東の事例を明らかにした . このこと
は，開拓期に輸入された畜舎の展開を示す一助と
なる．
注
(1）町村農場，宇都宮牧場，黒沢牧場のいずれか
(2）キング式換気法は，温度差を用いた自然換気
であり，家畜房と屋根の頂部に取り付けられ
た換気塔をダクトで繋ぎ，家畜の体温で温め
られた空気を煙突効果によって，屋根裏を通
るダクトを通して排気する温度差を利用した
自然換気である．煙突効果は断面積，高さ，
内外の気温差が大きいほど効果が大きくな
る．したがって，屋根の頂部に排気塔を設け , 
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図 8　町村牧場畜舎　構造図
図 9　小川家酪農畜舎　構造図
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屋根高を高くすることで高さが増加し，より
効率的な排気が可能となる．したがって，腰
折れ屋根であるギャンブレル屋根と用いられ
た場合，切妻屋根に比べ屋根高が高くなり，
より効率的に機能する．
(3）日本における乳牛の 98%を占めているホルスタ
イン種は，ドイツ北部のシュレースヴィヒ＝
ホルシュタイン州を起源としている．したがっ
て，ホルスタイン種は寒さに強く，寒冷地で
も高い泌乳能力を持つとされる．一方で，ホ
ルスタイン種は暑さに弱いとされている． 
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都市における高層建築の形態と構成に関する研究
─ニューヨーク マンハッタン島を事例として─
町田 和樹 1)　金子 晋也 2)　羽深 久夫 3)
1) 札幌市立大学大学院デザイン研究科博士前期課程　2) 札幌市立大学デザイン学部
3) 札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録 : 本研究は，ニューヨーク マンハッタン島を研究対象地として，都市的な文脈から高層
建築のあり方を捉え直すことを目的とする．研究方法は，マンハッタンにおける高層建築 61
事例を選定し，そのボリュームの形態や表層の特徴を整理することにより， 4 つの形態のパ
ターンを得た．さらに , これらのパターンを地図上にプロットし，高層建築の形態とその建
設された地域との関係性を明らかにした．最後に，複数の高層建築が形態や表層の操作により,
一体的でまとまりのある空間が作り出されている事例を検証することで，その構成を明らか
にしている．
キーワード :ニューヨーク マンハッタン島，高層建築，ボリューム，表層
Study of the Form and Configuration of the High-rise Urban Buildings:
A Case study of Manhattan Island in New York
Kazuki Machida1）, Shinya Kaneko2）, Hisao Habuka3）
1） Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
2） School of Design, Sapporo City University
3） Graduate School of Design, Sapporo City University
Abstract: The purpose of this study is to ascertain the status of high-rise buildings in an urban context 
using Manhattan Island in New York as a subject. In this study, 61 high-rise buildings in Manhattan 
were selected and organized into four forms by organizing their volumetric shapes and exterior features. 
Moreover, the patterns were plotted on a map to clarify the relationship between the shapes of the high-
rise buildings and their construction areas. Finally, the configurations of the buildings were clarified 
by verifying cases where integrated and cohesive spaces were created based on tweaking the shape and 
exterior of multiple high-rise buildings.
Keywords: New York Manhattan Island, High-rise, Building, Volume, Exterior 
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1．緒言
　人口 1,000 万人を超え，過密化が進む大都市で
は建設技術の発達により建築物が高層化し，多機
能で高密度な空間が生まれている．高層建築 (1) に
は都市機能 (2) が集約されており，高密度化に対す
る解決策として都市を形作っている．しかし、高
層化し巨大化する建築のボリューム (3) は視覚的に
も大きく影響し，景観の阻害や自然の喪失などの
問題が生じている．
　高層建築は，19 世紀のニューヨーク マンハッ
タン島において展開し，摩天楼と呼ばれる高層建
築群を形成した．マンハッタン島の高層建築は多
様化し，様々な時代の建築物が混在する都市空間
となっている．様々な時代の高層建築を形態的に
分析することによって，現代の高層化が進んだ都
市空間のあり方や位置づけを再認識することが可
能であると思われる．本研究ではニューヨーク，
マンハッタン島を対象に高層建築の特徴を形態的
側面から整理し，高層建築の新たな位置付けを探
り，そのあり方を捉え直すことが目的である．　
　先行研究では，高層建築の建築構造に関する研
究は多く行われている 4) が，その形態を検証して
いる研究は少ない．本研究では，高層建築の建築
ボリュームを建築意匠の観点から再評価を行い，
高層建築に関する研究資料の一つとして寄与する
ことを期待している．
　今後はマンハッタンだけでなく，他の国々の高
層建築の形態を比較・検証することで形態的な差
異を明らかにしていく．
2．研究方法
研究対象：マンハッタン島における比較的スケー
ルの大きな高層建築 61事例 (4)
調査項目：高層建築の全体の写真
分析方法：まず，高層建築の形態の分析のために，
形態的特徴とその表層に分けて検証を進める．全
61事例について，全体の見えがかりから形態の類
似性を見つけ，その特徴を記述し，分類を行った．
その際に，高層建築の主となるボリュームの形態
(以下メインボリュームとする )と，そのボリュー
ム構成に着目した．加えて，高層建築の表層とそ
の見え方について分節の特徴から分類した (図 1)．
次に，分類された結果を基に，高層建築のパター
ンを抽出する．最後に，抽出されたパターンを地
図上にプロットし，それらが地理的にどのような
関係にあるのか明らかにすることで，地域による
形態と構成の差異を検証する．また ,2015 年 9月 9
日〜 9月 16日に現地での調査も行った．
3．形態と構成からみた高層建築の分類
1) 高層建築の形態の分類
　まず，メインボリュームの主な形態は ,直方体・
板状・不定形に分けられ ( 表 1)，それに付随する
要素としてセットバック・基壇・組み合わせが挙
げられた (表 2)．ボリュームの構成は単数，複数，
相似が見られた ( 表 3)．表層の特徴は，均一窓，
平滑，中央分節，垂直強調，水平強調に分けた (表
4)．
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表 1　基準階によって構成される主な形態
図１　高層建築の分析例
表 2　主な形態に付随するもの
表 3　ボリュームの構成
表 4　表層の特徴
エンパイアステートビル
直方体・単数 直方体・単数
平滑
均一窓
中央文節
均一窓
セットバック・基壇
トランプ・ワールド・タワー
45 事例 26事例 14事例 14事例 5事例
均一窓 平滑 中央分節 垂直強調 水平強調
50 事例 9事例 4事例
単数 複数 相似
26 事例 42事例 30事例
基壇 組み合わせセットバック
直方体
38事例 19事例 6事例
板状 不定形
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2) マンハッタンにおける高層建築のパターン
　以上の分析により，マンハッタンの高層建築は
4つのパターンが得られた (表 5)．
・パターン A　　直方体 × セットバック × 基壇
　現在のマンハッタンにおいてもっとも多く存在
するパターンである．また , 表 5 からパターン A
は他のパターンに比べて，古くに建設されたこと
が分かる．表層では壁面に装飾をもつものも見ら
れた (図 2)
　パターン A の特徴であるセットバックは，1916 
年のゾーニング法による影響であるが，建設され
た時代の特徴を表す指標にもなっている．また，
セットバックした高層建築がマンハッタンの象徴
となっており，形態的に見るとマンハッタン高層
建築の原型であるとも言える．
・パターン B　　直方体 × 基壇
　複数のボリュームを組み合わせた形態が多く見
られたが，セットバックされたものは見られな
かった．また，ボリュームの構成はすべて単数と
なっており，複数のボリュームを配置した事例は
見られなかった．表層ではパターン A と同様の傾
向が見られ，分節のあるものが多い ( 図 3)．　　
　パターン B では，ボリュームを組み合わせるこ
とによって，様々な形態表現を可能にしている．
ここで見られた建築ボリュームを組み合わせるな
どの操作は，高層建築のボリューム感を軽減する
効果を期待していると考えられる．
・パターン C　　直方体 (板状 )
　メインボリュームの形態は，直方体あるいは板
状であり，セットバックや基壇があるものは見ら
れなかった．表層面では均一窓を設け，分節のな
い平滑な立面をもっている ( 図 4)．
　かつて高層建築はゴシック建築の延長であった
が，鉄やコンクリートを用いた高層建築が生まれ
たことによって，無装飾で平滑な表層をもつ建築
が現れた．このパターンがマンハッタンで増加し
た背景には，シーグラムビルなどのモダニズム建
築の流行が挙げられた．
・パターン D　　不定形
　ここでは，メインボリュームが不定形で，均一
窓をもち平滑な表層をもつものが多く見られた．
また，他のパターンに比べて建設年は比較的新し
いものが多い．
　不定形は近年の構造技術の発展によるものであ
ると考えられる．技術の発展によって今後は新た
な形態ボキャブラリーの増加が予想され，マン
ハッタン摩天楼の建築群の形を変化させると考え
られる．不定形のような形態は，高層化が進んだ
都市の中でも存在感が際立ち，象徴性の高いもの
となる．また，ここでも分節のない立面が見られ，
パターン C から発展した形態のパターンであるこ
とが推測される (図 5)．
3) 各パターンの表層の特徴
　表 5 での分析から，表層での分節をもたない高
層建築は，建設年が比較的新しく，近年増加傾向
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クライスラービル (1930) 1 ウォールストリート (1932)
図 2　パターン Aとその事例
図 3　パターン Bとその事例
ランダムハウスタワー (2003) ワンアスタープラザ (1972)
55 ウォーターストリート (2003) パラマウントプラザ (1970)
図 4　パターン Cとその事例
図 5　パターン Dとその事例
バンクオブアメリカタワー (2009) 8 スプルースセンター (2013)
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名称 年 高さ
直
方
体
板
状
不
定
形
セ
ト
バ
ク
基
壇
組
み
合
わ
せ
単
数
複
数
相
似
均
一
窓
平
滑
中
央
分
節
垂
直
強
調
水
平
強
調
ウールワースビル 1913 241.4 ○ ○ ● ○ ○
トランプ・ビルディング 1930 282.5 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
クライスラービル 1930 318.9 ○ ○ ● ○ ○
２０エクスチェンジ・プレイス 1931 225.9 ○ ○ ○ ○ ○ ○
570レキシントン街 1931 196 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エンパイアステートビル 1931 381 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５００　５番街 1931 212.4 ○ ○ ● ○ ○ ○
１ウォール・ストリート 1932 199.3 ○ ○ ○ ○ ○
アメリカン・インターナショナル・ビルディング 1932 290.2 ○ ○ ● ○
２７７パーク・アベニュー 1963 209.4 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
AXAセンター 1985 229.2 ○ ○ ○ ○ ○
2ワールドフィナンシャルセンター 1986 196.6 ○ ○ ○ tr ○ ○
3ワールドフィナンシャルセンター 1986 225.2 ○ ○ ○ tr ○ ○
１５８５ブロードウェイ 1989 208.8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1・ワールドワイド・プラザ 1989 237.1 ○ ○ ○ tr ○ ○
アメリカス・タワー 1992 210.9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フォーシーズン・ホテル・ニューヨーク 1993 207.9 ○ ○ ○ ○ ○
タイム・ワーナー・センター 2004 228.3 ○ ● ○ ○ tw ○ ○
ブルームバーグ・タワー 2004 245.6 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
シルバー・タワーズ 2009 199.2 ○ ○ ○ ○ tw ○
１７１７ブロードウェイ 2013 229.6 ○ ● ○ ○ ○ ○
チャニン・ビル 1929 197.8 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
ワン・グランド・セントラル・プレイス 1930 205.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
30ロックフェラープラザ 1933 259.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
シティスパイア・センター 1987 248.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メトロポリタン生命保険会社タワー 1909 213.4 ○ ○ ○ ○
ワン・アスター・プラザ 1972 227.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６０ウォール・ストリート 1989 227.1 ○ ○ ○ ● ○
７１２　５番街 1990 198.1 ○ ○ ○ ○ ○
４タイムズスクエア 1999 246.5 ○ ○ ○ ○ ○
３８３マディソン・アベニュー 2001 230.3 ○ ○ ○ ○
ランダム・ハウス・タワー 2003 208.5 ○ ○ ○ ○ ●
バークレー・タワー 2007 205.1 ○ ○ ○ ○
メットライフビル 1963 246.3 ○ ○ ○ ○
２４５パーク・アベニュー 1967 197.5 ○ ○ ○ ○
ジェネラル・モーターズ・ビル 1968 214.9 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
ワン・ペン・プラザ 1972 228.6 ○ ○ ○ ○ ○
メトロポリタン・タワー 1985 218.2 ○ ○ ○ tw ○ ○
カーネギー・ホール・タワー 1991 230.7 ○ ○ ○ tw ○
２００ウェスト・ストリート 2010 228.3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
JPモルガン・チェース本社 1960 215.5 ○ ○ ○ ○ ○
パラマウント・プラザ 1970 204.2 ○ ○ ○ ○
ワン・コート・スクエア 1990 205.1 ○ ○ ○ ○
トランプ・ワールド・タワー 2001 262.4 ○ ○ ○ ○
７ワールドトレードセンター 2006 226.5 ○ ○ ○ ○ ○
1095アベニュー・オブ・アメリカス 2007 196.4 ○ ○ ○ ○ ○
1ワールドトレードセンター 2014 541.3 ○ ○ ○ ○
４ワールドトレードセンター 2014 297.7 ● ○ ○ ○ ○
ワンチェイス・マンハッタン・プラザ 1961 247.8 ○ ○ ○ ○
HSBC銀行ビル 1967 209.7 ○ ○ ○ ○
ワン・ニューヨーク・プラザ 1969 195.1 ○ ○ ○ ○
５５ウォーター・ストリート 1972 209.4 ○ tw ○ ○ ○
マグロウヒル・ビル 1972 205.4 ○ ○ ○ ○
タイムズスクエア・タワー 2004 221.3 ○ ○ ○ ○ ○
エクソン・ビル 2010 228.6 ○ ○ ○
ソロー・ビル 1974 210 ○ ○ ○ ○
トランプ・タワー 1982 202.4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
５９９レキシントン街 1986 199 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バンク・オブ・アメリカ・タワー 2009 365.8 ○ ● ○ ○ ○ ○
８スプルースセンター 2011 265.2 ○ ○ tw ○
ワン５７ 2014 306.1 ○ ○ ○ ○ ○
形態 表層
主要素
ボリューム構成 分節なし 分節あり
メインボリューム
付加要素
A
B
C
D
表４註　○は分類に当てはまるもの、●はそれに準ずるものとしてそれぞれ表に示した。twはボリュームが２つで構成されたもの、
tr は３つで構成されたものとして示した。
表 5　高層建築のパターンとその表層の特徴
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にあると考えられる．一方，表層に分節をもつ高
層建築は，1930 年頃のアールデコの流行による
影響だと考えられる．
　表層での分節は，装飾の有無に影響するものだ
と考えられ，パターン A・パターン B のような表
層での分節をもつ高層建築は，かつて高層建築が
ゴシック建築の延長上にあった影響で装飾などが
施され，表層で分節が生まれていると推測される．
パターン C・パターン D の表層面では平滑なもの
が多く見られた．これはシーグラムビルをはじめ
としたモダニズム建築の特徴である．平滑な表層
面をもつ高層建築が増加した背景には，構造技術
の発展が挙げられる．これらの平滑な表層面は，
高層建築のボリューム感を軽減するため，現代の
高層建築に必要な要素の一つとなっている．今後，
マンハッタン島の高層建築は，このような平滑な
表層を用いたものが増加すると予想される．
　また，表 5 から，同様の形態の中でも表層の多
様な組み合わせがあることが分かる．これは，表
層での差異を作り出し，他の高層建築との差別化
を図っていると推測される．
4. 高層建築の配置と形態の関係性
　ここでは , 分析から得られた形態のパターンを
地図上にプロットし，高層建築の形態とその建設
された地域との関係性を明らかにした (図 6)．
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図 6　パターンの配置
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　①のエリアは，ロックフェラーセンターなど 9
事例が存在している．ここではパターンA(6事例)
やパターン B(3 事例 ) のような形態パターンのみ
が見られ，パターン C やパターン D のような比較
的年代の新しい高層建築は見られなかった．つま
り，ここでは新たな高層建築の建設が進んでいな
いと考えられる．あるいは，ロックフェラーセン
ターのような歴史のあるまち並みを考慮し，形態
的な制限がなされていると推測される．
　ロックフェラーセンターでは，複数の建築が立
ち並び，調和のとれた建築群を形成している．形
態は異なるが，付近一帯の建築物の表層を同一の
ものにし，一体感をもたせている．また，中央に
そびえる高層建築を強調するような象徴的な空間
が生まれている．複数の建築に同様の意匠を施す
ことによって一体感のある空間が形成され，まと
まりのある高層建築を作り出している（写真 1）．
　また，ロックフェラーセンター周辺にはタイム
ライフビルという高層建築が存在している．これ
は，周辺の 3 つの高層建築がそれぞれ類似した形
態と表層をもつことによって生まれた，まとまり
のある高層建築群である．また， 建物をセット
バックすることによって垂直性の高い高層建築を
実現し，圧倒的な存在感を放っている．同様の形
態と表層をもつことにより，空間的なまとまりは
強くなっていると考えられる（写真 2）．
　②のエリアでは，26事例が見られた．ここでは，
それぞれのパターンが全体的に分布し，様々な時
代の高層建築が混在している．また，パターン C(5
事例 )やパターン D(4 事例 )のような年代の新し
いパターンが分布していることから，今後も開発
が進み高層建築が増加することが推測される．
　ここのエリアの中心となっているタイムズスク
エアでは，広場の造形に沿って多様な形態の高層
建築が取り囲んでおり，ビルボードという同様の
表層をもたせることによって，付近一帯に一体感
が生まれていることが分かる．ここでは建築的な
要素でなくとも，空間的な一体感を生むことが出
来ると考えられる．
　③のエリアでは,17事例が見られた．このエリア
ではパターンC(7事例 )の形態が多く見られた．パ
ターンCの形態はモダニズムによる影響が大きいこ
とから，多くは近代に建設されたと考えられる．つ
まり，現代的であるパターンDが多く存在する①の
エリアよりも古くに開発されたと考えられる．
　③のエリアはワールドトレードセンターを中心
に開発が進んでいる．ここでは，グラウンド・ゼ
ロを中心に高層建築が取り囲むような配置で，高
層建築群が形成されている．ここでも形態は異な
るが，類似した平滑な表層をもたせ，一体感のあ
る空間を作り出していることが分かった．
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写真 1　ロックフェラーセンター周辺
写真 3　タイムズスクエア
写真 2　タイムライフビル周辺
写真 4　ワールドトレードセンター
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　このように，マンハッタン島の高層建築のパター
ンを地図上にプロットすることにより，高層建築
の開発の時期や時代背景が明らかになった．エン
パイアステートビルのようなマンハッタン島を代
表する高層建築の周辺には，対象とした高層建築
は存在せず，突出した形態となっていることが分
かった．このように地域による高層建築の形態ボ
キャブラリーの違いを検証することで，その地域
による高層建築の位置付けを明らかにした．
5．結論
1) 高層建築のパターン
　まず，マンハッタン島における高層建築の形態
的な特徴と表層に着目し，それらの形態の類似性
から 4つの形態のパターンに分類した．また，各
パターンの特徴を記述することによって，建設年
による形態の違いや表層での差異を明らかにした．
　高層建築の形態には，建設当時の時代背景や建
築様式の流行が影響しており，それらを視覚的に
検証することによって，都市の時代背景やコンテ
クストを探り，マンハッタンにおける高層建築の
あり方を再認識した．今後は，他の国の高層建築
を同様の手法で検証することによって，形態の地
域性や差異などを明らかにする予定である．
2) パターンと配置の関係性
　次に，高層建築とその建設された地域との関係
性を検証した．高層建築は周辺コンテクストに影
響され，周辺の状況によって形態が異なることか
ら，エリアごとの高層建築の形態の特徴を明らか
にした．また，一体感のある形態や表層を用いる
ことによって生まれた，まとまりのある空間につ
いて事例を交えながら検証した．ここでは，同様
の表層を用いるだけでなく，ビルボードのような
共通したしつらえにより一体的な空間が生み出さ
れると推測される．
3) 課題
　マンハッタン島の高層建築の形態は，他の都市
に比べて多様かつ複雑であるため，より細分化し
た形態のパターンを見つける必要があると考えら
れる．
注
（1）本研究における高層建築は，住居やオフィス，
店舗などによって構成される，高さ 150m 以上
の建築物とする．
（2）都市機能は，住居や商業施設，広場などの都
市の生活を支える機能を表す．
（3）ボリュームは，立体構成のための基本単位で ,
建築的な一体のまとまりである．
（4）本研究で用いた高層建築の基本的なデータ(建
築年，建築物の高さ，画像 ) は，世界の高層
建築を多く扱う Council on Tall Buildings 
and Urban Habitat（参考文献 2) を使用した．
文献
1) レム・コールハース：錯乱のニューヨーク．
筑摩書房，東京，1978
2) Council on Tall Buildings and Urban 
Habitat．http://www.ctbuh.org/　2016 年 10
月 28 日（アクセス日）
3) ニューヨーク建築案内 .
　　http://ny.saltious.net/　2015 年 9 月 18 日
（アクセス日）
4) 香川秀樹 , バーデン・アラン：構造設計にお
ける高層建築物の剛性に関する研究．日本建
築学会 学術講演梗概集，365-366，2002
都市における高層建築の形態と構成に関する研究
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１．構成
『SCU Journal of Design & Nursing ‐札幌市立大学研究論文集‐』（通称“D&N”；英文名称“SCU 
Journal of Design & Nursing”）に投稿された原稿は、「原著論文」、「作品」、「総説」、「研究報告・作
品報告」、「研究ノート」、「資料」の種別を付記して掲載する。以下、投稿に係る要領を記載する。
２．投稿者の資格
本誌投稿者は、本学の教員、大学院生、非常勤講師および紀要編集委員会（以下、委員会 ) が執筆
を依頼した者とする。また、修了した大学院生においても在学時の研究論文を投稿することができる。
筆頭著者は原則として上記の投稿資格を有する者とする。投稿資格を有する者は学外の研究者を連
名投稿者にすることができる。連名投稿者は、筆頭著者同様に論文の内容に責任を持つ。
なお、本学教員の所属の記載方法については、「札幌市立大学○○学部」または「札幌市立大学大学
院○○研究科」のいずれかとする。
３．原稿について
１）論文等（種類）
　原稿の種類は「原著論文」、「作品」、「総説」、「研究報告・作品報告」、「研究ノート」、「資料」とし、
未発表のものに限る。著者は原稿にその種類を明記しなければならない。
【原著論文　Original Articles】
　テーマが明瞭で独創性に富み、新しい知見や学術的価値の高い結論が示されている論文。あるい
はデザイン領域における先見性ならびに独創性を保ちつつ、総合的完成度を持つ作品に係る論文。
【作品　Design and Art Works】
　先見性と独創性を持ちつつ、総合的な完成度を有する作品であり、合目的性に加え、そのプロセ
スに明瞭な論理的一貫性を持ち、論証を伴うもの。尚、作品は製品化、施工または実施などにより
既に発表されたものに加え、研究的あるいは実験的意味合いから試みられた提案や試作作品を含む。
【総説　Review Articles】
　とりあげた主題について、国内外の諸研究を幅広く概観し、その主題について学術的動向、進歩
を示し、今後の方向を展望した論文。
【研究報告・作品報告　Research Reports】
　デザイン領域や看護学領域に関する史料、統計、実測、調査・実験などで得られたデータの分析・
考察を論述し、新たな研究の推進・発展に寄与する論文。もしくは、作品の概念、制作過程、展示
計画などの結果・考察に関して論理的に記述した論文。
【研究ノート　Research Notes】
　速報を意図し、萌芽的・追試的研究で得られた成果、および文献レビューなど。
【資料　Sources/Information】
　調査・実践などで得られたデータや資料そのものに利用価値をもち、とくに仮説検定の意図をも
たずに示したもの。
２）構成
　原稿の構成は原則として以下の項目を含むものとする。
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抄録（Abstract）------------------ 目的・方法・結果・結論等を項目立てしないで和文 600 字及び
　　　　　　　　　　　　　　　　英文 250 words 以内で文章で記載する
キーワード（Key words）--------- 6 個以内、英文はキーワード及び固有名詞の頭文字のみ大文字
緒言（Introduction）-------------- 研究の背景・目的
研究方法（Methods）--------------- 対象・材料・資料の説明、収集方法および研究・調査・
　　　　　　　　　　　　　　　　実験・解析・制作に係る手法など
結果（Results）------------------- 研究などの結果（作品の場合は写真や図版等）
考察（Discussion）---------------- 結果の考察・評価
結論（Conclusions）--------------- （省略可）
以下は、必要に応じて記載することとし、項目番号は付さない。
謝辞（Acknowledgments）
注（Notes）・文献（References）の表記
４．研究対象者への倫理的配慮
　人および動物が対象である研究は、本文中「研究方法」の項に倫理的配慮をどのように行なったか
を記載すること。
　記載例：札幌市立大学倫理委員会の承認を受けている（通知 No：○○○○－○）。
５．提出原稿
　投稿者は、投稿原稿の表紙（様式１）と図表等を含む本文のデータ（Word 及び PDF）をメールに添
付して提出する。なお、一度、投稿された原稿は著者に返却しない。
　提出期限：2016 年 10 月 31 日（月）必着
　提 出 先：事務局地域連携課（Email: crc@jimu.scu.ac.jp）
６．原稿の採否
１）原稿の採否は、査読または作品審査を経て委員会が決定する。
２）委員会の判定により、原稿の種類の変更を著者に勧めることがある。
３）この投稿要領に記載されていない事態が発生した場合には、委員長に一任し、迅速に対応する。
４）紀要編集委員会は、投稿要領に沿っていない原稿は受領しないことがある。
７．著者校正
　　著者校正を１回行なう。ただし、校正時の加筆は原則として認めない。
８．原稿様式およびページ数について
　投稿原稿の 1編は原稿の種類を問わず、パソコン等で作成する。原稿の様式は、所定 HPからダウンロー
ドすること。原稿は A4版、横書き、抄録は 1段組、47字、緒言以降は 2段組、22字、1ページ 46行とし、
明朝（英語論文の場合は Times New Roman）、9ptで設定する。ただし表題の文字はMSゴシック12ptとする。
数字および英字は原則半角とし、句読点に「, 」(半角コンマ+半角スペース)および「. 」(半角ピリオ
ド＋半角スペース )を使用する。
　仕上がり原稿は、抄録、本文、図表、注・文献を含めて 16 ページ以内とする。
　　　　
９．原稿作成上の留意点
１）原稿は原則として和文（明朝）または英文（Times New Roman）とする。ただし、英文については
投稿前に必ずネイティブチェックを受け、投稿原稿の表紙（様式１）の記載欄に英文校正業者名
または校正者名を記載すること。
２）原稿には指定の様式により表紙を付し、和文表題、英文表題、著者名および所属、希望する原稿
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の種類、原稿枚数、図表および写真の枚数を書き、キーワード、別刷りの希望部数を記す。
３）表題には基本的に副題を付けずに MS ゴシック 14pt で表記し、副題を付す場合には 12pt とし全角
のハイフンで囲むこと。
４）著者の所属は、以下のとおり表記すること。
   氏名の右肩に 1),2)…を付し、下段に番号順に所属を記載する。本学教員の場合は、大学名「札幌市
立大学」の後に、「デザイン学部 / 看護学部」「大学院デザイン研究科 / 大学院看護学研究科」「助
産学専攻科」のいずれかを記載する。本学大学院生の場合は、「大学院デザイン研究科 / 大学院看
護学研究科　博士前期 /博士後期課程」とする。
５）抄録は全ての原稿について、和文 600 字以内及び英文 250words 以内で論述すること（箇条書きに
しない）。翻訳・校正費用については研究費の執行を可とする。
６）各章・節等の見出しには、「1, 2, 3, …」「1), 2), 3), …」「(1), (2), (3), …」の順に番号を
付して整理し、頭揃えで記載すること。
７）図、表および写真は、挿入希望位置を著者自ら指定する。図、写真は原則としてそのまま掲載可能な、
明瞭なものとする。カラー図版も掲載可とする。
８）図、表および写真の番号・タイトルは、図・写真の場合はその中央下に記載し、表の場合はその
中央上に記載する。使用するフォントは MS ゴシック 9pt とする。
９）学位論文を基に投稿する場合は、注の前に「※本論文は○○年札幌市立大学大学院○○研究科博
士論文を加筆、修正し、新たな内容を加えたものである。」を記載する。
10）注は本文の該当箇所の右肩に (1)、(1)(2)、(1 ～ 4) の番号で示し、文献の前に注（Notes）の項を設け、一
括して番号順に列記する。
11）文献は本文に関わりあるもののみ記載し、本文中に注記箇所を明記する。記載様式は以下の通り
とする。文献は「文献」とし「引用文献」等とは表記しない。
①文献は本文の引用箇所の右肩に 1)、1)2)、1 ～ 4）の番号で示し、本文の最後に一括して引用番号順に
列記する。
②直接引用（原文をそのまま抜粋して引用するもの）は、40 字以内であれば鍵括弧（英語論文の
場合はダブルクオーテーションマーク）で囲んで、直接文章内に組み込む。また、40 字以上の
直接引用文は、ブロック引用する (その部分を本文から離して引用する )。
　直接引用を行った場合、文献の引用箇所のページ数も文献リストに記載する。
③文献の著者が複数いる場合は、著者全員の氏名を記載する。
④記載方法は下記例に従う。
【雑誌】著者名 : 表題 - 副題 -. 雑誌名 巻 (号 ): 掲載頁 , 発行年 ( 西暦 )
例 1）坂倉恵美子 , 中村洋子 , 吉本照子 , 増地ますみ : 看護婦の心肺蘇生法実施に対する意識
調査 -成人 , 子供 , 高齢者に対する実施意思と関連要因 -. 北海道大学医短期紀要 4: 25-
35, 2001
例 2）Sperling, R.: Frequently asked questions about OASIS: Answers from a rural 
agency participant. Home Healthcare Nurse 15(5): 340-342, 1997
例 3）Anderson, A. K., Christoff, K., Panitz, D., De Rosa, E., Gabrieli, J. D. E.: 
Neural correlates of the automatic processing of threat facial signals. Journal 
of Neuroscience 23: 5627-5633,  2003
【単行本】著者名: 表題 -副題-. 編者, 書名. 出版社名, 出版社所在地, pp. 掲載頁, 発行年(西暦)
例 5) 上田礼子 : ライフサイクルと保健活動の実践 - 周産期 ･ 乳児期 ･ 小児期 -. 出版科学研
究所 , 東京 , p. 184, 1985（直接引用の場合）
例5) 大滝純司 編: OSCEの理論と実際. 篠原出版新社, 東京, 2007（本全体を参考にする場合、
ただし、 本書について本文中において言及する。）
例 6) 村本淳子 , 二村良子 : 看護教育と OSCE. 大滝純司 編 , OSCE の理論と実際 . 篠原出版新
社 , 東京 , pp. 83-90, 2007（編者と著者が別の場合、特定の章を引用する場合）
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【翻訳本】著者名 ( 訳者名訳 ): 書名 , 出版社名 , 出版社所在地 , pp. 掲載頁 , 発行年（西暦）
例 7）ジョン C 3 世 ベイラー , フレデリック モステラー ( 津谷喜一郎 , 折笠英樹監訳 ): 医
学統計学の活用 . サイエンティスト , 東京 , pp. 125-126, 1995 ( 直接引用の場合 )
【ホームページ等】
例 8）文部科学省 : 「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」2006.
　　　http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/07/06072707.htm 2013 年 7月 19日（アクセス日）
⑤一つの論文から複数箇所を引用する場合、注で引用箇所を特定すること。文献の場合、文献リ
ストには文献名のみ記載し、論文の場合は全体のページも記載すること。
⑥上記に該当しない文献の記載方法については、委員会が協議し決定する。
10．著作権
１）他者の著作物（評価尺度や資料）を使用する場合には、その著作者／版権所有者への手続きを終
えてから投稿すること。
２）本研究論文集に掲載された論文等の著作権は公立大学法人札幌市立大学に所属するものとする。
11．電子情報公開
　採択された原稿が電子情報（学内機関リポジトリ等および学外の公的媒体等）にて開示されること
を了承の上、投稿することを掲載条件とする。なお、これに伴い DOI を付与することとなるため留意
すること。
12．別刷り
　著者の希望に応じて、別刷りを有償で提供する。希望する著者は、投稿時に希望部数を投稿原稿の
表紙（様式１）に記して申し出ること。
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編集後記
　新緑から深緑へと，花々が揺れる時節を迎え， 「SCU Journal of Design & Nursing −札幌
市立大学研究論文集− 11 巻」を発行いたします。本論文集は，11 巻に至るまで本校の紀要と
して綴られ続けております。その編集に携わる機会をいただき，今更ながらですが「紀要と
は何か」を問い直してみました。「紀」とは「筋道を立てて記す」という意味であると辞書に
はあります。本論文集には，本学に関連する研究者の皆様が，教育活動および研究活動にお
いて， 「今，何を大切に取り組んだのか」の要 ( かなめ ) を， 「筋道を立てて記す」ことで表
した論文集であり，その取り組みの軌跡が刻まれています。また，デザイン学，看護学，デ
ザイン学と看護学の連携 (D × N) に取り組む本学の，アイデンティティが形成される筋道を
示す一冊でもあると思います。
　本論文集が市民に広く公開され，本学の教育および研究活動への理解と協力を得られる役
割を担えるように願っております。ご多忙な中，論文を投稿していただいた皆様，査読をご
快諾いただいた皆様，ご支援・ご協力いただいた皆様に紀要編集委員会一同，心からの感謝
とともにお届けいたします。
　今後も，より「札幌市立大学らしさ」を表現できるように，皆様からのご意見をいただき
ながら，本論文集の充実に向けて努力して参りたいと思っております。ひき続き，発刊に向
けたご協力をよろしくお願いいたします。
　　平成 29 年 7 月
紀要編集委員長　古　都　昌　子
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